
一

開

題

十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
は
、
近
代
産
業
社
会
と
国
民
国
家
の
形
成
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
法
思
想
史
上
で
は
、
一
般
に
歴
史
法
学
派

の
形
成
・
支
配
に
よ
っ
て
、
自
然
法
論
が
衰
退
し
て
実
定
法
至
上
主
義
と
し
て
の
法
実
証
主
義
が
確
立
す
る
に
至
っ
た
時
代
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
ー
セ
ル
ム
・
ク
リ
ッ
ペ
ル
が
、「
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
然
法
論
と
政
治
学
」（
一
九
九
三

年
）
と
題
す
る
エ
セ
イ
で
、
十
九
世
紀
を
一
般
に
「
自
然
法
思
想
を
克
服
し
た
時
代
」
と
み
な
す
通
念
に
反
し
て
掲
げ
た
「
十
九
世

紀
の
自
然
法
論
」
と
い
う
主
題
自
体
の
意
味
を
ま
ず
説
き
お
こ
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
ま
だ
例
外
的
で
斬
新
な

視
角
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
、
法
学
の
中
で
「
社
会
的
・
経
済
的
諸
変
化
を
認
識
し
議
論
す
る
」
こ
と
を
可
能

に
し
た
「
討
論
の
場
」
と
し
て
自
然
法
論
が
機
能
し
た
点
に
光
を
当
て
て
、
実
定
法
（
学
）
と
、
十
九
世
紀
を
通
じ
て
変
貌
を
遂
げ

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
然
法
論
と
「
社
会
」
の
発
見

木
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周

市

朗

―１８４（１）―

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
然
法
論
と
「
社
会
」
の
発
見



る
現
実
社
会
と
の
あ
い
だ
を
つ
な
ぐ
「
結
節
部
」
と
し
て
の
自
然
法
論
の
意
義
を
強
調
し
た
の
で
（
１
）

あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
こ
か

ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
近
代
社
会
の
抽
象
的
法
規
範
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
実
定
法
学
は
、
私
人
間
関
係
の
形
式
主
義
の
も

つ
普
遍
性
を
示
し
つ
つ
、
現
実
社
会
の
深
刻
な
諸
変
化
を
十
分
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
、
否
定
し
が
た
い
側
面

で
あ
る
。

十
八
世
紀
後
半
以
降
の
国
民
的
文
化
意
識
の
醸
成
を
背
景
に
、
実
定
法
秩
序
の
可
変
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
学
に
お
け

る
歴
史
主
義
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
グ
ス
タ
フ
・
フ
ー
ゴ(G

ustav
H

ugo,
1764-1844)

で
あ
っ
た
が
、
か
れ
は
同
時
に
、
自
然
法

の
法
規
範
と
し
て
の
意
義
を
否
認
し
て
、
自
然
法
を
「
実
定
法
の
（
２
）

哲
学
」（
一
七
九
八
年
）
と
呼
び
換
え
た
点
で
も
、
時
代
を
先
取

り
し
て
い
た
。
ま
も
な
く
十
九
世
紀
前
半
に
は
、「
自
然
法
論
」
と
「
法
哲
学
」
と
は
ほ
ぼ
同
義
と
な
り
、
そ
の
ご
世
紀
半
ば
の
革

命
期
以
降
は
哲
学
自
体
が
危
険
視
さ
れ
て
、
国
家
の
圧
迫
の
も
と
で
政
治
性
を
喪
失
し
、
さ
ら
に
は
法
哲
学
や
自
然
法
論
は
次
第
に

倫
理
学
の
一
部
と
み
な
さ
れ
て
法
学
か
ら
排
除
さ
れ
て
（
３
）

ゆ
く
。
そ
し
て
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
シ
ュ
ト
ラ
イ
ス
の
総
括
に
し
た
が
え
ば
、「
十

九
世
紀
後
半
の
法
学
の
実
証
主
義
化
・
科
学
化
・
脱
政
治
化
と
い
う
趨
勢
」
の
な
か
で
、
自
然
法
（
論
）
の
価
値
は
「
方
法
論
的
に

失
墜
」
し
、
と
り
わ
け
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
観
念
論
の
諸
体
系
は
「
破
綻
し
た
」
と
み
な
さ
れ
、「〈
実
際
的
な
も
の
〉
を
ま
さ
に
渇
望
す

る
、
あ
の
反
哲
学
的
な
時
代
風
潮
」
の
も
と
で
、
十
九
世
紀
末
に
は
「
法
哲
学
の
ほ
と
ん
ど
カ
オ
ス
的
な
状
態
」
と
表
さ
れ
る
事
態

へ
と
至
る
の
で
（
４
）

あ
る
。

歴
史
主
義
の
台
頭
と
そ
の
制
度
化
（
当
面
の
文
脈
で
は
歴
史
法
学
派
の
確
立
）
を
転
轍
機
と
し
て
進
行
し
た
、
こ
う
し
た
法
実
証

主
義
の
優
位
化
と
自
然
法
論
の
衰
微
・
没
落
と
は
、
た
し
か
に
ド
イ
ツ
の
産
業
社
会
化
と
国
民
国
家
の
漸
次
的
形
成
と
に
即
応
し

た
、
私
的
自
治
の
原
理
に
も
と
づ
く
、
形
式
主
義
化＝

脱
政
治
化
と
し
て
の
学
問
の
近
代
化
の
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
コ
ン
シ
ス
テ
ン
ト
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な
表
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
文
献
史
的
・
制
度
史
的
に
は
つ
ぎ
の
点
も
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
基

本
動
向
の
背
後
で
、
実
際
に
は
、
最
初
の
三
分
の
一
世
紀
で
は
、
カ
ン
ト
の
理
性
法
論
の
強
い
影
響
下
に
、
初
期
立
憲
主
義
的
・
法

治
国
家
論
的
指
向
性
を
顕
著
に
含
ん
だ
自
然
法
論
の
満
開
と
呼
ば
れ
て
よ
い
出
版
状
況
が
出
現
し
て
い
た
し
、
そ
れ
以
降
も
、
十
九

世
紀
末
に
至
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
の
大
学
で
は
自
然
法
論
の
講
義
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
自
然
法
論
の
著
作
も
、
し
ば
し
ば
「
法
哲

学
」
の
名
称
で
出
版
さ
れ
つ
づ
け
、
十
九
世
紀
の
百
年
間
で
そ
れ
ら
の
文
献
数
は
約
三
百
点
に
の
ぼ
る
と
の
指
摘
も
（
５
）

あ
る
。

歴
史
法
学
派
の
開
祖
サ
ヴ
ィ
ニ
ー(Friedrich

C
arl

von
Savigny,

1779-1861)

が
、
カ
ン
ト
の
法
形
式
論
に
お
け
る
自
由
意
志

主
体
に
よ
る
権
利
体
系
を
発
展
さ
せ
、
抽
象
的
人
格
に
も
と
づ
く
私
法
体
系
を
構
想
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
実
証
主
義
の
時
代
へ

の
扉
を
開
い
た
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
主
義
の
継
承
関
係
が
矛
盾
な
く
巨
大
な
潮
流
を
生
み
だ
し
た
こ
と
を
表
し
て
い

た
。
こ
と
に
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
体
系
の
目
的
は
、
実
定
的
秩
序
の
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
内
容
を
度
外
視
す
る
た
め
の
抽
象
化
に
あ
っ
た
。

抽
象
的
人
格
の
意
思
表
示
と
し
て
の
「
法
律
行
為
」
と
い
う
か
れ
の
視
座
は
、
法
学
全
体
を
法
史
と
見
る
フ
ー
ゴ
の
歴
史
的
観
点
を

継
承
し
つ
つ
、
法
学
に
と
っ
て
の
一
般
的
課
題
の
追
究
と
い
う
意
味
で
の
「
哲
学
的
方
法
」
へ
の
自
覚
の
中
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
点
は
、
近
代
私
法
学
形
成
期
の
複
雑
な
重
層
構
造
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
深
い
留
意
を
迫
る
も
の
で
（
６
）

あ
る
。
し

か
も
そ
の
う
え
で
、「
法
律
行
為
」
論
自
体
は
、
そ
の
抽
象
性
・
形
式
性
の
ゆ
え
に
近
代
原
理
と
し
て
の
私
的
自
治
の
全
面
的
展
開

を
可
能
に
し
、
国
家
の
行
為
を
も
私
法
の
論
理
で
説
明
す
る
汎
用
性
を
す
で
に
示
唆
し
つ
つ
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
質
料
倫
理
的

＝

目
的
論
的
な
秩
序
と
し
て
の
「
政
治
社
会
」
に
代
わ
る
、
経
済
的
・
貨
幣
的
な
社
会
、
し
た
が
っ
て
方
法
論
的
個
人
主
義
で
叙
述

さ
れ
る
社
会
と
し
て
の
近
代
市
民
社
会
の
法
的
論
理
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
十
九
世
紀
法
思
想
に
お
け
る
主
流
と
し
て
の
こ
の
抽
象
的
近
代
原
理
（
↓
法
実
証
主
義
）
は
、
そ
の
物
権＝

所
有
権
と

―１８２（３）―
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債
権
と
に
依
拠
し
た
私
的
自
治
の
形
式
的
論
理
の
ゆ
え
に
、
近
代
市
民
社
会
の
産
業
社
会
と
し
て
の
現
実
が
ひ
き
お
こ
す
諸
矛
盾
に

対
し
て
は
、
有
効
に
対
応
し
え
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
的
自
治
を
ド
イ
ツ
で
初
め
て
原
理
的
に
確
立
し
た
カ
ン
ト

(Im
m

anuel
K

ant,
1724-1804)

の
法
形
式
論
は
、
目
的
論
的
経
験
界
（
質
料＝

実
体
世
界
）
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
し
て
い

た
か
ら
、
万
人
の
自
由
の
共
存
と
い
う
実
践
理
性
原
理
を
無
条
件
的
・
定
言
命
法
的
に
要
請
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
現
実
の
生

活
世
界
の
具
体
的
な
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
論
じ
る
方
法
を
原
理
的
に
持
ち
え
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
第
一
批
判
（
一

七
八
一
年
）
で
、
哲
学
の
使
命
を
「
人
間
理
性
の
目
的
論teleologia

rationis

（
７
）

hum
anae

」
と
認
識
論
的
に
規
定
し
、『
人
倫
の
形
而

上
学
の
基
礎
づ
け
』（
一
七
八
五
年
）
で
「
理�

性�

的�

存�

在�

者�

が�

目�

的�

自�

体�

と�

し�

て�

現�

存�

す�

（
８
）

る�

」
と
述
べ
た
、
そ
の
形
而
上
学
に
お
け

る
究
極
根
拠
は
、
第
三
批
判
書
『
判
断
力
批
判
』（
一
七
九
〇
年
）
で
は
、
自
己
完
成
を
め
ざ
し
て
努
力
す
る
人
間
の
目
的
論
的
本

質
と
し
て
「
自
己
陶
冶K

ultur

」
の
語
で
い
っ
そ
う
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
表
現
さ
れ
、
さ
ら
に
「
反
省
的
判
断
力
」
の
は
た
ら
き
が
「
自

然
の
合
目
的
性
」
と
し
て
語
ら
れ
も
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
す
べ
て
も
、
義
務
論
と
し
て
の
強
い
規
範
性

（
道
徳
性
）
に
立
脚
し
な
が
ら
、
な
お
認
識
能
力
の
限
界
へ
の
自
覚
と
い
う
批
判
哲
学
の
根
本
枠
に
踏
み
と
ど
ま
り
、
独
断
論
に
陥

ら
な
い
た
め
の
ぎ
り
ぎ
り
の
自
制
の
論
理
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
苦
闘
の
軌
跡
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
（
９
）

ろ
う
。
カ
ン
ト
に
お
け

る
私
的
自
治
の
形
式
原
理
は
、
そ
う
し
た
厳
し
い
自
律
の
原
理
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
そ
れ
と
は
別

様
に
厳
し
い
現
実
の
生
活
世
界
に
対
す
る
近
代
原
理
の
接
近
方
法
と
態
度
表
明
と
い
う
重
い
課
題
が
、「
カ
ン
ト
後
」
の
問
題
と
し

て
残
さ
れ
た
の
で
（
１０
）

あ
る
。

カ
ン
ト
の
死
後
に
進
行
し
顕
在
化
し
た
、
人
間
の
ア
ト
ム
化
と
所
有
の
不
均
衡
と
を
核
心
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
近
代
的
諸
矛
盾

は
、
人
々
に
諸
個
人
の
「
生
」
の
意
味
と
目
的
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
生
活
諸
団
体
や
国
家
す
な
わ
ち
各
種
共
同
体
の
役
割
に
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対
す
る
自
覚
を
あ
ら
た
め
て
う
な
が
し
、
本
来
あ
る
べ
き
社
会
（
人
間
関
係
）
に
か
ん
す
る
多
様
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
出
現
さ
せ
る
。

す
で
に
「
死
滅
」
し
た
か
に
み
え
た
自
然
法
論
が
、
実
定
法
の
哲
学
的
基
礎
づ
け
と
し
て
、
十
九
世
紀
を
通
じ
て
当
為＝

目
的
論
の

諸
体
系
を
、
す
ぐ
れ
て
社
会
改
良
主
義
的
な
実
践
諸
志
向
を
内
包
・
発
露
し
つ
つ
産
出
し
続
け
た
理
由
と
意
義
は
こ
の
点
に
あ
り
、

ク
リ
ッ
ペ
ル
が
こ
の
時
代
の
自
然
法
論
の
機
能
を
、
実
定
法
学
と
現
実
社
会
と
の
「
結
節
部
」
と
と
ら
え
た
の
も
、
同
じ
事
態
を
指

し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
自
然
法
論
な
い
し
法
哲
学
に
お
け
る
目
的
論
的
当
為
の
視
座
は
、
当
然
カ
ン
ト
の
法
形
式

論
に
お
け
る
内
容
（
実
質
）
の
欠
落
に
対
す
る
批
判
を
含
み
え
た
し
、「
生
」
の
目
的
を
実
質
的
な
「
善
」
の
実
現
に
求
め
た
限
り

で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
実
践
哲
学
の
伝
統
に
連
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
学
問
史
的
由
来
と
い
う
点
で
は
、
十
八
世
紀
に
興

隆
し
た
「
政
治
的
学
問
」
と
し
て
の
ド
イ
ツ
「
国
家
学
」
の
国
家
目
的
論
的
な
諸
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が
、
十
九
世
紀
自
然
法
論
の
思
想

的
母
胎
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
目
的
論
的
当
為
の
視
座
は
、
近
代
社
会
の
諸
現
実
へ
の
鋭
い
批
判
力

を
有
効
に
発
揮
し
つ
つ
、
同
時
に
そ
の
反
面
で
は
、
そ
れ
ら
が
す
で
に
「
カ
ン
ト
後
」
の
企
て
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
で
は
、
お
の
お
の

の
信
じ
る「
諸
善
の
秩
序
」と
い
う
実
質
へ
の
依
拠
は
独
断
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
方
法
論
的
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
、

つ
ね
に
負
っ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

当
面
の
課
題
は
、
カ
ン
ト＝

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
的
な
形
式
的
近
代
原
理
に
抗
し
て
、
人
間
の
敬
虔
な
「
使
命
」
論
の
見
地
か
ら
質
料
倫

理
的
目
的
論
の
体
系
を
提
示
し
た
ク
ラ
ウ
ゼ(K

arl
C

hristian
Friedrich

K
rause,

1781-1832)

と
そ
の
弟
子
ア
ー
レ
ン
ス(H

ein-

rich
A

hrens,
1808-1874)

の
自
然
法
論
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
各
人
の
「
人
格
」
の
自
由
な
開

展
に
「
善
」
を
見
て
、
こ
の
究
極
目
的
の
見
地
か
ら
法
と
道
徳
の
一
体
性
を
主
張
し
、
多
様
な
「
生
活
圏
」＝

多
元
的
社
会
に
お
け

る
新
し
い
協
同
的
秩
序
の
構
成
を
展
望
し
た
。
こ
の
点
を
文
献
史
的
に
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
る
が
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
目
的
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論
的
・
質
料
倫
理
的
な
「
生
活
圏
」
論
に
迫
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
社
会
」
の
発
見
史
に
と
も
に
貢
献
し
た

国
家
学
的
国
法
論
者
モ
ー
ル(R

obert
von

M
ohl,

1799-1875)

と
の
関
係
を
め
ぐ
る
迂
回
路
（
あ
る
い
は
モ
ー
ル
の
眼
に
映
じ
た

ア
ー
レ
ン
ス
像
）
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ン
ト
的
な
法
形
式
論
の
及
び
え
な
か
っ
た
公
民
社
会
に
お
け
る
現
実
の
生
活
諸
関

係
へ
の
視
座
の
醸
成
と
い
う
、
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
自
然
法
論
の
一
つ
の
原
風
景
を
、
同
時
代
史
的
に
描
出
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
い

と
思
う
。

二

ア
ー
レ
ン
ス
―
―
「
傍
流
」
の
先
進
性

一

第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
も
な
く
、
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
の
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
フ
ェ
ル
ド
ロ
ス
は
、
そ
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
哲
学

史
』（
一
九
五
八
年
）
に
お
い
て
、
古
代
・
キ
リ
ス
ト
教
・
近
世
・
現
代
の
四
区
分
に
も
と
づ
く
法
思
想
史
的
大
観
を
示
し
た
が
、

近
世
の
部
で
カ
ン
ト
後
の
基
本
動
向
へ
と
筆
を
進
め
た
際
、
二
つ
の
節
「
個
人
主
義
的
自
然
法
論
か
ら
共
同
体
の
法
哲
学
へ
の
転

換
」（
法
の
歴
史
性
の
発
見
と
歴
史
法
学
派
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
）、
お
よ
び
「
法
観
念
論
へ

の
攻
撃
」（
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
マ
ル
ク
ス
、
ニ
ー
チ
ェ
、
法
実
証
主
義
の
浸
透
）
に
つ
づ
け
て
、「
自
然
法
論
的
な
諸
傍
流

N
ebenström

ungen

」
の
節
を
設
け
、
そ
こ
で
は
フ
リ
ー
ス
、
バ
ー
ダ
ー
、
子
フ
ィ
ヒ
テ
、
ト
ゥ
レ
ン
デ
レ
ン
ブ
ル
ク
、
シ
ュ
タ
ー

ル
の
あ
と
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
／
ア
ー
レ
ン
ス
／
レ
ー
ダ
ー
を
取
り
あ
げ
て
、
と
く
に
ア
ー
レ
ン
ス
に
お
け
る
人
間
の
「
生
」
の
目
的

論
、
善
の
普
遍
的
秩
序
と
、
善
実
現
の
方
法
と
し
て
の
道
徳
と
法
、
客
観
的
な
生
活
諸
関
係
と
多
様
な
生
活
圏
の
重
視
な
ど
、
そ
の

骨
子
を
概
説
し
て
（
１１
）

い
る
。
フ
ェ
ル
ド
ロ
ス
は
、
そ
の
ご
『
静
態
的
・
動
態
的
自
然
法
』（
一
九
七
一
年
）
で
は
、
近
世
の
自
然
法
論
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を
「
個
人
主
義
的
」（
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ
ー
、
カ
ン
ト
）・「
社
会
的
」（
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
、
ト
マ
ー

ジ
ウ
ス
、
ヴ
ォ
ル
フ
）・「
人
格
主
義
的
」（
ア
ー
レ
ン
ス
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
社
会
回
勅
や
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
に
代
表
さ
れ
る
新

ト
マ
ス
主
義
な
い
し
新
ス
コ
ラ
主
義
）
に
三
区
分
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
善
実
現
に
向
け
た
人
間
の
人
格
主
義
的
使
命
論
を
高
く
評

価
し
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
こ
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ト
マ
ス
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
系
譜
上
に
ア
ー
レ
ン
ス

を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
尊
厳
と
共
同
体
と
の
関
係
を
目
的
論
的
に
「
共
通
の
福
祉G

em
einw

ohl

」
の
概
念
で
と

ら
え
る
新
ト
マ
ス
主
義
的
志
向
に
寄
せ
る
フ
ェ
ル
ド
ロ
ス
の
期
待
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
（
１２
）

あ
る
。

そ
う
し
て
、
こ
の
期
待
感
の
背
景
に
は
、
存
在
と
当
為
と
の
二
元
性
に
か
ん
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
古
代
と
近
代
と
を
対
比

す
る
フ
ェ
ル
ド
ロ
ス
の
批
判
的
視
野
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
留
意
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
近
代
哲
学
は
「
存
在
を
、
一
定

の
数
学
的
諸
関
係
で
理
解
で
き
る
原
因
と
結
果
の
無
限
の
連
鎖
と
と
ら
え
る
の
に
対
し
て
、
古
代
哲
学
に
と
っ
て
は
、
存
在
は
、
所

与
諸
階
層
か
ら
な
る
階
段
状
の
構
造
を
な
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
あ
る
階
層
は
他
を
指
示
し
、
そ
れ
ら
は
全
体
と
し
て
一
つ
の
宇
宙

〔
コ
ス
モ
ス
〕
を
、
つ
ま
り
一
つ
の
有
意
味
な
秩
序
を
形
成
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
方
向
性
の
相
違
は
、
つ
ぎ
の

点
に
存
し
て
い
る
。
古
代
哲
学
は
、
存
在
を
、
客
観
的
な
諸
目
的
に
従
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
み
な
す
の
に
対
し
て
、
近
代

哲
学
に
よ
っ
て
、
存
在
は
、
互
い
に
因
果
関
係
で
結
び
つ
い
た
た
ん
な
る
諸
量
に
分
解
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
目
的
志
向
性

Z
ielstrebigkeit

な
い
し
目
的
性Finalität

が
自
然
認
識
か
ら
意
識
的
に
排
除
さ
（
１３
）

れ
る
。」
こ
の
よ
う
な
巨
視
的
展
望
の
も
と
で
、
か

れ
は
自
然
と
人
間
の
目
的
志
向
性
と
い
う
観
点
が
近
代
に
お
い
て
な
お
担
い
う
る
積
極
的
な
意
義
を
語
り
、
そ
う
い
う
見
地
か
ら
ア

ー
レ
ン
ス
を
再
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
自
然
法
（
論
）
の
再
生
は
、
二
十
世
紀
に
お
い
て
は
、
法
律
実
証
主
義G

esetzespositivism
us

へ
の
批
判
と
い
う
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意
味
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
た
と
え
ば
裁
判
官
に
よ
る
法
創
造
の
意
義
を
説
い
た
カ
ン
ト
ー
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
自
由
法
論
や
ヘ
ッ
ク

の
利
益
法
学
に
そ
の
亜
種
的
先
駆
形
態
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
と
く
に
戦
後
の
旧
西
ド
イ
ツ
で
は
、
ナ
チ
党
支
配
下
の
法

の
機
能
と
法
律
家
の
役
割
と
を
め
ぐ
る
深
刻
な
反
省
的
論
争
を
経
て
、
実
定
法
を
超
え
る
法
の
存
在
へ
の
確
信
、
あ
る
い
は
、
裁
判

官
の
判
断
は
た
ん
に
理
論
理
性
（
合
理
的
論
証
）
だ
け
で
な
く
「
実
践
理
性
」
の
基
準
や
共
同
体
の
正
義
観
念
に
従
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
い
う
認
識
の
開
示
（
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
七
三
年
二
月
十
四
日
）
と
定
着
と
い
っ
た
形
で
、
時
代
の
節
目
ご
と
に
正
義

や
善
へ
の
反
省
的
思
考
装
置
と
し
て
繰
り
返
し
実
質
的
に
自
覚
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
（
１４
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
、
ア
ー
レ
ン
ス

を
含
む
ク
ラ
ウ
ゼ
派
の
自
然
法
論
な
い
し
法
哲
学
に
つ
い
て
語
る
ば
あ
い
、
た
ん
に
実
定
法
主
義
に
対
す
る
か
れ
ら
の
批
判
の
先
駆

性
が
問
題
な
の
で
は
な
い
し
、
そ
の
思
想
内
容
の
新
ト
マ
ス
主
義
的
な
解
釈
を
含
む
現
代
的
評
価
自
体
が
直
接
第
一
義
的
に
重
要
だ

と
考
え
る
べ
き
で
も
な
く
、
む
し
ろ
か
れ
ら
の
人
格
主
義
的
な
実
質
論＝

目
的
論
の
体
系
が
、
十
九
世
紀
に
「
傍
流
」
と
し
て
な
が

ら
存
在
し
、
自
己
主
張
を
つ
づ
け
た
―
―
た
と
え
ば
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
晩
年
に
も
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
が

編
集
し
た
『
法
学
百
科
全
書
』（
一
八
七
〇
年
）
に
お
い
て
、
総
論
的
序
論
・
ド
イ
ツ
法
の
歴
史
と
法
源
・
私
法
・
公
法
の
四
部
構

成
の
中
で
、
冒
頭
の
法
哲
学
的
序
論
部
を
担
当
（
１５
）

し
た
―
―
と
い
う
、
そ
の
特
殊
な
位
置
価
値
が
、
同
時
代
的
学
問
史
の
中
で
ま
ず
問

わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
で
示
唆
的
と
思
わ
れ
る
の
は
、
経
済
学
に
お
け
る
歴
史
学
派
の
終
末
期
と
も
い
う
べ
き
二
十
世
紀
初
頭
に
、
同
じ
く
ヴ
ィ

ー
ン
の
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ォ
ン
・
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク(E

ugen
von

Philippovich,
1858-1917)

が
前
世
紀
の
ド
イ
ツ
経
済
学
を
回
顧

し
て
、
社
会
政
策
的
視
座
こ
そ
が
経
済
学
を
活
性
化
し
た
と
い
う
論
旨
を
展
開
し
、
そ
の
社
会
政
策
的
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
の
は
、

社
会
的
な
「
生
活
諸
関
係
」
を
先
駆
的
に
探
究
し
た
「
法
哲
学
」
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
と
レ
ー
ダ
ー
の
諸
論
点
の
紹
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介
・
再
評
価
に
力
を
注
い
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
の
視
野
は
、
一
方
に
、
こ
の
ア
ー
レ
ン
ス
ら
の
法
哲
学
に
お
け

る
（
個
人
で
も
国
家
で
も
な
い
）「
社
会G

esellschaft

」
と
い
う
新
し
い
共
同
体
観
念
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
提
起
と
そ
の
政
策
論
的
含

意
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
他
方
で
は
、
人
間
の
経
済
を
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
場
所
的
・
時
代
的
・
心
理
的
諸
条
件
の
全
体

の
な
か
で
理
解
す
べ
き
だ
と
考
え
る
歴
史
的
・
倫
理
的
経
済
観
の
形
成
と
い
う
周
知
の
側
面
も
と
ら
え
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
二
種
類

の
新
動
向
出
現
の
背
景
と
し
て
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
が
出
発
点
に
置
い
た
時
代
認
識
は
、
十
九
世
紀
半
ば
に
か
け
て
す
で
に
噴
出
し
て

い
た
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
」（
大
衆
的
窮
乏
）、
そ
れ
へ
の
労
働
者
の
抗
議
や
暴
動
、
社
会
主
義
や
社
会
改
良
の
諸
運
動
な
ど
、「
社

会
問
題
」
と
総
称
さ
れ
は
じ
め
た
一
連
の
新
事
態
に
対
す
る
講
壇
経
済
学
（
者
）
の
「
沈
黙
」
で
あ
（
１６
）

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
の
社
会
政
策
的
関
心
は
、
た
ん
な
る
歴
史
学
派
の
延
長
線
上
の
産
物
と
み
な
さ
れ
て
よ
い
も
の
で

は
な
く
、
経
済
学
の
近
代
理
論
の
洗
礼
を
受
け
な
が
ら
制
度
論
的
視
野
を
獲
得
し
た
次
元
に
立
ち
、「
政
治
経
済
学Politische

Ö
konom

ie

」（
国
民
経
済
学
）
の
方
法
に
か
ん
す
る
反
省
的
熟
慮
と
社
会
改
良
の
実
践
運
動
と
に
根
ざ
し
て
い
た
。
そ
の
学
問
的
経

歴
の
出
発
点
は
、
メ
ン
ガ
ー
と
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
方
法
論
争
の
開
始
点
に
重
な
り
、
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
の
「
法
・
国
家
学
部
」
で
政
治
経

済
学
の
教
授
資
格
を
得
る
（
一
八
八
四
年
）
前
に
、
駆
け
出
し
の
財
務
官
僚
と
し
て
の
活
動
と
、
ベ
ル
リ
ン
・
ロ
ン
ド
ン
へ
の
留
学

を
経
験
し
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
経
済
学
お
よ
び
財
政
学
の
教
授
時
代
（
一
八
八
五
―
九
三
年
）
に
は
歴
史
学
派
の
方
法
と
人
脈
に
親

し
み
つ
つ
、
経
済
学
方
法
論
と
と
も
に
バ
ー
デ
ン
の
国
家
財
政
問
題
に
も
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
ご
九
三
年
に
着
任
・
継
承
し
た
ヴ
ィ

ー
ン
の
講
座
の
先
々
代
は
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
一
つ
の
経
済
政
策
が
、
多
様
な
対
象
に
対
し
て
相
互

に
異
な
る
諸
作
用
を
及
ぼ
す
と
い
う
、
現
実
の
経
済
社
会
の
多
元
的
錯
綜
性
へ
の
ま
な
ざ
し
は
、
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
に
経
済
理
論
と

現
実
制
度
と
の
総
合
化
の
道
を
歩
ま
せ
、
社
会
改
良
へ
の
強
い
実
践
意
思
を
育
む
。「〈
諸
学
派
を
超
越
〉
し
、
そ
の
学
問
的
関
心
と
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理
論
的
な
ら
び
に
実
践
的
活
動
と
が
多
面
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
フ�

ィ�

リ�

ポ�

ヴ�

ィ�

ク�

に
、
か
れ
が
ド
イ
ツ
の
専
門
学
界
で
占
め
た
唯

一
独
自
の
地
位
を
与
（
１７
）

え
た
」
の
で
あ
る
。
か
れ
は
経
済
的
諸
格
差
の
是
正
の
た
め
の
国
家
介
入
を
不
可
欠
と
み
な
し
、
主
観
主
義
的

経
済
理
論
を
社
会
的
・
法
的
制
度
分
析
と
経
済
史
と
で
補
完
す
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
な
、「
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
と
経
済
学
の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
学
派
と
の
あ
い
だ
を
仲
介
す
る
（
１８
）

位
置
」
を
め
ざ
す
方
法
論
的
見
地
に
立
っ
て
学
界
を
指
導
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

強
固
な
学
問
的
信
念
の
も
と
で
、
政
治
家
と
し
て
も
歴
史
に
名
を
留
め
た
の
で
あ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
保
険
立
法
の
準
備

や
、
労
働
者
保
護
協
会
の
会
長
、「
ヴ
ィ
ー
ン
・
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
」
や
「
社
会
政
策
党
」
の
精
神
的
創
設
者
の
役
割
な
ど
、
み
ず

か
ら
政
府
・
民
間
双
方
で
、
あ
る
い
は
晩
年
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
上
院
議
員
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
政
策
的
実
践
活
動
に
尽
瘁

し
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
と
同
年
に
没
す
る
。

十
九
世
紀
半
ば
に
至
る
ま
で
の
ド
イ
ツ
講
壇
経
済
学
の
「
沈
黙
」
と
い
う
点
に
立
ち
戻
る
と
、
た
し
か
に
時
代
に
先
駆
け
て
、
右

の
よ
う
な
「
社
会
問
題
」
へ
の
危
機
意
識
と
社
会
改
良
の
必
要
性
と
を
一
八
三
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
表
明
し
て
い
た
の
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
カ
ー
と
し
て
の
哲
学
者
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
バ
ー
ダ
ー
と
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
初
期
自
由
主
義
者
と
し
て
の

国
法
学
者
モ
ー
ル
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
講
壇
経
済
学
者
と
し
て
官
房
学
の
革
新
を
企
図
し
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

の
ラ
ウ
は
、
そ
の
『
政
治
経
済
学
教
科
書
』（
全
三
巻
、
一
八
二
六
―
三
七
年
）
に
よ
っ
て
ス
ミ
ス
に
依
拠
し
た
擬
似
自
然
科
学
的

な
「
国
富
の
理
論
」
の
普
及
に
傾
注
し
て
、
社
会
問
題
を
終
始
軽
視
（
１９
）

し
た
。
そ
う
し
た
経
済
学
サ
イ
ド
の
無
批
判
的
な
怠
慢
状
況
に

対
し
て
よ
う
や
く
ブ
ル
ー
ノ
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
が
、
国
民
経
済
学
の
「
代
弁
者
」
と
し
て
ヘ
ル
マ
ン
、
ラ
ウ
、
ネ
ー
ベ
ニ
ウ
ス
の

名
を
挙
げ
て
、
か
れ
ら
の
「
沈
黙
」
を
告
発
し
た
の
は
一
八
四
八
年
だ
っ
た
の
で
（
２０
）

あ
る
。

一
方
、
法
哲
学
者
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
モ
ー
ル
よ
り
九
歳
年
少
で
、
一
八
〇
八
年
に
ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
（
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
）
近
郊
の
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ク
ニ
ー
シ
ュ
テ
ッ
ト
で
農
場
管
理
人
の
子
に
生
ま
れ
、
一
八
二
七
年
以
降
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
学
生
と
し
て
ク
ラ
ウ
ゼ
に
心
酔
し
、

三
〇
年
に
法
学
博
士
の
学
位
と
教
授
資
格
を
得
た
。
し
か
し
、
そ
の
学
位
論
文
は
、
国
民
代
表
制
議
会
の
開
設
を
求
め
る
自
由
主
義

的
内
容
の
ゆ
え
に
、
法
学
部
長
（
Ｇ
・
フ
ー
ゴ
）
に
出
版
を
拒
否
さ
れ
、
ま
も
な
く
翌
年
一
月
八
日
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
騒
乱
に
参

画
し
た
た
め
に
逃
亡
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
（
２１
）

至
る
が
、
同
様
に
大
学
の
私
講
師
の
地
位
を
追
わ
れ
た
ク
ラ
ウ
ゼ
が
、

翌
三
二
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
五
十
一
年
余
の
不
遇
の
生
涯
を
閉
じ
る
に
及
び
、
そ
の
熱
心
な
弟
子
の
一
人
と
し
て
、
師
の
敬
虔
な
質

料
倫
理
的
目
的
論
の
哲
学
体
系
の
解
説
と
普
及
を
企
図
し
た
。
そ
の
動
機
の
推
進
力
に
な
っ
た
も
の
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
が
取
り
組
ん

だ
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
の
研
究
で
あ
り
、
か
れ
は
そ
れ
を
ク
ラ
ウ
ゼ
の
社
会
哲
学
で
克
服
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
、
急
速
に
フ
ラ

ン
ス
語
を
習
得
し
て
、
早
く
も
三
三
年
の
冬
に
パ
リ
で
お
こ
な
っ
た
カ
ン
ト
以
後
の
ド
イ
ツ
哲
学
史
に
か
ん
す
る
講
義
に
よ
っ
て
世

に
認
め
ら
れ
、
文
部
大
臣
ギ
ゾ
ー
の
知
遇
を
得
る
。
そ
し
て
、
翌
年
に
新
設
さ
れ
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
自
由
大
学
の
哲
学
教
授
職
へ
の

招
聘
に
こ
た
え
（
一
八
三
四
―
四
八
年
）、
ま
も
な
く
、『
自
然
法
ま
た
は
法
の
哲
学
の
講
義
』
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
て
パ
リ
で
出

版
し
た
（
一
八
三
（
２２
）

八
年
）。
そ
れ
は
か
れ
の
主
著
と
し
て
、
改
訂
拡
充
を
伴
い
つ
つ
版
を
重
ね
た
だ
け
で
な
く
（
一
八
七
五
年
に
第

七
版
）、
初
版
か
ら
ほ
ど
な
く
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
な
ど
に
翻
訳
さ
れ
、「
南
米
の
ブ�

ラ�

ジ�

ル�

、

チ�

リ�

、
ペ�

ル�

ー�

の
法
学
部
で
も
導
入
さ
れ
た
」（
一
八
五
一
年
七
月
十
四
日
付
の
、
ド
イ
ツ
語
第
二
版
の
（
２３
）

序
文
）
ほ
ど
の
国
際
的
普

及
を
み
て
、
の
ち
の” K

rausism
o“

へ
の
発
展
の
た
め
の
種
子
と
な
っ
た
。
本
書
の
ド
イ
ツ
語
へ
の
初
訳
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
第
二
版

（
一
八
四
四
年
）
を
底
本
に
ア
ー
ド
ル
フ
・
ヴ
ィ
ル
ク
に
よ
っ
て
四
六
年
に
出
版
さ
（
２４
）

れ
た
。

そ
の
ご
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
四
八
年
に
郷
里
ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
の
選
挙
区
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
議
員
に
選
出
さ
れ
て
、

十
七
年
ぶ
り
の
ド
イ
ツ
帰
還
を
果
た
し
て
の
ち
、
グ
ラ
ー
ツ
の
教
授
（
一
八
五
〇
―
六
〇
年
）
と
し
て
独
自
に
主
著
の
改
訂
ド
イ
ツ
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語
第
二
版
（
五
二
年
）
を
出
し
、
ま
た
、
そ
の
ご
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
教
授
（
一
八
六
〇
―
七
四
年
）
と
し
て
さ
ら
に
拡
充
し
た
同
第

三
版
（
全
二
巻
、
七
〇
―
七
一
年
）
を
公
刊
す
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
十
九
世
紀
後
半
期
の
ド
イ
ツ
の
法
学
は
、
ロ
マ
ニ
ス
テ
ィ
ク
も
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ィ
ク
も
、
と
も
に
社
会
問
題
に

は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
ず
、
労
働
関
係
事
項
は
私
法
学
・
公
法
学
の
双
方
か
ら
事
実
上
排
除
さ
れ
つ
づ
（
２５
）

け
た
。
一
八
七
三
年
に
正

式
に
発
足
し
た
社
会
政
策
学
会
は
、「
新
し
い
国
民
経
済
学
の
方
向
性
の
（
２６
）

追
求
」
を
め
ざ
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
は
、
会
員
に
法

学
者
が
少
な
か
っ
た
の
は
や
む
を
え
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
草
創
期
か
ら
の
会
員
で
は
、
自
由
放
任
主
義
に
近
い
グ
ナ
イ
ス

ト
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
国
法
・
行
政
法
学
者
）
が
初
代
会
長
に
選
出
さ
れ
た
の
は
、自
由
主
義
者
と
の
妥
協
を
志
向
し
た
シ
ュ
モ
ラ

ー
の
意
向
に
添
っ
た
も
の
だ
っ
た
し
、
前
出
の
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
国
法
・
国
際
法
学
者
）
は
、
各
種
団
体

の
組
織
化
や
雑
誌
な
ど
の
編
集
に
手
腕
を
発
揮
し
た
人
物
で
あ
り
、
法
律
学
自
体
と
い
う
よ
り
も
啓
蒙
活
動
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い

（
２７
）

た
。
私
法
分
野
に
お
け
る
実
定
法
主
義
の
延
長
線
上
に
、
第
二
帝
制
の
実
定
憲
法
を
前
提
と
し
て
公
法
実
証
主
義
（
憲
法
学
の
ラ
ー

バ
ン
ト
や
行
政
法
学
の
Ｏ
・
マ
イ
ヤ
ー
）
が
興
隆
す
る
中
で
、
ド
イ
ツ
固
有
の
法
的
実
質
を
求
め
る
立
場
か
ら
ギ
ー
ル
ケ
と
レ
ー
ニ

ン
グ
が
そ
れ
を
批
判
す
る
の
は
八
〇
年
代
、
学
会
報
告
に
登
壇
す
る
の
は
九
〇
年
代
で
（
２８
）

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
政
策
課
題
と
し
て
の
社

会
問
題
の
認
識
と
い
う
点
で
は
、
経
済
学
に
対
す
る
「
法
律
学
の
〈
後
（
２９
）

進
性
〉」
は
明
白
で
あ
っ
た
か
ら
、
ア
ー
レ
ン
ス
ら
の
法
哲

学
の
二
重
の
意
味
で
の
先
進
性
と
、
法
学
の
中
で
の
「
傍
流
」
ぶ
り
と
が
あ
ら
た
め
て
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二

ア
ー
レ
ン
ス
の
「
生
活
目
的
」
論
に
も
と
づ
く
当
為
の
体
系
と
し
て
の
法
哲
学
は
、
む
し
ろ
七
〇
年
代
以
降
の
社
会
政
策
的

「
国
民
経
済
学
」
に
、
そ
の
有
力
な
共
鳴
板
を
見
い
だ
し
た
。「
経
済
」
を
「
風
習Sitte

と
法
」
と
の
関
連
の
も
と
で
理
解
し
よ
う

と
し
た
シ
ュ
モ
ラ
ー(G

ustav
von

Schm
oller,

1838-1917)

が
、
ア
ー
レ
ン
ス
に
言
及
し
た
一
例
は
、
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
へ
の
公
開
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答
状
（
一
八
七
四
―
七
五
年
）
で
「
所
有
権
と
分
配
的
正
義
の
原
理
」
に
つ
い
て
語
っ
た
と
き
で
あ
る
。
シ
ュ
モ
ラ
ー
に
と
っ
て

は
、
当
面
の
論
敵
と
目
さ
れ
た
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
は
自
己
責
任
論
的
自
由
放
任
主
義
の
代
表
格
で
あ
り
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
主
義
に
重

ね
合
わ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
は
「
一
定
の
比
例
関
係Proportion

」
と
し
て
の
「
分
配
的
正
義vertheilende

G
erechtigkeit

」
と
い
う
観
点
か
ら
、
ロ
ッ
ク
を
祖
と
し
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
が
依
拠
し
た
所
有
権
の
個
人
主
義
的
基
礎
づ
け
に
対
し
て

異
議
を
唱
え
、
所
有
の
不
平
等
の
是
正
の
た
め
に
、
そ
う
し
た
所
有
権
論
の
限
界
を
主
張
す
る
。
―
―

ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
が
お
こ
な
っ
た
よ
う
に
「
個
人
と
い
う
も
の
の
本
性
か
ら
所
有
権
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
正
当
と
い
え
る
の
は
、

た
だ
つ
ぎ
の
ば
あ
い
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
、
各
人
が
―
―
こ
れ
が
実
現
可
能
で
あ
る
と
し
て
―
―
、
ど
れ
だ
け
個

人
で
あ
る
の
か
、
つ
ま
り
完
全
に
給
付
能
力
が
あ
り
活
動
で
き
る
人
で
あ
る
の
か
に
応
じ
て
所
有
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
付
言
し
、

ま
た
他
方
で
は
、
所
有
は
国
家
の
認
可
に
よ
っ
て
の
み
公
的
な
権
利
と
な
る
こ
と
、
こ
の
国
家
に
よ
る
認
可
は
、
つ
ね
に
、
公
共
の

利
益
、
全
体
の
利
益
の
た
め
に
必
要
な
義
務
と
限
界
の
承
認
を
前
提
と
し
て
の
み
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の
点
に
注
意
を
促
す
こ
と

を
怠
ら
な
い
ば
あ
い
で
あ
る
。
最
近
の
法
哲
学
が
、
た
と
え
ば
ト
ゥ
レ
ン
デ
レ
ン
ブ
ル
ク
や
ア
ー
レ
ン
ス
な
ど
の
そ
れ
の
よ
う
に
、

こ
の
限
界
と
義
務
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
一
面
的
な
ロ
マ
ニ
ス
テ
ィ
ク
法
学
と
個
人
主
義
的
哲
学
と
の
昔
か
ら
身
に
し
み
つ
い
た

誤
り
を
よ
う
や
く
正
す
た
め
な
の
で
あ
る
。
貴
兄
〔
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
〕
も
た
し
か
に
そ
の
点
に
ふ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
ま
っ
た

く
通
り
い
っ
ぺ
ん
の
付
随
的
な
扱
い
で
し
か
な
い
。
わ
れ
わ
れ
若
年
の
国
民
経
済
学
者
は
、
力
を
込
め
て
所
有
と
財
産
の
道
徳
的〔
風

習
上
の
〕
な
ら
び
に
法
的
な
義
務
に
注
意
を
促
す
の
に
対
し
て
、
貴
兄
は
無
産
者
の
義
務
と
財
産
の
権
利
を
強
調
（
３０
）

す
る
。」

シ
ュ
モ
ラ
ー
は
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
国
家
経
済
学
部
の
学
生
時
代
（
一
八
五
七
―
六
一
年
）
に
、
す
で
に
経
済
理
論
よ
り
も

歴
史
学
に
惹
か
れ
て
お
り
、
そ
の
ご
「
風
習
と
法
」
の
次
元
を
取
り
込
ん
で
政
治
経
済
学
の
「
社
会
」
科
学
化
を
企
図
し
、「
歴
史
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主
義
」
者
と
し
て
経
験
主
義
的
に
歴
史
の
細
目
研
究
を
重
視
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー(A

dolph
W

agner,
1835-

1917)

の
方
は
、
一
八
五
三
―
五
七
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
と
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
法
学
と
国
家
学
を
学
び
、
前
者
で
は
ラ
ウ
の
弟

子
ハ
ン
セ
ン
か
ら
、
後
者
で
は
ラ
ウ
と
モ
ー
ル
か
ら
、
古
典
派
経
済
学
の
理
論
と
国
家
学
的
実
践
性
と
を
吸
収
し
て
、
貨
幣
・
金
融

学
者
と
し
て
出
発
し
た
か
ら
、
そ
の
方
法
的
見
地
は
、
原
理
を
重
視
す
る
理
論
的
・
演
繹
的
手
法
に
立
っ
て
機
能
主
義
的
・
非
歴
史

主
義
的
に
分
類
・
分
析
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
、
と
く
に
ロ
ー
ト
ベ
ル
ト
ゥ
ス
か
ら
、
自
然
的
「
経

済
」
と
歴
史
的
「
法
制
度
」
と
の
区
別
と
、
法
制
度
に
よ
る
経
済
秩
序
の
修
正
と
い
う
観
点
と
を
学
ん
で
、
ラ
ウ
の
自
然
主
義
的
経

済
観
か
ら
脱
却
し
、「
国
家
社
会
主
義
者
」
と
な
る
。
そ
の
さ
い
、
法
制
度
に
よ
る
経
済
秩
序
の
修
正
と
い
う
視
座
は
、
国
家
の
目

的
と
国
家
活
動
の
諸
原
理
の
解
明
を
不
可
欠
な
も
の
と
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
根
拠
と
し
て
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
諸
個
人
の
自
由
と
所
有
を

め
ぐ
る
法
原
理
の
あ
り
方
に
深
い
関
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
師
ラ
ウ
の
『
政
治
経
済
学
教
科
書
』

第
一
巻
（
理
論
篇
）
の
全
面
改
稿
新
版
と
し
て
公
刊
し
た
『
一
般
的
・
理
論
的
国
民
経
済
学
』（
一
八
七
六
年
）
が
示
す
よ
う
に
、

旧
福
祉
国
家
と
し
て
の
官
僚
制
的
領
邦
国
家
の
体
制
を
国
家
目
的
論
と
行
政
体
系
論
（
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
）
と
に
よ
っ
て
理
論
と
実
践

の
両
面
で
支
え
て
き
た
伝
統
的
な
国
家
学
が
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
で
は
な
く
、
す
ぐ
れ
て
自
覚
的
に
継
承
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
か
れ
は
法
・
国
家
哲
学
を
、
国
民
経
済
学
に
お
け
る
不
可
欠
の
環
と
し
て
の
「
国
家
」
論
に
と
っ
て
の
基
礎
フ
レ
イ

ム
と
し
て
、
自
己
の
思
想
原
理
的
な
立
脚
点
に
据
え
た
の
で
（
３１
）

あ
る
。

そ
の
ば
あ
い
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
、「
人
間
の
社
会
的
本
質
」
に
起
因
す
る
「
共
同
的
必
要
物G

em
einbedürfnisse

」
お
よ
び
「
共

同
経
済
制
度
」
の
概
念
を
用
い
て
、
国
家
と
、「
私
経
済
」
に
対
す
る
基
礎
前
提
形
成
的
な
（
法
制
度
を
含
む
）
国
家
諸
活
動
と
を

基
礎
づ
け
、
共
同
的
必
要
物
の
第
一
要
因
を
な
す
「
法
・
権
力
目
的
の
実
現
だ
け
を
は
か
る
と
い
う
意
味
で
の
法
治
国
家
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R
echtsstaat

」
に
対
し
て
、
多
様
な
共
同
的
諸
必
要
の
充
足
を
「
助
成
」
す
る
「
文
化
・
福
祉
目
的
」
の
諸
給
付
が
拡
大
し
た
「
文

化
・
福
祉
国
家C

ultur-
und

W
ohlfahrtsstaat

」
を
概
念
上
提
起
（
３２
）

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
国
家
類
型
の
対
比
に
お
い
て
は
、

ド
イ
ツ
の
法
哲
学
に
お
け
る
主
流
と
し
て
の
カ
ン
ト
派
と
傍
流
と
し
て
の
ク
ラ
ウ
ゼ
派
と
の
対
比
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ウ
の
国
民
経
済
学
の
体
系
に
は
国
家
論
が
欠
落
し
て
い
る
と
批
判
し
た
う
え
で
、
そ
の
背
景
と
し
て
法
・
国
家

哲
学
上
の
問
題
に
止
目
し
て
、
こ
う
述
べ
る
。
―
―

「
国
家
に
つ
い
て
の
原
理
的
な
国
民
経
済
学
的
な
論
究
の
こ
う
し
た
欠
如
の
原
因
を
説
明
し
て
く
れ
る
も
の
は
、
―
―
フ
ィ
ジ
オ

ク
ラ
ッ
ト
と
ス
ミ
ス
の
学
説
の
狭
小
さ
と
誤
り
、
と
く
に
自
由
競
争
学
派
に
お
け
る
そ
の
現
代
的
形
態
の
ほ
か
に
―
―
そ
れ
と
同�

時�

並�

行�

し�

て�

い�

る�

、
ル�

ソ�

ー�

と
カ�

ン�

ト�

に
も
と
づ
く
自�

然�

法�

ま
た
は
法�

・
国�

家�

哲�

学�

の
展�

開�

で
あ
る
。
法
と
国
家
に
か
ん
す
る
最
近
の

歴�

史�

的�

・
有�

機�

的�

な�

見
方
が
初
め
て
こ
の
法
哲
学
に
激
変
を
も
た
ら
し
た
。」「
国
家
の
国
民
経
済
学
的
な
考
察
に
と
っ
て
負
荷
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
最
近
の
法
哲
学
の
諸
体
系
の
中
に
は
、
当
時
の
カ�

ン�

ト�

の
教
義
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
ま
で
一
般
に
広
く
普
及
し
通

用
す
る
に
至
っ
て
い
る
も
の
は
い
ま
だ
に
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国�

民�

経�

済�

学�

者�

に�

と�

っ�

て�

と�

く�

に�

注�

目�

に�

値�

す�

る�

ク�

ラ�

ウ�

ゼ�

派
（
ア�

ー�

レ�

ン�

ス�

、
レ�

ー�

ダ�

ー�

、
フ�

ォ�

ン�

・
レ�

オ�

ン�

ハ�

ル�

デ�

ィ�

な�

ど�

）
の
努
力
は
、
哲
学
者
た
ち
の
あ
い
だ
で

い
く
ら
か
で
も
み
ん
な
の
賛
同
を
え
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
し
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
で
は
ま
だ
で
あ
る
。」「
国
民

経
済
学
に
と
っ
て
は
、
国
家
生
活
・
法
生
活
・
経
済
生
活
の
た
め
に
国
家
と
経
済
の
有�

機�

的�

な�

見
方
か
ら
結
論
を
導
き
出
す
よ
う
な

浄�

化�

さ�

れ�

た�

法�

哲�

学�

が
、
本
質
的
な
必
要
物
で
あ
る
。
し�

か�

し�

そ�

の�

ば�

あ�

い�

に�

は�

、
国�

民�

経�

済�

学�

と�

法�

哲�

学�

と�

は�

互�

い�

に�

補�

助�

科�

学�

と�

み�

な�

さ�

れ�

ね�

ば�

な�

ら�

な�

い�

。」
こ
の
相
互
補
完
性
に
お
い
て
、「
法�

哲�

学�

は�

、
実
定
法
と
の
関
連
だ
け
で
な
く
国�

民�

経�

済�

学�

と�

の�

関�

連�

も
必
要
と
し
て
い
る
。
／
こ
の
点
で
、
ク�

ラ�

ウ�

ゼ�

派
の
そ
う
し
た
努
力
が
、
わ
れ
わ
れ
の
観
点
か
ら
み
て
特
別
に
よ
ろ
こ
ば
し
く

―１７０（１５）―

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
然
法
論
と
「
社
会
」
の
発
見



思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
だ
ろ
う
。」「
法
哲
学
の
国�

民�

経�

済�

学�

的�

な�

深�

化�

、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
ク
ラ

ウ
ゼ
派
に
よ
っ
て
、
個
人
、
社
会
お
よ
び
国
家
に
か
ん
す
る
か
れ
ら
の
基
本
的
な
考
え
方
か
ら
首
尾
一
貫
し
て
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
し
、
ア�

ー�

レ�

ン�

ス�

た�

ち�

に
よ
っ
て
現
に
追
求
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
、
こ
の
深
化
だ
け
が
、
国
家
と
法
に
か
ん
す
る
教

義
の
、
い
ま
だ
に
あ
ま
り
に
も
抽
象
的
で
形
式
主
義
的
な
論
じ
方
か
ら
、
真
に
有
益
な
、
ま
た
、
国
民
経
済
学
を
補
完
し
導
く
よ
う

な
役
割
を
は
た
す
法
哲
学
へ
と
通
じ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。」「
し
か
し
、
ア�

ー�

レ�

ン�

ス�

が
、
そ
の
法
哲
学
に
よ
っ
て
国
民
経
済
学

の
原
理
的
諸
問
題
を
よ
り
深
く
基
礎
づ
け
る
た
め
に
お
こ
な
っ
た
貢
献
を
完
全
に
承
認
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
、
ま
さ
に

か
れ
の
国�

民�

経�

済�

学�

的�

な�

諸�

結�

論�

に
対
し
て
は
、
多
く
の
異
議
が
提
起
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
（
３３
）

…
…
」
―
―
こ
う
し
て
、
カ
ン
ト
と

そ
の
学
派
に
よ
る
「
あ
ま
り
に
も
抽
象
的
で
形
式
主
義
的
な
」
法
哲
学
（
↓
法
目
的
一
元
論
的
「
法
治
国
家
」
像
）
と
の
対
比
の
中

で
、
ク
ラ
ウ
ゼ
派
、
と
く
に
ア
ー
レ
ン
ス
の
有
機
的
な
法
哲
学
が
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
国
民
経
済
学
原
理
と
「
文
化
・
福
祉
国
家
」
概

念
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
本
質
的
に
重
要
な
想
原
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

三

モ
ー
ル
の
書
評

一

さ
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
前
掲
主
著
は
、
人
格
主
義
的
な
「
生
活
目
的
」
論
と
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
の
外
的
・
客
観
的

「
諸
条
件
」
と
し
て
の
法
概
念
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
諸
目
的
を
追
求
す
る
多
様
な
「
生
活
圏
」
と
し
て
の
「
社
会
」
の
固
有

の
意
義
へ
の
着
目
と
そ
れ
に
依
拠
し
た
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
論
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
初
版
の
出
版
直
後
か
ら
モ
ー
ル
の
注

目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
三
九
年
秋
に
モ
ー
ル
は
ベ
ル
ギ
ー
旅
行
の
折
り
に
ア
ー
レ
ン
ス
を
訪
ね
て
交
流
し
、
翌
年
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
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ク
の
学
術
誌
に
本
書
の
書
評
を
書
い
た
。
そ
こ
に
お
い
て
モ
ー
ル
は
、
国
家
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
（
内
務
行
政
）
活
動
の
意
義
を
重
視
す

る
み
ず
か
ら
の
見
地
か
ら
、
ア
ー
レ
ン
ス
が
国
家
機
能
を
立
法
だ
け
に
限
定
し
て
市
民
社
会
の
諸
団
体
の
自
主
的
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ

オ
ー
ン
の
活
動
に
期
待
し
て
い
る
立
論
を
批
判
し
つ
つ
も
、
著
者
が
「
消
極
的
自
由
」
論
の
限
界
を
認
識
し
て
所
有
権
体
系
の
改
変

を
論
じ
、
労
資
関
係
の
改
革
の
必
要
性
に
説
き
及
ん
で
い
る
点
に
深
い
共
感
を
寄
せ
て
、
そ
の
意
義
を
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
て
い

る
。
書
評
の
前
半
部
で
は
ア
ー
レ
ン
ス
の
諸
論
点
を
紹
介
し
、
後
半
部
で
そ
れ
へ
の
批
判
と
評
価
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
以
下
、
そ

こ
で
の
モ
ー
ル
の
論
旨
を
追
っ
て
お
（
３４
）

こ
う
。

ま
ず
モ
ー
ル
が
注
目
し
紹
介
し
た
本
書
の
諸
論
点
の
第
一
は
、
法
の
概
念
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
人
間
の
「
生
（
な
い
し
生

活
）
目
的L

ebenszw
ecke

」
を
「
自
然
か
ら
賦
与
さ
れ
た
い
っ
さ
い
の
諸
力
の
調
和
の
と
れ
た
開
展A

usbildung

」
に
求
め
、
そ

れ
を
達
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
「
諸
条
件
」
を
、
人
間
の
意
思
か
ら
自
立
し
て
い
る
外
的
諸
関
係
と
、
意
思
に
依
存
し
て
い
る
内

的
義
務
と
に
区
分
し
て
、
法
（
前
者
）
と
道
徳
（
後
者
）
と
を
区
別
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
は
目
的
論
的
に
「
人
格
的
」
な
意
味

を
付
与
さ
れ
る
。(S.

482.)

第
二
に
、
法
の
本
源
的
制
度
は
家
族
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
部
族
か
ら
国
家
へ
と
拡
大
す
る
。「
国
家
の
唯
一
の
目
的
は
法
の
管
理
、

す
な
わ
ち
人
間
の
生
活
目
的
の
達
成
に
不
可
欠
な
諸
条
件
の
創
出
で
あ
る
。」(S.

483.)

第
三
に
、
理
性
的
な
生
活
諸
目
的
の
多
様

性
か
ら
、
目
的
を
追
求
す
る
諸
人
格
（
個
人
、
家
族
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
、
国
家
、
諸
国
民
、
人
類
）
と
、
目
的
の
方
向
性
（
宗
教
、
学

術
・
教
育
、
技
術
・
営
業
、
道
徳
、
交
易
）
と
の
二
系
列
に
、
法
は
分
類
さ
れ
る
。
た
だ
し
本
書
で
は
、
便
宜
上
、
個
人
法
、
社
会

法
、
国
家
法
に
三
区
分
さ
れ
て
順
次
論
じ
ら
れ
る
。(S.

483.)

そ
こ
で
第
四
に
、
個
人
法E

inzeln-R
echt

は
、
原
権
（
平
等
、
自
由
、
社
会
性
）、
所
有
権
、
精
神
的
な
所
有
権
、
相
続
権
か
ら

―１６８（１７）―

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
然
法
論
と
「
社
会
」
の
発
見



構
成
さ
れ
る
が
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
所
有
権
論
で
あ
る
。「
法
的
意
味
に
お
け
る
所
有
は
、
人
間
の
生
の
保
持
と
発
展
に
条

件
ま
た
は
手
段
と
し
て
役
立
つ
物
件
で
あ
」
り
、
所
有
の
権
利
性
は
、「
そ
う
し
た
生
活
諸
条
件
の
保
有
の
不
可
欠
性
か
ら
導
き
出

さ
れ
る
。」
し
た
が
っ
て
、「
誰
し
も
、
自
分
の
個
人
的
な
諸
目
的
の
達
成
に
必
要
で
あ
る
よ
り
以
上
の
所
有
へ
の
権
利
を
要
求
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
規
定
さ
れ
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
こ
ん
に
ち
支
配
的
な
、「
所
有
の
獲
得
に
お
け
る
絶
対
的
な
自
由
と
競

争
の
原
理
は
、
最
高
に
無
機
的anorganisch

で
違
法
な
状
態
で
あ
る
」
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
全
市
民
社
会
の
道
義
と
行
動

様
式
の
現
状
で
は
、
個
別
所
有
権
の
廃
止
は
ま
っ
た
く
問
題
に
な
り
え
な
い
」
か
ら
、
著
者
に
と
っ
て
唯
一
の
十
分
な
救
済
策
と
み

な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
産
業
労
働
お
よ
び
教
育
職
の
共
同
化
の
た
め
の
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
の
結
成
で
あ
る
。(S.

484f.)

第
五
に
、
社
会
法
〔
団
体
法
〕G

esellschaftsrecht

は
、「
人
々
の
あ
い
だ
の
一
時
的
な
関
係
」
と
し
て
の
「
契
約
」
法
と
、「
多

数
の
人
格
の
あ
い
だ
の
持
続
的
な
関
係
」
と
し
て
の
狭
義
の
社
会
法
〔
団
体
法
〕
す
な
わ
ち
「
婚
姻
」
お
よ
び
「
親
権
」
と
で
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
緒
論
点
は
「
本
書
の
固
有
性
を
示
す
に
は
あ
ま
り
役
立
た
な
い
」。(S.

485.)

第
六
に
、
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
議
論
は
社
会
法
よ
り
も
国
家
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
出
発
点
に
置
か
れ
る
の
は
、
人
間
の
社
会
の

成
立
と
そ
の
目
的
で
あ
り
、
社
会
の
成
立
を
神
学
的
、
歴
史
的
、
あ
る
い
は
抽
象
的
（
契
約
論
的
）
に
説
明
す
る
の
は
誤
り
で
、
人

間
の
「
社
交
性
本
能G

eselligkeitsinstinct

」
に
も
と
づ
い
て
「
理
性
理
念
に
導
か
れ
た
有
機
的
なorganisch

発
展
」
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
人
間
社
会
の
目
的
を
国
家
の
目
的
と
同
一
視
す
る
の
は
重
大
な
誤
り
で
あ
り
、「
国
家
は
人
間
目
的
の
達
成
の
た
め
の

諸
条
件
す
な
わ
ち
法
を
造
り
出
す
任
務
し
か
も
た
な
い
の
に
対
し
て
、
社
会
の
任
務
は
、
ま
さ
に
こ
の
目
的
を
そ
の
主
要
な
諸
方
向

に
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
」
か
ら
、「
は
る
か
に
も
っ
と
包
括
的
で
あ
る
。」
目
的
を
追
求
す
る
の
は
個
々
の
人
間
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
で
あ
れ
、「
こ
の
方
向
を
と
く
に
追
求
す
る
人
々
が
そ
こ
で
活
動
す
る
独
自
の
生
活
圏L

ebenskreis
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を
創
出
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
」
り
、
こ
う
し
て
宗
教
、
学
問
、
営
業
、
政
治
の
特
殊
諸
社
会
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社

会
の
任
務
は
、
強
制
に
よ
っ
て
は
も
と
よ
り
、「
個
人
の
消
極
的
自
由
の
体
制
」
に
よ
っ
て
も
達
成
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ

の
よ
う
な
体
制
は
「
利
己
的
な
諸
利
害
の
全
般
的
・
無
秩
序
な
闘
争
を
生
み
だ
し
、
混
乱
を
招
い
て
弱
者
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
な

る
」
か
ら
で
あ
る
。「
自
由
な
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
の
原
理
だ
け
が
十
全
で
あ
り
、
全
員
に
と
っ
て
公
正
で
あ
る
。」(S.

486f.)

し
た
が
っ
て
、
第
七
に
、
国
家
は
、「
社
会
の
多
様
な
生
活
圏
が
相
互
に
正
し
い
関
係
を
維
持
す
る
」
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を

任
務
と
し
、
国
家
権
力
の
形
成
は
「
自
由
な
国
民
意
思
に
由
来
す
る
」
こ
と
、
国
家
権
力
は
立
法
権
力
と
執
行
権
力
と
に
分
け
ら

れ
、
前
者
は
「
能
力
あ
る
市
民
の
普
通
選
挙
」
に
よ
る
が
、
諸
生
活
圏
を
包
括
す
る
よ
う
な
方
法
の
可
能
性
も
否
定
し
な
い
こ
と
、

そ
う
し
た
前
提
に
立
っ
て
、
教
会
、
学
問
、
営
業
に
お
け
る
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
、
と
く
に
営
業
に
つ

い
て
は
、「
現
在
の
自
由
な
競
争
の
体
制
が
さ
ら
に
進
行
す
る
な
ら
ば
、
資
本
と
労
働
手
段
と
が
ま
す
ま
す
少
数
の
人
々
の
手
中
で
蓄

積
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
隷
農
制
で
は
な
い
が
、
新
種
の
封
建
支
配
が
生
み
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
点
を
説

明
し
て
い
る
。」(S.

487f.)

モ
ー
ル
は
、
以
上
の
内
容
紹
介
の
の
ち
、
本
書
を
、「
法
の
起
源
と
性
質
に
か
ん
す
る
ク�

ラ�

ウ�

ゼ�

の
見
解
を
基
礎
と
し
て
、
人
間

社
会
学
派(école

hum
anitaire

et
societaire)

の
教
義
の
体
系
的
叙
述
」
を
提
供
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
に
「
重
要
な
社
会

問
題
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
の
時
代
を
は
っ
き
り
と
方
向
づ
け
る
の
に
著
し
く
貢
献
す
る
は
ず
の
」
学
問
的
「
進
歩
」
を
認
め
た
。
す

な
わ
ち
、「
い
ま
だ
久
し
く
十
分
に
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
価
値
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
ク
ラ
ウ
ゼ
の
諸
命
題
の
い
っ
そ
う
の
普
及
」

と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
人
間
社
会
理
論
を
体
系
的
な
方
法
で
仕
上
げ
て
法
哲
学
へ
導
入
し
、
わ
れ
わ
れ
の
自
覚
を
い
っ
そ
う
促
そ

う
と
す
る
試
み
」
で
も
あ
る
。(S.

489.)

フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
と
は
異
な
り
、
ド
イ
ツ
で
は
「
職
務
上
自
然
法
を
論
じ
て
い
る
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人
々
の
多
く
は
、
た
し
か
に
い
ま
は
、
唯
一
信
奉
す
る
カ�

ン�

ト�

や
ヘ�

ー�

ゲ�

ル�

や
シ�

ュ�

タ�

ー�

ル�

や
の
教
義
を
安
穏
に
保
持
し
て
、
惑
わ

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
な
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
サ�

ン�

‐
シ�

モ�

ン�

や
オ�

ー�

ウ�

ェ�

ン�

や
フ�

ー�

リ�

エ�

の
名
前
を
言
及
す
る
に
値
す

る
と
認
め
て
、
か
れ
ら
の
教
義
を
『
狂
信
』
と
い
う
呪
詛
の
言
葉
で
葬
る
だ
け
で
も
す
れ
ば
、
人
は
す
で
に
別
の
こ
と
を
し
よ
う
と

思
う
だ
ろ
う
。」
い
ま
問
題
な
の
は
、
国
家
諸
制
度
の
変
革
を
め
ぐ
る
「
政
治
問
題
」
で
は
す
で
に
な
い
。「
も
し
そ
の
諸
原
理
が
実

現
す
れ
ば
、
全
市
民
社
会
の
完
全
に
新
し
い
組
織
、
こ
れ
ま
で
は
疑
う
余
地
の
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た
多
く
の
根
本
真
理

（
所
有
権
の
制
度
を
想
起
す
る
だ
け
で
よ
い
だ
ろ
う
）
の
変
更
、
人
々
相
互
の
ま
っ
た
く
新
し
い
位
置
づ
け
、
と
い
っ
た
こ
と
を
帰

結
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
諸
原
理
と
く
ら
べ
れ
ば
、
国
家
権
力
と
そ
の
諸
機
関
の
制
度
の
あ
り
方
に
か
ん
す
る
教
義
は
子
ど
も
の

遊
び
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
人
々
は
次
第
に
気
づ
く
こ
と
だ
ろ
う
。」(S.

490.)

こ
れ
が
、
モ
ー
ル
が
ア
ー
レ
ン
ス
の
本
書

に
寄
せ
て
吐
露
し
た
時
代
認
識
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
社
会
問
題
の
重
要
性
を
早
期
に
認
識
し
た
一
人
と
し
て
、
モ
ー
ル
は
こ
う
も

言
う
の
で
あ
る
。「
も
し
こ
の
新
教
義
の
諸
帰
結
を
、
た
と
え
ば
政
治
経
済
学
の
た
め
に
一
般
的
概
要
と
し
て
示
唆
す
る
よ
う
な
著

作
が
出
現
し
た
な
ら
ば
、
疑
い
な
く
こ
の
分
野
の
わ
が
学
識
あ
る
著
述
家
た
ち
の
驚
き
は
大
き
い
こ
と
だ
ろ
う
し
、
そ
の
諸
聖
典
の

あ
れ
こ
れ
の
命
題
の
無
謬
性
に
つ
い
て
、
相
当
の
有
益
な
疑
い
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
だ
ろ
う
」(S.

491.)

、
と
。

二

こ
う
し
た
評
価
と
は
別
に
、
本
書
に
対
し
て
モ
ー
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
。
第
一
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
の

法
概
念
が
、
人
間
の
発
展
に
不
可
欠
な
外
的
手
段
の
す
べ
て
を
包
括
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
モ
ー
ル
は
、
手
段
達
成

の
妨
害
要
因
を
、
他
人
の
「
邪
悪
な
意
思
」
と
、「
物
理
的
・
外
的
な
自
然
の
優
越
」
と
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
克
服
す
る
も
の

と
し
て
「
法
」
と
「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」
を
区
別
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
。
ア
ー
レ
ン
ス
の
法
は
、
生
活
目
的
達
成
の
た
め
の
外
的
諸
条
件

全
体
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
に
は
ポ
リ
ツ
ァ
イ
を
包
含
し
て
お
り
、「
実
際
に
は
著
者
と
カ�

ン�

ト�

派
と
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
差
異
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が
あ
る
」
の
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
あ
た
か
も
著
者
は
、
国
家
の
概
念
と
目
的
に
か
ん
し
て
、
通
例
の
カ�

ン�

ト�

の
教
義
の
支
持
者

と
同
じ
考
え
で
あ
る
か
の
よ
う
に
人
に
思
わ
せ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
」
か
ら
、
表
現
の
修
正
が
望
ま
し
い
、
と
。(S.

491ff.)
第
二
は
、
社
会
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
国
家
の
役
割
を
法
の
創
出
・
管
理
者
と
し
て
の
機
能
に
限

定
し
、「
個
々
の
生
活
圏
を
、
国
家
か
ら
独
立
し
た
自
由
な
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
に
よ
っ
て
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
が
、

モ
ー
ル
は
そ
の
可
能
性
を
否
定
す
る
。「
評
者
に
と
っ
て
は
、
国
家
と
市
民
社
会
は
当
然
同
一
物
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
圏
は
、
そ
の
可
能
な
限
り
の
自
立
と
活
力
と
を
評
者
も
同
様
に
望
む
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
た
だ
国
家
の
中
で
の
み
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
。
つ
ま
り
モ
ー
ル
は
、「
完
全
に
自
由
な
、
ま
た
最
終
審
で
行
為
す
る
、
あ
る
い
は
し
な
い

で
お
く
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
の
原
理
と
い
う
も
の
に
、
生
活
諸
目
的
を
適
宜
確
実
か
つ
完
全
に
達
成
す
る
能
力
を
決
し
て
認
め

な
い
」
の
で
あ
る
。(S.

493f.)

こ
こ
に
ア
ー
レ
ン
ス
の
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
論
に
対
す
る
モ
ー
ル
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
論
の
立
場
が
明
瞭
と
な
る
。
ア
ー
レ
ン
ス

が
、「
市
民
が
意
図
し
た
目
的
を
十
分
に
自
分
で
達
せ
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
は
す
べ
て
完
全
に
市
民
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
」、
ま
た
「
共

同
的
・
理
性
的
な
諸
目
的
の
達
成
の
た
め
の
自
発
的
な
団
体
を
助
成
す
る
こ
と
」
を
主
張
し
て
い
る
点
に
は
、
モ
ー
ル
も
同
意
す
る

の
だ
が(S.

494.)

、「
相
互
に
完
全
に
独
立
し
て
い
る
多
数
の
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
」
に
よ
る
市
民
社
会
の
構
成
は
、「
国
家
の

中
の
国
家
」、「
混
乱
と
ア
ナ
ー
キ
ー
」
を
生
む
だ
け
で
あ
り(S.

496.)

、
む
し
ろ
「
国
家
の
補
助
的
なsubsidiär

援
助
と
遂
行
」(S.

494f.)

こ
そ
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
初
期
自
由
主
義
者(altliberal)

と
し
て
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
者
モ
ー
ル
の
立
場
な
の
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
評
者
は
、
人
々
が
、
正
し
く
理
解
さ
れ
た
利
害
関
心
事
の
達
成
の
た
め
に
、
十
分
な
洞
察
力
と
自
己
犠
牲
の

精
神
と
自
発
的
に
従
属
す
る
気
持
ち
と
を
有
し
て
い
る
と
は
決
し
て
思
っ
て
い
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、「
実
際
の
と
こ
ろ
、
人
は
少
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な
く
と
も
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
完
全
で
は
な
い
し
、
こ
れ
が
将
来
変
わ
る
は
ず
だ
と
い
う
十
分
な
根
拠
も
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
」、
だ

か
ら
こ
そ
、「
自
由
な
私
的
努
力
と
並
ん
で
、
ま
た
そ
れ
の
上
に
、
不
断
の
監
督
と
援
助
と
が
欠
か
せ
な
い
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
が

「
国
政
術Staatskunst

の
任
務
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
歴
史
の
す
べ
て
は
、
諸
国
家
お
よ
び
諸
政
府
の
積
極
的
お
よ
び
消
極
的
な

義
務
違
反
に
よ
っ
て
人
々
は
い
か
に
多
く
の
痛
手
を
こ
う
む
り
、
ま
た
多
く
を
妨
げ
ら
れ
て
き
た
か
を
証
明
す
る
た
め
に
存
在
し
て

い
る
」
と
言
っ
て
も
誤
り
で
は
な
い
、
と
。(S.

494f.)

さ
ら
に
第
三
に
、
著
者
が
、「
あ
ら
ゆ
る
道
徳
は
自
分
の
自
由
な
決
定
と
動
機
の
純
粋
さ
に
の
み
存
し
て
い
る
」
こ
と
を
認
め
て

い
る
よ
う
に
、
道
徳
は
「
非
常
に
ま
っ
た
く
個
人
的
な
も
の
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
徳
の
積
極
的
助
長
の
た
め

の
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
を
構
想
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。「
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
圏
に
お
け
る
コ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
ー
フ
な
要
素

の
活
性
化
は
、
す
で
に
お
の
ず
か
ら
道
徳
的
作
用
を
及
ぼ
す
」
は
ず
で
あ
っ
て
、
道
徳
促
進
団
体
や
道
徳
国
家
な
る
も
の
は
結
局

「
偽
善
」
し
か
生
ま
な
い
だ
ろ
う
。(S.

498.)

以
上
の
よ
う
な
疑
念
や
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ー
ル
は
な
お
つ
ぎ
の
諸
論
点
に
お
い
て
ア
ー
レ
ン
ス
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
評
価

し
た
。

第
一
は
、
た
ん
な
る
「
法
治
国
家R

echtsstaat

（
あ
る
い
は
消
極
的
自
由
）
の
理
論
」
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

「
消
極
的
自
由
の
諸
理
念
」
は
、
旧
制
度
を
攻
撃
し
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
「
ま
っ
た
く
正
し
い
武
器
で
あ
っ
た
」
し
、
今
後
も
ま

だ
そ
の
不
断
の
活
用
が
、
と
り
わ
け
「
代
議
制
の
国
制
」
を
中
核
と
す
る
国
家
諸
制
度
の
進
展
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま

や
こ
の
理
念
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
あ
っ
て
、「
あ
る
積
極
的
な
生
活
目
的
お
よ
び
国
家
目
的
が
再
び
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

し
、
無
秩
序
な
、
い
ま
や
互
い
に
す
り
減
ら
し
あ
っ
て
い
る
社
会
の
原
子
た
ち
は
、
再
び
結
び
合
わ
さ
れ
組
織
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
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い
。
平
板
な
利
己
心
に
代
え
て
、
よ
り
共
同
的
で
高
次
の
目
標
が
、
そ
れ
を
追
求
す
る
犠
牲
的
精
神
お
よ
び
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と

の
有
用
性
と
と
も
に
、
据
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」(S.

499f.)

こ
の
主
張
は
、
質
料
的
な
「
生
活
目
的
」
の
意
義
を
認
め
る
モ
ー

ル
の
国
家
学
的
立
場
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
五
〇
年
代
以
降
に
も
、
こ
の
見
地
は
、
ア
ト
ム
論

的
社
会
観
へ
の
批
判
と
と
も
に
維
持
さ
れ
、
再
現
さ
れ
る
。

第
二
は
、
所
有
権
に
か
ん
す
る
論
究
で
あ
っ
て
、
バ
ブ
ー
フ
ら
の
「
財
産
共
同
体
」
論
は
「
ば
か
げ
た
こ
と
」
で
あ
る
に
し
て
も
、

本
書
に
よ
っ
て
、「
わ
れ
わ
れ
の
文
明
の
中
に
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
野
蛮
の
大
き
な
部
分
が
い
か
に
現
在
の
所
有
権
の
体
系
に
由
来

し
て
い
る
か
、
し
た
が
っ
て
救
済
策
が
い
か
に
こ
の
面
で
も
必
要
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
が
立
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
」(S.

500.)

、

こ
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
第
三
に
、「
わ
れ
わ
れ
の
良
風
美
俗G

esittigung

」
を
危
機
か
ら
救
い
、「
産
業
僕
婢industrielle

L
eibeigenschaft

」
の

出
現
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、「
と
り
わ
け
工
場
制
営
業
経
営
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
抜
本
的
に
違
っ
た
労
働
者
・
事
業
主

関
係
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
」
で
あ
る
。「
何
百
万
と
い
う
工
場
労
働
者
を
生
み
だ
し
て
深
部
ま
で
堕
落
さ
せ
る
の

に
、
五
十
―
六
十
年
で
十
分
だ
っ
た
。
彼
ら
を
、
敵
意
あ
る
密
集
戦
闘
部
隊
と
し
て
社
会
の
他
の
諸
要
素
と
対
立
さ
せ
る
の
に
は
、

も
っ
と
短
時
間
で
十
分
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
人
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
理
論
と
経
験
の
警
告
に
対
し
て
適
切
な
時
に
耳
を
傾
け

よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
競
争
国
民
経
済C

oncurrenz-N
ational-

O
ekonom

ie

の
、
こ
の
深
く
不
道
徳
的
で
実
体
的
に
き
わ
め
て
危
険
な
結
果
を
示
す
た
め
に
上
が
る
声
は
、
ど
れ
も
天
の
恵
み
と
み

な
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。」(S.

501.)

こ
う
し
て
「
中
間
諸
身
分M

ittelstände

」(S.
499.)

の
一
員
と
し
て
モ
ー
ル
が
表
明
し
た
革
命
へ
の
深
刻
な
危
機
感
は
、
社
会
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改
革
の
緊
要
性
を
語
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、「
評
者
は
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
本
書
ほ
ど
大
き
な
関
心
と
、
ま
た
願
わ
く
は
評
者
自

身
に
と
っ
て
明
白
な
有
用
性
と
を
も
っ
て
読
ん
だ
作
品
は
他
に
な
か
っ
た
と
、
十
全
の
確
信
を
も
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
る
」

(S.
501.)

と
、
こ
の
や
や
長
い
書
評
を
し
め
く
く
っ
た
の
で
あ
る
。

四

ア
ー
レ
ン
ス
の
モ
ー
ル
へ
の
私
信

一

モ
ー
ル
の
こ
の
、
内
在
的
批
判
を
含
ん
だ
、
き
わ
め
て
好
意
的
な
書
評
に
対
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
本
書
第
二
版
（
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
、
一
八
四
四
年
）
の
巻
頭
序
言
（
四
三
年
十
月
二
四
日
付
）
で
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
同
門
レ
ー
ダ
ー
と
と
も
に
モ
ー
ル
の
名
を

挙
げ
て
、「
こ
の
著
名
な
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
著
述
家
の
批
評
（
ハ�

イ�

デ�

ル�

ベ�

ル�

グ�

年�

報�

、
第
三
一
号
、
一
八
四
〇
年
）
は
、
と
り

わ
け
多
く
の
論
点
に
つ
い
て
わ
た
く
し
と
は
異
な
る
諸
見
解
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
わ
た
く
し
に
は
有
益
で
あ
っ
た
し
、
そ
こ

か
ら
わ
た
く
し
は
、
と
く
に
公
法
に
つ
い
て
、
多
く
の
教
義
を
い
っ
そ
う
厳
密
に
規
定
す
る
き
っ
か
け
を
（
３５
）

得
た
。」
と
述
べ
て
謝
意

を
表
し
、
好
意
に
応
え
た
。

し
か
し
こ
れ
よ
り
も
早
く
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
四
一
年
五
月
十
五
日
付
の
モ
ー
ル
宛
の
手
紙
で
、
書
評
へ
の
謝
意
と
と
も
に
、
モ
ー

ル
の
書
い
た
諸
論
点
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
記
し
て
い
た
。

現
在
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
図
書
館
に
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
に
宛
て
た
モ
ー
ル
の
書
簡
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ア
ー
レ
ン
ス
が

モ
ー
ル
宛
に
書
い
た
私
信
が
右
の
一
点
を
含
め
て
合
計
八
点
保
管
さ
れ
て
（
３６
）

い
る
。
八
点
の
う
ち
、
日
付
の
最
も
古
い
も
の
は
四
〇
年

一
月
四
日
付
で
、
最
後
は
四
四
年
九
月
十
七
日
付
で
あ
る
。
そ
れ
ら
と
と
も
に
、
モ
ー
ル
の
直
筆
と
思
わ
れ
る
、
日
付
の
な
い
、
ア
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ー
レ
ン
ス
に
か
ん
す
る
メ
モ
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
モ
ー
ル
が
の
ち
に
手
許
の
書
簡
類
を
整
理
し
た
際
に
作
成
し
た
と
も
推

定
さ
れ
、
そ
の
全
文
を
仮
に
訳
出
し
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
哲
学
を
哲
学
的
法
学
の
分
野
で
仕
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
国
外
で
も
、
高

い
声
望
を
得
た
。
一
八
三
一
年
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
蜂
起
に
巻
き
込
ま
れ
、
―
―
当
時
は
私
講
師
―
―
逃
亡
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
著
述
家
と
し
て
、
ま
た
公
的
な
教
師
と
し
て
世
に
出
る
の
に
十
分
な
だ
け
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
知
識
を
、
か
の

地
で
獲
得
し
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
自
由
大
学
の
創
設
に
際
し
て
、
か
れ
は
法
哲
学
の
教
授
と
し
て
招
か
れ
、
ま
も
な
く
同
大
学
の
大

黒
柱
の
一
人
と
な
っ
た
。
一
八
四
八
年
に
は
、
か
れ
は
ド
イ
ツ
へ
帰
還
し
た
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
に
も
選
出

さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
大
き
な
役
割
は
果
た
さ
ず
、
か
な
り
曖
昧
な
や
り
方
で
大
ド
イ
ツ
主
義
に
与
し
た
。
こ
れ
が
た
し
か
に
、
か

れ
を
ヴ
ィ
ー
ン
の
教
授
職
に
就
け
る
道
と
も
な
っ
た
。
何
年
か
の
ち
に
、
か
れ
は
そ
こ
か
ら
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
教
授
職
へ
転
じ
た
。

―
―
個
人
的
に
か
れ
と
は
、
わ
た
く
し
は
三
十
年
代
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
知
り
合
い
、
そ
こ
で
一
週
間
か
れ
の
仲
間
の
も
と
で
滞
在

し
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
も
ち
ろ
ん
会
っ
た
が
、
い
つ
も
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
、
親
密
だ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ

の
ご
は
、
わ
ず
か
に
旅
行
で
会
っ
た
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
か
れ
と
の
文
通
も
、
次
第
に
途
絶
え
た
。
と
い
う
の
は
、
わ
た
く
し
は
別
の

研
究
や
仕
事
に
向
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
―
―
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
き
ゃ
し
ゃ
な
、
若
い
頃
に
は
娘
の
よ
う
に
見
え
る
男
で
、
ひ
ど
く

柔
和
な
声
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
か
れ
の
特
徴
全
体
が
、
か
れ
の
（
も
ち
ろ
ん
少
年
ら
し
い
）
革
命
主
義
的
な
初
期
段
階
と
、
ほ
と

ん
ど
こ
っ
け
い
な
ほ
ど
ち
ぐ
は
ぐ
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
か
れ
は
そ
の
ご
友
人
た
ち
か
ら
も
よ
く
か
ら
か
わ
れ
て
（
３７
）

い
る
。」

右
に
「
ヴ
ィ
ー
ン
の
教
授
職
」
と
あ
る
の
は
、
グ
ラ
ー
ツ
を
取
り
違
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
モ
ー
ル
が
ア
ー
レ
ン
ス
を
見
知
っ
た

一
八
三
九
年
秋
の
ベ
ル
ギ
ー
旅
行
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
ル
の
自
伝
的
回
想
録
に
も
記
述
が
あ
る
。
そ
の
点
を
、
つ
ぎ
に
瞥
見
し
て
お
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こ
う
。

一
七
九
九
年
に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ゥ
ガ
ル
ト
に
生
ま
れ
た
モ
ー
ル
は
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
と
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
学
び
、
一
八
二
一

年
八
月
に
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
で
法
学
博
士
の
学
位
を
得
た
あ
と
、
二
四
年
三
月
三
〇
日
に
母
校
の
員
外
教
授
（
法
学
部
）
に
就
任

（
―
―
正
教
授
（
国
家
経
済
学
部
）
就
任
は
二
七
年
三
月
二
五
日
）
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
父
の
斡
旋
で
研
修
旅
行
を
し
て
い
る
。

父
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ゥ
ガ
ル
ト
の
高
等
ア
カ
デ
ミ
ー
の
法
学
教
授
、
の
ち
に
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ

ル
ク
王
国
の
内
務
大
臣
、
文
部
大
臣
、
福
音
宗
務
会
議
議
長
、
貴
族
院
終
身
議
員
を
務
め
た
名
望
家
で
あ
る
。
子
モ
ー
ル
は
、
二
一

年
十
一
月
以
降
、
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
が
代
表
を
務
め
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ド
イ
ツ
連
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
代
表
部
を
経
て
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
な
ど
ド
イ
ツ
国
内
と
、
最
後
の
一
年
余
り
は
パ
リ
に
遊
学
し
、
多
く
の
知
識
人
や
政

治
家
と
面
識
を
得
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
二
年
半
の
研
修
旅
行
を
除
い
て
も
、
わ
た
く
し
は
た
く
さ
ん
旅
行
し
た
」
と
回
想
し
て
い

る
よ
う
に
、
そ
の
範
囲
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
（
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
除
く
）
に
及
び
、
研

究
と
教
授
、
政
治
の
諸
活
動
と
同
様
に
旅
行
に
も
生
涯
を
通
じ
て
精
力
的
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、「
わ
た
く
し
は
、
生
涯
の
大

部
分
を
小
さ
な
町
〔
一
八
四
五
年
十
二
月
ま
で
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
、
の
ち
四
七
年
十
月
―
六
一
年
六
月
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
〕
で
精

神
活
動
に
集
中
し
て
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
町
は
、
大
学
を
擁
し
て
い
た
と
は
い
え
、
疲
れ
た
諸
力
を
新
し
い

印
象
に
よ
っ
て
回
復
さ
せ
た
り
、
限
ら
れ
た
交
際
仲
間
を
、
別
様
に
教
養
を
積
ん
だ
新
し
い
人
々
と
知
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
拡
張

し
た
り
す
る
に
足
る
だ
け
の
十
分
な
手
段
を
、
提
供
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
わ
た
く
し
は
時
々
、

狭
苦
し
い
場
所
か
ら
脱
出
し
て
風
に
当
た
り
た
い
と
い
う
欲
求
を
押
さ
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
わ
た
く
し
の
後
半
生
の
旅
行
の
か
な

り
の
も
の
は
、
職
務
上
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
わ
た
く
し
の
『
国
家
学
の
歴
史
と
文
献
』
の
た
め
の
資
料
を
、
わ
た
く
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し
の
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
所
よ
り
も
っ
と
大
き
な
図
書
館
で
収
集
す
る
た
め
に
不
可
欠
だ
っ
た
旅
行
も
（
３８
）

あ
る
。」

一
八
三
九
年
の
ベ
ル
ギ
ー
旅
行
は
、
モ
ー
ル
が
す
で
に
『
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
国
法
論
』（
一
八
二
九
―
三
一
年
）
お
よ
び
『
法

治
国
家
の
諸
原
則
か
ら
み
た
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
』（
一
八
三
二
―
三
四
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
学
問
的
地
位
を
十
分
確
立
し
て
の
ち
の
こ

と
で
あ
っ
た
。「
わ
た
く
し
は
疲
れ
果
て
、
小
さ
な
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
か
ら
世
界
へ
と
脱
出
し
た
い
と
切
望
し
た
。
な
ぜ
ベ
ル
ギ
ー

へ
行
こ
う
と
思
っ
た
の
か
、
も
は
や
思
い
出
せ
な
い
。
と
に
か
く
、
わ
た
く
し
は
、
休
暇
が
始
ま
る
と
そ
ち
ら
へ
向
か
っ
た
。」
今

回
は
ラ
イ
ン
河
を
蒸
気
船
で
下
り
、
ア
ー
ヘ
ン
と
リ
ュ
テ
ィ
ッ
ヒ
を
越
え
、
生
ま
れ
て
初
め
て
鉄
道
に
乗
っ
て
「
そ
の
動
き
の
早
さ

と
危
な
さ
に
恐
怖
感
な
し
と
し
な
い
」体
験
を
し
つ
つ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
至
る
。
そ
こ
を
拠
点
に
ベ
ル
ギ
ー
の
諸
都
市
を
め
ぐ
り
、

お
よ
そ
六
週
間
後
に
発
っ
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ト
リ
ー
ア
経
由
で
、「
自
分
の
旅
行
に
非
常
に
満
足
し
て
」
帰
着
（
３９
）

し
た
。

こ
れ
は
、「
特
段
の
目
的
も
な
い
…
…
純
然
た
る
観
光
旅
行
だ
っ
た
」
が
、
そ
れ
で
も
紹
介
状
の
つ
て
で
、「
旧
〈
革
命
的
〉
自
由

派
の
中
核
」
の
デ
ィ
ク
ペ
テ
ィ
オ
ーD

ucpétiaux

、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
レ
ー
ヴ
ェ
ン
大
学
の
学
長
ド
ゥ
・
ラ
ムde

R
am

神
父
、
ベ
ル

ギ
ー
行
政
法
の
大
家
テ
ィ
エ
ル
マ
ンT

ielem
ans

な
ど
、
何
人
か
の
知
識
人
と
面
会
し
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
の
諸
大
学

だ
け
で
な
く
、
刑
務
所
、
病
院
、
養
老
院
、
精
神
病
院
、
ベ
ギ
ン
修
道
会
な
ど
を
見
て
回
り
、
デ
ィ
ク
ペ
テ
ィ
オ
ー
と
一
緒
に
出
か

け
た
ゲ
ン
ト
で
は
、
労
働
者
た
ち
の
街
頭
デ
モ
を
軍
隊
が
鎮
圧
す
る
流
血
事
件
に
遭
遇
し
た
り
（
４０
）

し
た
。「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ア�

ー�

レ�

ン�

ス�

は
、
当
時
は
政
治
亡
命
者
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
自
由
大
学
の
教
授
だ
っ
た
が
、
わ
た
く
し
が
自
分
で
訪
問
し
た
。
か
れ
の
と
こ
ろ

で
、
わ
た
く
し
は
何
人
か
の
青
年
た
ち
に
会
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
一
八
三
〇
年
の
革
命
で
は
学
生
な
ど
と
し
て
役
割
を
担
い
、
い
ま

は
弁
護
士
や
教
授
と
し
て
や
っ
て
い
た
が
、
い
ま
は
権
力
の
座
に
あ
る
か
つ
て
の
仲
間
た
ち
に
は
と
く
に
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
も

な
く
、
自
分
た
ち
は
か
れ
ら
か
ら
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
わ
た
く
し
は
か
れ
ら
を
ひ
い
き
し
た
り
し
た
わ
け
で
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も
な
か
っ
た
の
（
４１
）

だ
が
。」

モ
ー
ル
は
そ
の
ご
、
一
八
四
七
年
春
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
か
ら
招
聘
の
話
が
あ
っ
た
と
き
、
講
義
の
開
始
を
秋
に
す
る
こ
と
を
応

諾
の
条
件
に
し
て
、
そ
の
か
ん
に
、
五
ヶ
月
間
、
念
願
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
を
果
た
し
、
議
会
や
裁
判
所
の
見
学
だ
け
で
な
く
、
チ
ャ

ド
ウ
ィ
ッ
ク
に
面
会
し
て
、
か
れ
が
運
営
責
任
者
で
「
当
時
評
判
の
高
か
っ
た
（
わ
た
く
し
に
は
い
つ
も
そ
の
基
本
原
則
は
疑
わ
し

か
っ
た
が
）
新
救
貧
立
法
の
実
際
の
作
用
」
を
見
分
し
た
り
（
４２
）

し
た
。
そ
の
イ
ギ
リ
ス
行
き
の
途
次
、
パ
リ
か
ら
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
回

り
、
滞
在
は
一
日
だ
け
だ
っ
た
が
、
ア
ー
レ
ン
ス
と
デ
ィ
ク
ペ
テ
ィ
オ
ー
を
訪
ね
て
（
４３
）

い
る
。

二

さ
て
、
前
掲
の
ア
ー
レ
ン
ス
の
モ
ー
ル
宛
て
書
簡
八
点
は
、
す
べ
て
右
の
モ
ー
ル
の
二
度
の
訪
問
の
あ
い
だ
の
時
期
に
書
か

れ
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ス
の
直
筆
書
簡
は
、
い
ず
れ
も
か
な
り
小
さ
な
字
で
、
し
か
も
た
い
て
い
は
紙
の
裏
表
に
、
ぎ
っ
し
り
書
か

れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
人
で
も
判
読
し
が
た
い
箇
所
が
部
分
的
に
散
見
さ
れ
る
。
モ
ー
ル
が
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
ベ
ル
ギ

ー
に
は
、
ゲ
ン
ト
と
リ
ュ
テ
ィ
ッ
ヒ
に
、
オ
ラ
ン
ダ
支
配
の
時
代
か
ら
引
き
継
い
だ
国
立
大
学
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
私
立
大
学
と

し
て
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
福
音
派
な
い
し
自
由
派
の
大
学
が
存
在

し
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
後
二
者
の
対
立
の
渦
中
に
（
４４
）

い
た
。
ま
た
、
モ
ー
ル
の
方
は
、
そ
の
経
歴
か
ら
し
て
、
と
く
に
法
学
部
で
は
な
い

「
国
家
経
済
学
部
」
の
固
有
の
意
義
を
念
頭
に
、
ド
イ
ツ
の
大
学
制
度
の
課
題
を
国
際
的
な
視
野
で
考
え
て
い
た
か
ら
、
ア
ー
レ
ン

ス
の
書
簡
に
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
大
学
事
情
や
政
治
的
・
宗
教
的
状
況
に
か
ん
す
る
記
述
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
事
情
に

対
す
る
モ
ー
ル
の
関
心
の
強
さ
も
推
し
量
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
本
稿
で
は
、
当
面
ア
ー
レ
ン
ス
の
主
著
を
中
心
と
し
た
思
想
展

開
の
現
場
状
況
の
把
握
に
的
を
絞
っ
て
、
以
下
に
そ
の
一
端
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
日
付
の
最
も
早
い
四
〇
年
一
月
四
日
付
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
の
手
紙
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
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で
あ
る
。
モ
ー
ル
が
、
前
年
末
の
十
二
月
に
二
度
ア
ー
レ
ン
ス
宛
に
手
紙
を
書
い
て
お
り
、
そ
の
前
に
、
モ
ー
ル
が
ベ
ル
ギ
ー
を
離

れ
て
ま
も
な
く
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
テ
ィ
エ
ル
マ
ン
の
提
案
で
、「
立
憲
体
制
を
革
命
な
し
で
理
性
的
な
社
会
秩
序
へ
移
行
さ
せ
る
」

こ
と
を
考
え
る
「
小
さ
な
社
会
科
学
団
体
」
を
、
モ
ー
ル
も
交
流
し
た
数
名
の
仲
間
た
ち
と
つ
く
っ
た
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、「
ふ

つ
う
国
家
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
法
治
国
家
の
こ
と
で
し
か
な
い
」、「
理
性
と
経
験
が
示
す
よ
う
に
、
国
家
以
外
の
諸
領
域
を

自
由
な
独
立
と
自
由
な
諸
結
合
へ
と
組
織
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
ふ
つ
う
の
国
家
組
織
体
か
ら
区
別
す
れ
ば
当
然
の
帰
結
で
あ

る
」
と
い
っ
た
こ
と
を
議
論
し
て
お
り
、
今
後
仲
間
を
増
や
せ
る
見
込
み
も
あ
る
か
ら
、
定
期
刊
行
雑
誌
を
創
刊
し
た
い
と
考
え
て

い
る
、
と
。
ま
た
、
出
版
さ
れ
て
ま
も
な
い
自
著
（
前
掲
の
主
著
）
に
つ
い
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
付
し

て
い
る
。「
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
わ
た
く
し
は
重
心
を
公
法
の
理
論
に
置
い
て
い
ま
す
。
法
概
念
の
学
問
的
・
歴
史
的
発
展
を
別
に

す
れ
ば
、
と
は
い
え
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
基
盤
な
の
で
す
が
、
そ
の
他
は
、
通
常
の
、
た
だ
フ
ラ
ン
ス
人
は
知
ら
な
い
自
然
法
の
諸
真

理
を
素
描
し
た
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
た
だ
、
わ
た
く
し
の
確
信
で
は
完
全
な
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
法
原
理
で
彩
色
さ
れ
た
も
の

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
公
法
は
、
た
し
か
に
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
は
新
し
い
で
す
が
、
し
か
し
ド
イ
ツ
の
学
問
を
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
と

ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
的
・
道
徳
的
な
社
会
状
態
に
応
用
し
た
だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
。」
そ
し
て
、
レ
ー
ダ
ー
が
書
評
を
出
し
、
一
部

送
っ
て
く
れ
る
と
い
う
話
な
の
で
、
後
日
モ
ー
ル
の
書
評
と
あ
わ
せ
て
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
し
て
「
当
地
の
法
学
雑
誌
に
載
せ
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
、
と
。

さ
ら
に
こ
の
手
紙
に
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
大
学
問
題
に
か
ん
す
る
モ
ー
ル
の
質
問
へ
の
十
二
項
目
に
及
ぶ
ア
ー
レ
ン
ス
の
回
答
が
あ

り
、
つ
づ
け
て
、
モ
ー
ル
の
「
立
憲
制
国
法
論
に
お
お
い
に
そ
そ
ら
れ
て
お
り
、
あ
な
た
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
を
読
み
始
め
た
」
こ

と
、
モ
ー
ル
の
息
子
〔E

rw
in

〕
の
誕
生
へ
の
祝
意
と
、
自
分
も
今
年
は
結
婚
し
た
い
と
い
う
希
望
、
そ
う
し
て
、
ネ
ー
ベ
ニ
ウ
ス
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の
退
陣
〔
前
年
の
三
九
年
に
バ
ー
デ
ン
内
相
の
地
位
を
保
守
派
に
よ
っ
て
追
わ
れ
た
〕
に
伴
う
政
治
反
動
の
予
測
と
激
励
、
モ
ー
ル

は
「
二
年
以
内
に
」
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
教
授
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
ア
ー
レ
ン
ス
の
「
（
４５
）

予
言
」。

以
上
の
内
容
か
ら
み
て
、
モ
ー
ル
の
ア
ー
レ
ン
ス
訪
問
と
そ
の
ご
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
、
両
者
は
か
な
り
率
直
な
情
報
交
換
を

し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
モ
ー
ル
の
書
評
が
予
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
同
四
〇
年
五
月
二
九
日
付
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
の
手
紙
で
は
、
そ
れ
が
同
月
十
五
日
付
の
モ
ー
ル
の
手
紙
に
対
す
る
返

信
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
大
学
に
か
ん
す
る
あ
な
た
の
論
文
を
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
ち
ら
で
す
で
に
読
み
ま
し
た
。」
と
あ

る
の
は
、
前
年
の
『
ド
イ
ツ
四
季
報
』（
コ
ッ
タ
社
）
に
掲
載
さ
れ
た
モ
ー
ル
の
「
ド
イ
ツ
の
諸
大
学
、
そ
の
現
在
の
苦
境
と
そ
の

（
４６
）

治
療
」
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
手
紙
で
は
、「
教
育
の
自
由
」
と
国
家
の
役
割
に
つ
い
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
国
家
は
た
だ
財
政
的

に
「
大
学
の
物
的
施
設
だ
け
を
引
き
受
け
る
べ
き
」
で
、「
自
由
な
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
の
原
理
」
の
教
育
面
で
の
具
体
化
を

探
り
た
い
旨
を
述
べ
て
（
４７
）

い
る
。

モ
ー
ル
の
書
評
に
対
す
る
ア
ー
レ
ン
ス
の
コ
メ
ン
ト
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
つ
目
の
、
四
一
年
五
月
十
五
日
付
（
ブ
リ
ュ

ッ
セ
ル
）
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
、
モ
ー
ル
の
書
評
を
読
ん
だ
の
で
、
そ
れ
へ
の
礼
状
を
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
経
由
で

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
向
か
う
予
定
だ
っ
た
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
家
族
に
託
し
た
が
、
か
れ
ら
は
結
局
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
立
ち
寄
ら
ず
、
礼

状
を
返
送
し
て
き
た
り
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
側
か
ら
の
攻
撃
が
激
し
く
な
っ
て
、
そ
れ
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
り
し

た
等
、
音
信
不
通
の
弁
明
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
モ
ー
ル
の
書
評
に
対
す
る
ア
ー
レ
ン
ス
の
コ
メ
ン
ト
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
あ
な
た
の
書
評
を
、
わ
た
く
し
は
た
だ
ち
に
、
注
意
を
集
中
し
て
熟
考
し
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
い
く
つ
か
の
主
要
論
点
で
は

自
分
の
研
究
を
あ
ま
り
に
も
理
想
的
な
い
し
一
般
的
に
扱
っ
た
と
い
う
自
覚
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
あ
な
た
の
実
際
的
な
観
点
か
ら
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な
さ
れ
た
異
議
と
非
難
は
、
い
っ
そ
う
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
と
り
わ
け
、
個
々
の
社
会
領
域
の
相
互
の
関
係
や
、
個
々
の
そ
れ

ら
と
、
わ
た
く
し
が
中
央
領
域
と
呼
ん
だ
も
の
と
の
関
係
が
、
バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
だ
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
点
で
、
あ
な
た

の
ご
指
摘
は
正
し
く
、
当
た
っ
て
い
ま
す
。
道
徳
領
域
の
組
織
化
に
か
ん
し
て
言
え
ば
、
わ
た
く
し
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
や
は
り
別

の
意
見
で
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
組
織
は
、
道
徳
概
念
に
矛
盾
す
る
強
制
手
段
を
使
わ
な
く
て
も
作
り
出
せ
る
と
思
う
か
ら

で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
つ
い
て
、
会
議
で
議
論
し
て
輪
郭
を
描
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
法
と
ポ
リ
ツ
ァ
イ
と
の
区
別
は
、
わ

れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
で
も
い
ま
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
決
定
を
下
す
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
は
、
異
な

っ
た
法
領
域
を
区
別
す
る
に
し
て
も
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
も
一
般
的
な
法
概
念
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国

家
と
市
民
社
会
一
般
と
の
区
別
に
か
ん
す
る
あ
な
た
の
異
議
に
つ
い
て
は
、
も
し
か
し
た
ら
中
央
領
域
の
ほ
う
が
本
来
の
国
家
よ
り

も
も
っ
と
適
切
で
、
ま
た
世
間
一
般
の
意
見
と
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
心
に
浮
か
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
法
の
組
織
は
、
あ
る
意
味
で
は
そ
こ
か
ら
独
立
し
た
領
域
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
、
こ
ん
に
ち
す
で
に
部
分
的

に
は
司
法
組
織
が
そ
う
な
っ
て
い
る
よ
う
に
。
た
だ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
わ
た
く
し
は
い
ま
は
ま
だ
思
い
あ
ぐ
ね
て
い
る
の
で
す

が
、
こ
の
問
題
自
体
は
し
っ
か
り
心
に
留
め
て
お
き
ま
す
し
、
こ
れ
は
、
わ
た
く
し
た
ち
が
何
を
議
論
す
る
ば
あ
い
で
も
基
礎
と
な

る
問
題
で
す
。
概
念
上
は
国
家
か
ら
区
別
す
る
必
要
が
あ
り
、
自
由
な
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
や
独
立
し
た
組
織
に
委
ね
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
、
国
家
と
分
離
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
あ
な
た
も
し
て
い
る
と
お
り
で
す
が
、
実
際
上
の
結
果
は
現
実

に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
い
の
だ
と
、
あ
な
た
は
当
然
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
―
―
と
も
あ
れ
、
あ
な
た
が
わ
た
く

し
の
作
品
を
ド
イ
ツ
の
学
界
に
好
意
的
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
重
ね
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。」「
も
し
第
二

版
が
出
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
き
っ
と
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。」
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あ
わ
せ
て
こ
の
手
紙
で
は
、
モ
ー
ル
の
国
法
論
と
、
前
年
の
雑
誌
論
文
「
政
治
経
済
学
の
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
（
４８
）

未
来
」
と
を
そ

れ
ぞ
れ
有
益
だ
と
評
価
す
る
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
に
、
こ
の
復
活
祭
休
暇
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
か
ら
レ
ー
ダ
ー
が
や
っ
て
き

て
、
か
れ
は
モ
ー
ル
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
問
し
た
際
に
ま
た
も
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
と
て
も
残
念
が
っ
て
い
た
と
伝
え
、
ま

た
、
ま
も
な
く
ケ
ル
ン
・
ア
ー
ヘ
ン
間
の
鉄
道
が
完
成
し
て
便
利
に
な
る
か
ら
、
も
う
一
度
ベ
ル
ギ
ー
へ
来
な
い
か
と
、
モ
ー
ル
を

誘
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
モ
ー
ル
が
書
評
の
中
で
提
起
し
た
異
議
に
対
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
「
道
徳
領
域
の
組
織
化
」
も
含
め
て
「
自
由
な

ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
」
の
立
場
を
堅
持
し
て
お
り
、「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
も
一
般
的
な
法
概
念
の
中
に
取
り
込
む
」
と
い
う
当
初
か

ら
の
包
括
的
発
想
を
変
え
る
様
子
を
見
せ
な
か
（
４９
）

っ
た
。

三

そ
の
ご
一
年
半
余
り
を
経
て
、
四
つ
目
の
、
一
八
四
二
年
十
二
月
二
九
日
付
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
の
手
紙
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー

の
政
治
状
況
と
大
学
の
現
状
に
か
ん
す
る
詳
細
な
報
告
が
主
内
容
で
あ
り
、
後
段
に
、
つ
ぎ
の
一
節
が
あ
る
。「
わ
た
く
し
の
自
然

法
論droit

naturel

が
イ
タ
リ
ア
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
第
二
版
が
一
月
の
終
わ
り
に
は
印
刷
に

付
さ
れ
る
は
ず
な
の
で
、
翻
訳
は
そ
れ
ま
で
待
っ
て
く
れ
て
い
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
と
、
残
念
に
思
い
ま
す
。
わ
た
く
し
は
、
た
く

さ
ん
の
悩
ま
し
い
点
や
さ
ま
ざ
ま
な
欠
陥
を
見
つ
け
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
作
品
の
成
功
が
自
分
で
は
理
解
で
き
な
い
の
で
す
。
わ

た
く
し
は
自
著
を
読
む
の
に
、
と
き
お
り
勇
を
奮
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
成
功
が
わ
た
く
し
に
多
少
な
り
と
も
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
先
行
諸
研
究
に
よ
っ
て
な
の
で
す
。
わ
た
く
し
は
自
然
法
文
献
を
、
お
よ
そ
存
在
す
る
も
の
の
中
で

最
も
み
す
ぼ
ら
し
い
も
の
の
一
つ
と
み
な
し
て
い
ま
す
。
…
…
〔
判
読
不
能
〕
…
…
。
で
す
か
ら
、
功
績
は
過
大
評
価
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
の
（
５０
）

で
す
。」
こ
う
し
た
記
述
か
ら
、
旧
来
の
（
そ
れ
が
何
を
指
す
か
は
後
述
）
自
然
法
論
に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ゼ＝

ア
ー
レ
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ン
ス
の
立
場
の
正
し
さ
や
優
越
性
へ
の
自
負
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
番
目
は
、
一
八
四
四
年
五
月
八
日
付
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
主
著
自
然
法
論
の
第
二
版
の
印
刷
が
完
了
し

た
の
で
、
ま
も
な
く
モ
ー
ル
の
手
許
に
も
届
く
は
ず
だ
と
記
さ
れ
、
つ
づ
け
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
い
ま
、
わ
た
く
し

の
心
か
ら
の
願
い
は
、
あ
な
た
が
ま
こ
と
に
内
容
の
重
い
好
意
的
な
評
価
を
つ
う
じ
て
ド
イ
ツ
で
認
知
さ
れ
る
の
を
可
能
に
し
て
く

だ
さ
っ
た
作
品
が
、
こ
の
新
し
い
形
で
も
、
主
要
論
点
で
あ
な
た
の
同
意
を
得
ら
れ
た
ら
よ
い
の
だ
が
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
た

く
し
は
、
今
回
の
作
品
で
は
、
自
然
法
的
私
法
だ
け
を
お
も
て
に
出
し
て
お
り
、
公
法
は
、
来
年
公
刊
さ
れ
る
社
会
科
学
に
か
ん
す

る
著
作(cours

de
science

sociale)

の
中
で
論
じ
る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
た
だ
、
国
家
に
か
ん
す
る
詳
細
な
章
の
中
で
、
国
家

と
そ
の
他
の
社
会
諸
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
主
要
論
点
は
す
べ
て
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。
法
律
、
国
家
、
平
等
、
自
由
、
ア
ソ

ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
、
所
有
権
（
と
り
わ
け
所
有
権
の
歴
史
の
哲
学
）
に
か
ん
す
る
章
、
そ
し
て
最
後
に
自
然
法
の
歴
史
の
章
は
、

大
幅
に
拡
張
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
作
品
全
体
は
ほ
ぼ
二
倍
に
ふ
く
ら
み
ま
し
た
。
多
く
の
題
材
に
つ
い
て
、
わ
た
く
し
は
哲
学
的
基

礎
の
展
開
へ
か
な
り
深
く
踏
み
込
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
実
践
的
な
応
用
を
見
失
わ
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
く
し
は

い
ま
、
こ
の
改
訂
版
に
か
ん
す
る
あ
な
た
の
評
価
を
伺
い
た
い
と
切
に
望
ん
で
い
ま
す
し
、
も
し
こ
の
第
二
版
に
つ
い
て
も
、
時
間

を
見
つ
け
て
、
た
と
え
ご
く
短
く
と
も
ど
こ
か
の
文
献
紹
介
雑
誌
で
批
評
し
て
く
だ
さ
る
な
ら
ば
、
二
重
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

社
会
的
な
方
向
性
を
理
解
す
る
人
が
ド
イ
ツ
で
は
ど
れ
ほ
ど
わ
ず
か
し
か
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
親
愛
な
る
友
で
あ
る
あ
な
た

自
身
も
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け
に
、
確
固
た
る
学
問
的
業
績
に
よ
っ
て
も
広
く
尊
敬
を
勝
ち
得
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
夢
想
家
に
数
え
た
り
し
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
人
々
が
、
も
し
市
民
法
の
こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
生
み
だ
そ
う
と
努
め
る
と
す

れ
ば
、
い
っ
そ
う
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。」
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さ
ら
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
宗
派
対
立
の
状
況
の
ほ
か
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
へ
の
移
籍
話
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
気
が

進
ま
な
い
こ
と
、
な
ど
を
述
べ
た
あ
と
、「
二
―
三
年
前
に
す
で
に
わ
た
く
し
の
自
然
法
論
の
ド
イ
ツ
語
訳
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
わ
た
く
し
は
、
大
幅
に
増
補
さ
れ
た
第
二
版
が
ま
も
な
く
出
版
さ
れ
る
か
ら
と
告
げ
て
、
翻
訳
の
続
行
を
や
め
て
も
ら
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
は
、
わ
た
く
し
の
方
が
懸
念
を
抱
い
て
い
ま
す
、
と
い
う
の
は
、
こ
の
著
作
は
今
回
ま
す
ま
す
ド
イ
ツ
よ

り
も
フ
ラ
ン
ス
語
諸
国
の
方
を
想
定
し
て
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
あ
れ
こ
れ
の
論
点
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ド
イ
ツ
語
の
改
訂

版
で
は
修
正
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
な
い
か
、
ご
判
断
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
初
版
は
、
と
く
に
国
法
論

が
不
完
全
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
（
イ
タ
リ
ア
語
版
は
現
在
す
で
に
第
三
版
で
す
）
と
て

も
残
念
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
実
践
哲
学
の
体
系
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
そ
れ
に
、
注
意
が
向
け
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
よ
か
っ
た
こ
と
で
す
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
い
ま
、
改
訂
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
マ
ド
リ
ッ
ド
か
ら
は
、
そ
こ
の
大
学
の
哲
学
の
新
任
教
授
が
（
半
年

前
に
）
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
か
れ
は
ク
ラ
ウ
ゼ
の
哲
学
を
部
分
的
に
見
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
政
府
が
か
れ
に
許
可
し

た
二
年
間
の
旅
行
を
振
り
向
け
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
哲
学
を
当
地
と
ド
イ
ツ
と
で
研
究
す
る
た
め
な
の
で
す
。」
―
―
ち
な
み
に
、
こ

こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
マ
ド
リ
ッ
ド
か
ら
来
た
教
授
は
、
こ
の
時
期
か
ら
見
て
、
サ
ン
ス
・
デ
ル
・
リ
オ(Julián

Sanz
del

R
ío,

1814-1869)

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
か
れ
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
と
く
に
ア
ー
レ
ン
ス
と
、
ま
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
レ
オ
ン
ハ

ル
デ
ィ
と
交
流
し
、
そ
の
ご
一
八
六
〇
年
に
ク
ラ
ウ
ゼ
の
主
要
著
作
の
一
つ
『
人
類
の
原
像D

as
U

rbild
der

M
enschheit

』（
一
八

一
一
年
）
を
ス
ペ
イ
ン
語
に
自
由
訳
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
化
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ゼ
主
義” K

rausism
o“

の
成
立
を
う
な
が
す
こ
と
に
（
５１
）

な
る
。

そ
し
て
、
両
親
に
会
う
た
め
に
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
国
王
へ
「
た
っ
た
八
日
間
」
の
滞
在
許
可
を
半
年
前
に
申
請
し
た
が
、「
き
っ

ぱ
り
拒
否
さ
れ
た
」、
た
だ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
入
国
す
る
申
請
も
出
し
て
お
り
、
も
し
そ
の
許
可
が
下
り
た
ら
、
旅
行
の
途
中
で
モ
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ー
ル
を
訪
問
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
予
告
し
、
ま
た
、
テ
ィ
エ
ル
マ
ン
や
デ
ィ
ク
ペ
テ
ィ
オ
ー
ら
と
の
夕
べ
の
会
の
様
子
な
ど
も

伝
え
て
（
５２
）

い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
四
四
年
五
月
の
時
点
で
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
自
然
法
論
の
第
二
版
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
初
版
に
く

ら
べ
て
分
量
で
は
倍
増
し
な
が
ら
、
初
版
の
「
と
く
に
国
法
論
が
不
完
全
で
あ
る
」
と
い
う
自
覚
か
ら
、
そ
れ
も
モ
ー
ル
の
国
法
論

に
多
く
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
、
初
版
に
は
あ
っ
た
公
法
の
部
分
（
第
三
部
国
家
法D

roit
public

）
を
全
面
的
に
削
除
し

た
構
成
と
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
読
み
取
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
主
著
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
と
く
に
南
欧
諸
国
を
中
心

に
ク
ラ
ウ
ゼ
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
状
況
も
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
手
紙
よ
り
の
ち
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
も

っ
ぱ
ら
ア
ー
レ
ン
ス
の
ド
イ
ツ
旅
行
計
画
が
中
心
テ
ー
マ
と
な
る
。

六
つ
目
の
手
紙
は
、
そ
の
お
よ
そ
一
ヶ
月
後
の
四
四
年
六
月
二
日
付
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）、
消
印
は
同
月
十
四
日
付
（
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
）
で
、
小
型
の
紙
一
枚
の
表
裏
に
記
さ
れ
た
比
較
的
短
い
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
か
ら
滞
在
許
可
を
得
た

旨
を
報
告
し
、
七
月
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
国
境
地
域
で
両
親
と
再
会
を
果
た
し
た
ら
、
帰
り
に
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
立
ち
寄
り
た
い
と

告
げ
る
。
そ
し
て
、「
あ
な
た
は
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
を
通
る
旅
に
危
険
は
な
い
と
思
う
か
ど
う
か
、
ま
た
、

八
月
十
日
頃
ま
で
に
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
で
あ
な
た
に
会
え
る
か
ど
う
か
を
、
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
」
と
頼
ん
で
（
５３
）

い
る
。

さ
ら
に
七
つ
目
の
手
紙
は
、
日
付
は
な
い
が
、
同
年
七
月
七
日
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
消
印
が
あ
り
、
二
つ
折
り
の
ミ
ニ
レ
タ
ー
形

式
で
、
本
文
は
前
便
よ
り
も
さ
ら
に
短
い
。
ま
ず
冒
頭
で
、「
わ
た
く
し
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
へ
の
旅
の
た
め
に
あ
な
た
が
と
っ
て

く
だ
さ
っ
た
措
置
」
へ
の
礼
が
述
べ
ら
れ
、「
思
い
つ
い
て
、
国
王
宛
の
申
請
書
を
あ
な
た
に
送
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
あ
な
た
か

ら
届
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
つ
づ
け
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
滞
在
許
可
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
を
つ
づ
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っ
て
い
る
。「
あ
な
た
は
こ
の
手
紙
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
受
け
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
わ
た
く
し
は
ち
ょ
う

ど
い
ま
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ホ
ル
ン
ブ
ル
ク
へ
向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
町
は
、
わ
た
く
し
の
両
親
の
住
ん
で
い
る
所
か
ら
三

時
間
の
場
所
な
の
で
す
。」「
も
し
滞
在
許
可
が
得
ら
れ
た
ら
、
あ
な
た
の
家
に
投
宿
を
と
い
う
招
待
を
喜
ん
で
お
受
け
し
（
５４
）

ま
す
。」

そ
し
て
最
後
の
手
稿
は
、
郵
便
手
紙
で
は
な
く
、
ア
ー
レ
ン
ス
が
同
年
九
月
十
七
日
付
で
「
教
授
夫
人
」（
お
そ
ら
く
モ
ー
ル
夫

人
）
宛
に
記
し
た
簡
単
な
書
き
置
き
で
あ
り
、
本
文
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。「
わ
た
く
し
が
会
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
わ

が
同
僚
諸
氏
が
不
在
で
す
の
で
、
今
夜
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ゥ
ガ
ル
ト
へ
戻
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
明
日
閣
下
を
表
敬
訪

問
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
大
変
遺
憾
に
存
じ
つ
つ
。」
―
―
た
だ
し
、
こ
の
メ
モ
用
紙
に
は
、「
わ
た
く
し
は
あ
な
た
にdir

こ
の
小
片
を
同
封
し
ま
す
。」
で
始
ま
る
、
判
読
不
能
部
分
を
含
む
、
後
日
の
追
記
と
思
わ
れ
る
（
モ
ー
ル
夫
人
が
書
い
た
か
も
し

れ
な
い
）
メ
モ
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
確
た
る
こ
と
は
何
も
言
え
（
５５
）

な
い
。

四

さ
て
、
以
上
の
ア
ー
レ
ン
ス
の
一
連
の
書
簡
か
ら
、
モ
ー
ル
が
ベ
ル
ギ
ー
に
ア
ー
レ
ン
ス
を
訪
問
し
て
以
降
、
数
年
間
、
両

者
の
あ
い
だ
で
、
国
家
と
社
会
の
関
係
を
め
ぐ
る
緒
論
点
を
軸
に
、
真
剣
な
や
り
と
り
が
あ
り
、
相
互
訪
問
を
許
し
合
う
ま
で
の
親

密
度
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ご
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
ア
ー
レ
ン
ス
に
か
ん
す
る
モ
ー
ル
の

メ
モ
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
に
お
け
る
両
者
の
距
離
感
と
、
そ
の
ご
の
交
流
の
断
絶
と
を
語
っ
て
い
た
か
ら
、
ヴ
ュ
ル
テ

ム
ベ
ル
ク
の
国
法
学
者
と
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
を
追
わ
れ
た
法
哲
学
者
と
の
個
人
的
交
渉
は
、
こ
の
四
〇
年
代
（
前
半
）
が
最
も
盛

ん
な
時
期
で
あ
り
、
そ
の
ご
は
次
第
に
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
エ
ー
リ
ヒ
・
ア
ン
ガ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
モ
ー
ル
は

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
の
状
況
に
つ
い
て
、
四
八
年
六
月
四
日
付
の
妻
パ
ウ
リ
ー
ネ
宛
の
手
紙
で
、
自
分
の
所
属
し
て
い
る
憲

法
委
員
会
の
審
議
テ
ン
ポ
の
遅
さ
を
嘆
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
れ
ら
北
ド
イ
ツ
人
た
ち
が
演
説
や
動
議
提
出
に
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ど
ん
な
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
か
、
も
の
す
ご
い
も
の
だ
よ
。
僕
の
友
人
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
も
っ
と
も
ひ
ど
い
連
中
の
一
人
だ
。
か

れ
は
折
に
ふ
れ
て
、
自
分
の
哲
学
の
全
章
を
ひ
け
ら
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
、
ま
っ
た
く
別
の
立
場
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
人
た
ち
が
（
５６
）

い
る
。」

と
は
い
え
、
一
八
五
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
も
、
モ
ー
ル
は
い
く
つ
か
の
著
作
に
お
い
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
「
社
会
」
論
を
高
く

評
価
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
も
の
は
、
モ
ー
ル
が
保
持
し
て
い
た
、
国
法
論
に
お
け
る
哲
学
的
基
礎
を
重
視

す
る
見
地
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
ば
あ
い
、
モ
ー
ル
は
西
南
ド
イ
ツ
で
初
期
立
憲
体
制
と
し
て
成
立
し
て
い
た
実
定
法
秩
序
に
立
脚
し
つ
つ
、「
法
治
国
家
」

が
行
政
（
法
）
的
手
段
を
つ
う
じ
て
果
た
す
べ
き
共
同
生
活
支
援
の
た
め
の
多
様
な
給
付
行
政
的
な
役
割
（
ポ
リ
ツ
ァ
イ
活
動
）
に

注
目
し
た
の
に
対
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
ほ
う
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
哲
学
に
お
け
る
倫
理
的
・
目
的
論
的
な
「
法
」
概
念
と
社
会
的
観

点
と
を
継
承
し
て
、「
善
」
の
実
現
と
い
う
「
生
（
生
活
）
目
的
」
概
念
か
ら
生
（
生
活
）
の
秩
序
の
基
礎
範
疇
と
し
て
の
「
生
活

圏
」
概
念
を
提
起
し
、
具
体
的
な
「
生
活
諸
関
係
」
と
し
て
の
「
社
会
」
の
概
念
に
よ
っ
て
「
国
家
」
を
相
対
化
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
両
者
の
関
心
は
、
国
家
と
社
会
と
の
関
係
に
収
斂
す
る
の
だ
が
、
こ
の
関
係
性
の
問
題
は
、
モ
ー
ル
に
と
っ
て
は
、
個
人
と
市

民
社
会
と
の
自
律
性
す
な
わ
ち
私
的
自
治
を
優
先
し
て
、
そ
の
足
り
な
い
部
分
（
私
的
自
治
の
達
成
を
は
ば
む
外
的
障
害
物
の
除

去
）
を
国
家
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
活
動
が
補
完
し
助
成
す
る
と
い
う
、
モ
ー
ル
自
身
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
論
に
お
け
る
補
助
性
原
理
の
中
に
構

造
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
原
理
を
支
え
て
い
た
も
の
は
、
す
で
に
一
八
三
二
年
の
『
法
治
国
家
の
諸
原
則
か
ら
み
た
ポ
リ
ツ

ァ
イ
学
』（
第
一
巻
）
の
初
版
の
段
階
か
ら
、
国
家
を
多
様
な
「
生
活
目
的
」
を
達
成
す
る
た
め
の
一
手
段
と
み
な
し
て
相
対
化
す

る
モ
ー
ル
の
目
的
・
手
段
関
係
論
的
な
「
国
家
学
」
の
視
野
な
の
で
あ
り
、
こ
の
見
地
は
、
他
方
に
「
社
会
学
」
へ
の
モ
ー
ル
独
自
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の
展
望
を
は
ら
み
つ
つ
、
各
人
の
能
力
の
自
由
で
自
主
的
な
「
開
展
」
と
い
う
理
性
主
義
的
な
「
生
活
目
的
」＝

「
国
家
目
的
」
論

を
、
実
定
的
な
初
期
立
憲
国
法
論
の
哲
学
的
基
礎
づ
け
と
し
て
保
持
し
て
（
５７
）

い
た
。
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
問
題
を
、「
善

の
秩
序
」
と
し
て
の
「
自
然
法
論
」
の
次
元
で
質
料
倫
理
的
に
語
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
全
体
が
、
と
り
も
な
お
さ

ず
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
社
会
」
の
発
見
と
「
社
会
の
学
問
」
の
形
成
、
そ
し
て
社
会
改
革
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
提
起
に
ま
で
及
ぶ
構
造
的

歴
史
プ
ロ
セ
ス
の
、
実
質
的
に
重
要
な
一
局
面
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
レ
ー
ダ
ー
や
レ
オ
ン
ハ
ル
デ
ィ
な

ど
同
門
の
ク
ラ
ウ
ゼ
派
を
除
け
ば
、
目
的
論
的
「
国
家
学
」
に
依
拠
し
た
国
法
学
者
モ
ー
ル
に
、
最
適
の
理
解
者
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

五
「
社
会
」
の
発
見

一

モ
ー
ル
は
、
学
問
の
実
証
主
義
的
「
脱
政
治
化
」
の
進
行
し
た
十
九
世
紀
に
、「
政
治
的
学
問
」
と
し
て
の
「
国
家
学

Staatsw
issenschaften

」
の
目
的
論
的
総
合
性
の
維
持
と
発
展
の
た
め
に
生
涯
を
と
お
し
て
尽
瘁
し
た
が
、
と
く
に
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ

ン
時
代
（
一
八
二
四
―
四
五
年
）
は
、
モ
ー
ル
自
身
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
か
れ
が
精
力
的
に
拡
充
に
努
め
た
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大

学
国
家
経
済
学
部
に
と
っ
て
も
、
き
わ
め
て
実
り
多
い
時
代
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
当
初
は
法
学
部
の
員
外
教
授
（
一
八
二
四
―
二

七
年
）
で
あ
っ
た
が
、
早
く
正
教
授
職
に
つ
い
て
新
家
庭
を
つ
く
る
べ
し
と
い
う
父
の
希
望
に
添
っ
て
、
国
家
経
済
学
部
に
移
籍
す

る
。
そ
の
際
に
、
一
八
一
七
年
の
同
学
部
創
設
時
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト(Friedrich

L
ist,

1789-1846)

が
最
初
に
担
当
し
た

講
座
「
国
家
行
政
実
務Staatsverw

altungspraxis

」
の
教
授
職
（
リ
ス
ト
は
一
九
年
に
辞
職
）
を
、「
国
法
学
、
政
治
学
、
ポ
リ
ツ
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ァ
イ
学
、
お
よ
び
国
家
諸
科
学
の
エ
ン
ツ
ィ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
」
と
い
う
新
名
称
で
引
き
受
け
た
（
一
八
二
七
年
）。
こ
の
長
い
名
称

が
す
で
に
国
家
学
の
対
象
分
野
の
広
さ
を
示
唆
し
て
い
た
が
、
モ
ー
ル
は
折
に
ふ
れ
て
積
極
的
に
み
ず
か
ら
の
「
国
家
学
部
」
構
想

を
語
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
穏
健
な
教
養
市
民
層
の
育
成
に
と
っ
て
政
治
的
知
識
の
公
教
育
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
、
司
法
官
吏
向

き
の
法
学
教
育
と
は
別
に
、
行
政
職
向
き
の
国
家
活
動
関
係
諸
分
野
の
教
育
体
系
の
必
要
性
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
一
八
四
〇
年
に
、「
ド
イ
ツ
の
大
学
に
お
け
る
国
家
学
部
の
設
立
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
論
説
に
お
い
て
、
国
家
学
を
「
科
学
的

に
十
分
発
達
し
、
ま
た
実
践
的
に
も
理
論
的
に
も
必
要
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
学
問
」
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
講
座
体

系
と
し
て
は
、
公
法
学
、
政
治
経
済
学
（
財
政
学
を
含
む
）、
統
計
学
お
よ
び
政
治
史
、
行
政
法
学
、
以
上
四
講
座
と
、
産
業
技
術

学
と
農
林
経
済
学
の
私
経
済
系
二
講
座
、
あ
わ
せ
て
六
講
座
を
擁
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
（
５８
）

い
る
。

ま
た
実
践
面
で
も
、
モ
ー
ル
は
そ
の
家
門
の
力
を
活
か
し
て
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
政
府
に
働
き
か
け
て
、
ま
ず
一
八
三
〇
年
に
学

部
に
学
位
授
与
権
を
獲
得
し
、
つ
い
で
三
七
年
に
は
国
家
経
済
学
部
で
の
教
育
に
上
級
行
政
職
の
た
め
の
資
格
取
得
に
必
要
な
性
格

を
得
さ
せ
て
、
国
家
官
吏
試
験
で
法
学
と
国
家
学
と
を
同
等
に
扱
う
制
度
に
す
る
こ
と
に
成
功
（
５９
）

し
た
。
学
位
授
与
権
の
獲
得
に
よ
っ

て
、
モ
ー
ル
は
二
人
の
弟
子
ク
リ
ス
ト
フ
・
シ
ュ
ッ
ツ
（
国
民
経
済
学
）
と
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
フ
マ
ン

（
行
政
法
）
を
育
て
て
講
座
を
得
さ
せ
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ァ
ラ
テ
ィ
の
政
治
史
・
統
計
学
の
講
座
も
新
設
し
て
（
以
上
三
名
は
四
二

年
に
正
教
授
）、
国
家
経
済
学
部
の
講
座
数
を
三
つ
か
ら
六
つ
に
倍
増
さ
せ
た
か
ら
（
既
存
講
座
は
モ
ー
ル
の
ほ
か
に
農
林
学
の
ク

ナ
ウ
ス
、
産
業
技
術
学
の
フ
ォ
ル
ツ
）、
四
〇
年
の
右
の
論
説
の
国
家
学
部
六
講
座
構
想
が
そ
の
ま
ま
実
現
し
た
こ
と
に
（
６０
）

な
る
。

さ
ら
に
、
一
八
四
四
年
に
モ
ー
ル
の
主
導
に
よ
り
同
学
部
の
同
僚
た
ち
を
共
同
編
集
者
と
し
て
『
総
合
国
家
学
雑
誌Z

eitschrift

für
die

gesam
m

te
Staatsw

issenschaft

』
が
創
刊
さ
れ
た
こ
と
も
、
特
筆
す
べ
き
事
績
に
属
（
６１
）

す
る
。
そ
の
創
刊
号
は
冒
頭
に
、
右
の
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六
教
授
連
名
の
一
八
四
三
年
十
二
月
付
の
「
序
言
」
を
掲
げ
、
そ
こ
で
は
ま
ず
、「
ド
イ
ツ
で
は
現
在
、
国
家
・
社
会
生
活
の
総�

合�

的�

諸
課
題
を
学�

問�

的�

に�

論
究
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
定
期
刊
行
物
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
、
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
確
信
」
を
語

り
、
そ
の
「
総
合
的
国�

家�

諸�

学�

」
の
対
象
分
野
と
し
て
「
国
法
学
お
よ
び
国
際
法
学
、
政
治
経
済
学
の
全
領
域
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
、

政
治
学
、
統
計
学
お
よ
び
国
家
史
」
を
列
記
し
、「
わ
れ
わ
れ
の
望
む
と
こ
ろ
は
、
生
活
と
学
問
と
が
相
互
に
浸
透
す
る
こ
と
に
寄

与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
学
問
的
諸
問
題
の
実
際
的
価
値
と
、
外
的
生
活
の
諸
現
象
の
理
論
的
意
義
と
を
自
覚
し
た
い

と
思
う
」、
と
そ
の
ね
ら
い
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、「
時
は
た
し
か
に
、
学
知
と
生
活
の
一
時
代
の
終
わ
り
に
達
し
て
い

る
が
、
し
か
し
事
物
の
新
た
な
形
成
の
始
ま
り
に
も
立
ち
至
っ
て
い
る
、
そ
し
て
そ
の
ど
ち
ら
も
学
問
に
と
っ
て
の
主
題
で
あ
る
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
、
労
働
の
組
織
化
、
ア
ソ

ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
、
国
際
交
易
が
、
わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
と
注
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」、
と
述
べ
て
（
６２
）

い
る
。
社
会
問
題

に
か
か
わ
る
こ
の
よ
う
な
概
念
用
語
を
列
記
し
た
こ
の
「
序
言
」
は
、
モ
ー
ル
が
同
年
二
月
に
作
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
草
案
に
対
し

て
同
僚
た
ち
が
政
治
的
配
慮
か
ら
修
正
を
求
め
た
結
果
、
草
案
の
表
現
が
和
ら
げ
ら
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
モ
ー
ル
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
版
で
は
、
た
と
え
ば
、
右
の
最
後
の
文
章
の
末
尾
は
「
…
…
国
際
交
易
が
、
た
ん
に
Ａ
・
ス
ミ
ス
や
Ｂ
・
コ
ン
ス
タ
ン
の
目

で
考
察
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
主
義
者
た
ち
の
教
義
の
中
に
も
、
た
と
え
そ
れ
ら
が
い
か
に
粗
野
で
誤
っ
て
い
る

と
し
て
も
、
時
代
の
重
要
な
兆
候
と
、
現
在
と
は
大
い
に
異
な
っ
た
将
来
へ
の
発
展
の
一
つ
と
を
認
識
す
る
の
で
あ
る
。」
と
表
記

さ
れ
て
（
６３
）

い
た
。
モ
ー
ル
は
、
こ
う
し
て
新
雑
誌
の
基
本
的
方
向
性
に
つ
い
て
も
、
た
ん
な
る
純
粋
理
論
や
現
状
報
告
な
ど
に
と
ど
ま

ら
ぬ
政
治
的
実
践
性
を
は
っ
き
り
志
向
し
、「
総
合
国
家
学
」
が
政
治
的
学
問
と
し
て
担
う
べ
き
「
学
問
と
生
活
と
の
相
互
浸
透
」

と
い
う
課
題
の
自
覚
に
お
い
て
、
率
先
し
て
同
僚
た
ち
を
リ
ー
ド
し
た
の
で
あ
る
。

―１４５（４０）―

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
然
法
論
と
「
社
会
」
の
発
見



そ
う
い
う
最
も
充
実
し
た
時
期
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
モ
ー
ル
は
、
翌
四
五
年
秋
の
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
邦
議
会
下
院
議
員
選
挙
に

立
候
補
し
た
さ
い
に
記
し
た
政
府
批
判
の
私
的
言
説
の
漏
出
に
よ
っ
て
教
授
辞
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
国
家
経

済
学
部
は
突
然
そ
の
支
柱
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
モ
ー
ル
は
、
二
年
後
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
法
学
部
に
「
行
政
法
学
お
よ
び
関

連
諸
学
問
」
の
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
ご
も
五
二
年
ま
で
『
総
合
国
家
学
雑
誌
』
の
共
同
編
集
者
に
と
ど
ま
り
、
翌
年

以
降
は
協
力
者
と
し
て
同
誌
と
の
関
係
を
終
生
維
持
し
た
。

二

そ
の
モ
ー
ル
が
、
産
業
社
会
の
到
来
に
対
応
す
る
新
た
な
学
問
分
野
と
し
て
「
社
会
学
」
の
樹
立
の
必
要
性
を
本
格
的
に
提

起
し
た
作
品
は
、
さ
し
ず
め
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
時
代
（
一
八
四
七
―
六
一
年
）
の
五
年
目
に
あ
た
る
一
八
五
一
年
の
論
説
「
社
会

学
と
国
（
６４
）

家
学
」で
あ
る
。
こ
れ
は
、
右
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
合
計
二
九
編
に
の
ぼ
る
モ
ー
ル
の
主
要
論
説
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
「
社
会
学
と
国
家
学
」
に
お
い
て
は
、
種
族
、
諸
身
分
（
等
族
）、
職
業
団
体
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
、
宗
教
団
体
な
ど
、
個
人
と

国
家
と
の
あ
い
だ
に
多
様
か
つ
多
層
的
に
存
在
す
る
各
種
の
中
間
団
体
が
、
人
間
の
共
同
生
活
を
構
成
す
る
「
諸
生
活
圏

L
ebenskreise

」
と
と
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
モ
ー
ル
は
「
社
会G

esellschaft

」
と
呼
ん
で
、
そ
の
独
自
の
機
能
と
国
家
固
有
の
役

割
と
の
関
係
、
そ
し
て
新
た
な
「
社
会
の
学
問
」
の
成
立
可
能
性
を
問
う
た
。
そ
の
「
社
会
学
」
の
編
成
構
想
は
、
モ
ー
ル
自
身
の

国
家
学
体
系
と
相
似
的
・
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
に
、
Ⅰ.

一
般
社
会
論
、
Ⅱ.

教
義
的
社
会
学
（
１.

社
会
法
学
、
２.

社
会
道
徳
学
、

３.

社
会
合
目
的
性
論
）、
Ⅲ.

歴
史
的
社
会
学
（
１.

社
会
の
歴
史
、
２.

社
会
の
統
計
学
）、
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

モ
ー
ル
の
問
題
提
起
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
社
会
」
の
認
識
が
、
十
九
世
紀
の
半
ば
に
至
っ
て
そ
の
自
立
し
た
学
問
領
域
を
想
定

し
う
る
ま
で
に
成
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
そ
こ
に
は
、
本
来
ド
イ
ツ
国
家
学
の
構
成
要
素
た
る
広
義
の
官

房
学
の
一
分
肢Ö

konom
ik

に
由
来
し
た
「
国
民
経
済
学
」
が
、
個
人
の
行
動
原
理
の
観
点
の
み
に
終
始
す
る
方
法
論
的
制
約
性
を
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す
で
に
顕
著
に
示
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
モ
ー
ル
の
批
判
意
識
も
、
お
の
ず
か
ら
伴
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

モ
ー
ル
に
し
た
が
え
ば
、
人
間
の
共
同
生
活
に
つ
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
連
綿
た
る
「
国
家
論
」
の
系
譜
と
は
別
に
、「
い

ま
初
め
て
、
つ
ま
り
お
よ
そ
こ
こ
五
十
年
来
、
最
初
は
無
視
さ
れ
誤
解
さ
れ
た
散
発
的
な
初
期
段
階
か
ら
次
第
に
急
速
に
最
高
度
に

重
要
に
な
っ
た
、
ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
い
る
。」「
社�

会�

G
esellschaft

と
い
う
言
葉
が
鳴
り
わ
た
っ
た
の
だ
。
そ
れ

は
、
深
い
憂
慮
を
も
っ
て
、
他
の
人
々
か
ら
は
悪
意
に
み
ち
た
脅
し
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
…
…
生
活
と
学
問
の
中
で
、
社
会

の
概
念
、
社
会
の
特
別
の
存
在
、
社
会
の
必
要
性
、
社
会
の
現
在
と
将
来
が
、
否
応
な
く
思
い
浮
か
べ
ら
れ
、
そ
し
て
意
識
・
意
欲

・
思
想
の
ま
っ
た
く
新
し
い
対
象
を
も
た
ら
し
て
い
る
。」(S.

6.)

「
一
八
四
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
変
動
」
を
見
よ
。「
国
立
作

業
場
」
は
「
完
全
に
破
綻
し
た
」
が
、「
現
在
の
社
会
の
敵
」
は
、「
バ
ブ
ー
フ
以
来
」、
暴
力
に
訴
え
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
。
か
れ

ら
は
、「
あ
れ
こ
れ
の
統
治
形
態
の
た
め
に
」
戦
う
の
で
は
な
く
、「
さ
ま
ざ
ま
な
社�

会�

の�

旗
を
か
か
げ
て
」
い
る
。
し
か
も
そ
う
し

た
動
き
が
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
く
「
大
衆
に
広
範
な
基
盤
を
も
っ
て
い
る
」
こ
と
は
、「
自
由
な
直
接
選
挙
で
生
ま
れ
た
フ
ラ
ン

ス
立
法
議
会
の
議
員
の
ほ
と
ん
ど
三
分
の
一
が
新
し
い
社
会
理
論
を
愛
好
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
証
明
し
て
い
る
。」(S.

8f.)

―
―
こ
こ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
先
進
諸
国
に
お
け
る
工
場
労
働
者
問
題
や
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
諸

運
動
に
対
す
る
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
以
来
の
モ
ー
ル
の
深
い
関
心
が
、
さ
ら
に
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。「
少
し
前
ま
で
は
、
改
善
へ
の
希
望
は
す
べ
て
た
だ
た
ん
に
国
家
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
完
全
な
人
間
的
幸
福
は
も
っ
ぱ
ら
適
切

な
国
家
諸
制
度
に
期
待
さ
れ
て
い
た
」
の
に
対
し
て
、
い
ま
で
は
「
社�

会�

の
改
善
や
変
革
」(S.

7.)

が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
に

ち
の
「
新
し
さ
」
を
示
す
も
の
は
、
モ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、「
社
会
」
に
か
ん
す
る
お
び
た
だ
し
い
文
献
の
同
時
代
的
存
在
、
思
想
の

「
諸
体
系
」
へ
の
深
化
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
学
派
」
の
形
成
、
そ
れ
ら
の
立
場
の
「
正
当
さ
」
へ
の
自
負
、「
社
会
主
義
者
」
と
い
う
立
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場
の
存
在
―
―
「
以
前
な
ら
実
在
論
者
か
唯
名
論
者
、
カ
ン
ト
派
か
ヘ
ー
ゲ
ル
の
支
持
者
、
法
哲
学
者
か
歴
史
学
派
の
人
、
と
い
う

言
い
方
が
あ
っ
た
よ
う
に
」
―
―
、
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
事
象
を
論
じ
る
多
数
の
新
聞
に
よ
る
社
会
的
意
識
の
拡
大
で
あ
っ

た
。(S.

9.)

こ
う
し
た
新
事
態
の
進
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
家
だ
け
で
な
く
「
学
問
で
さ
え
そ
れ
へ
の
準
備
を
ほ
と
ん
ど
し
て

い
な
か
っ
た
」(S.

10.)

し
、
本
来
外
的
生
活
に
先
行
す
べ
き
「
学
問
は
、
い
ま
に
至
る
ま
で
み
ず
か
ら
の
課
題
に
ま
だ
こ
た
え
て

い
な
い
」(S.

23.)
。
い
ま
こ
そ
、「
あ
ら
ゆ
る
面
で
わ
れ
わ
れ
を
取
り
囲
ん
で
い
る
社�

会�

の
思
想
」
を
明
確
に
把
握
し
て
、「
生
活

と
学
問
の
中
で
」
そ
れ
を
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と(S.

10.)

。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
の
も
と
で
ド
イ
ツ
教

養
市
民
層
の
立
場
を
代
弁
し
た
現
実
主
義
者
モ
ー
ル
に
と
っ
て
は
、「
社
会
の
正
し
い
把
握
」
に
よ
っ
て
学
問
上
の
こ
の
欠
陥
を
早

急
に
是
正
し
補
う
こ
と
は
、
二
重
の
意
味
で
必
要
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
国
家
学
の
理
論
と
実
践
の
さ
ら
な
る
拡
充
の
た
め
に
、
そ

し
て
第
二
に
、
と
り
わ
け
「
社�

会�

の�

問
題G

esellschaftsfrage

」
に
対
応
す
る
た
め
の
正
し
い
諸
原
理
を
獲
得
し
、「
社
会
革
命
家

た
ち
の
諸
命
題
」
の
中
の
誤
り
と
真
理
と
を
弁
別
し
て
「
内
乱B

ürgerkrieg

」
を
回
避
す
る
と
い
う
、「
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
の
時
代

に
と
っ
て
実
践
的
な
価
値
の
最
も
高
い
も
の
」の
達
成
の
た
め
に
も
、
そ
れ
は
不
可
避
の
課
題
だ
と
思
わ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、「
も

し
共
産
主
義
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
旗
が
実
際
に
掲
げ
ら
れ
て
し
ま
え
ば
、
殺
到
す
る
群
衆
を
」「
正
し
い
概
念

規
定
」
や
「
社
会
の
諸
学
問
」
で
「
撃
退
で
き
る
」
わ
け
が
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。(S.

24ff.)

固
有
の
考
察
対
象
と
し
て
の
「
社
会
」
の
認
識
が
、
旧
来
の
学
問
枠
組
へ
の
反
省
を
う
な
が
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
点
を
、
モ
ー

ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。
―
―
こ
れ
ま
で
の
「
政
治
的
学
問die

politische
W

issenschaften

」
の
唯
一
の
対
象
は
国
家
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
そ
の
視
野
に
あ
っ
た
も
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
個
人
（
国
家
構
成
員
）
と
全
体
（
国
家
）
で
あ
っ
た
。「
こ
の
両
者
の
あ

い
だ
に
、
そ
れ
ら
か
ら
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
、
な
お
一
つ
の
広
大
な
領
域
が
丸
々
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
誰
も
思
い
至
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ら
な
か
っ
た
。」「
人
々
が
国
家
と
そ
の
命
令
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
直
接
的
な
必
要
の
一
致
に
よ
っ
て
、
個
別
的
で
は

あ
る
が
十
分
に
強
力
な
利
害Interessen

に
よ
っ
て
集
合
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
有
機
体
や
生
活
圏
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
、
誰
も
注
意
を

払
わ
な
か
っ
た
。」(S.

12f.)

た
と
え
ば
、「
あ
る
種
の
諸
民
族
の
ば
あ
い
に
は
諸
身
分Stände

の
強
力
な
存
在
が
」、
国
家
と
は
異

な
る
独
自
の
「
法
的
、
道
徳
的
、
地
理
的
、
歴
史
的
な
諸
関
係
」
を
明
示
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
人
は
こ
の
有
機
体
を
そ

の
全
本
質
に
お
い
て
把
握
す
る
必
要
も
感
じ
な
か
っ
た
し
、
国
家
の
ほ
か
に
一
般
に
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
諸
状
態Z

ustände

―
―

人
々
の
社
交
生
活
の
本
質
的
な
構
成
要
素
を
な
し
、
一
方
で
は
諸
個
人
と
、
他
方
で
は
公
式
の
国
家
と
関
係
し
な
が
ら
、
そ
の
両
者

と
は
異
な
る
諸
状
態
―
―
が
存
在
す
る
と
い
う
普
遍
的
な
発
見E

ntdeckung

へ
と
論
理
的
に
導
か
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。」(S.

14.)

そ
れ
は
、
モ
ー
ル
自
身
の
自
己
反
省
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
「
怠
慢
」
と
い
う
点
で
「
わ
た
く
し
は
同
じ
誤
り
を
犯
し

た
か
ら
、
自
分
も
同
様
に
そ
の
責
め
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」(S.

13.)

と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
モ
ー
ル
が
「
社
会
」
の
「
発
見
」
に
つ
い
て
論
じ
た
と
き
、「
自
然
学N

aturw
issenschaften

」
に
お
け
る
新
発
見

と
「
政
治
的
学
問
」
に
お
け
る
新
思
想
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。「
人
間
の
思
想
と
行
為
を
取
り
扱
う
学
問
、
と
り
わ
け
政
治
的
学

問
」
に
お
い
て
は
、「
新
し
い
重
要
な
思
想
は
は
る
か
に
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
」
し
、
そ
れ
ら
は
「
実
際
の
、
ま
た
は
数
学
的
な
立

証
が
不
可
能
で
あ
る
」
う
え
に
、「
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
権
利
、
利
益
、
情
念
と
衝
突
す
る
」
か
ら
、「
し
ば
し
ば
長
い
間
あ
か
ら
さ
ま

の
反
対
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
黙
殺
に
あ
う
」、
と
。(S.

4.)

し
か
し
い
ま
、
モ
ー
ル
は
「
人
間
の
共
同
生
活
の
現
実
」
か
ら
、
三
つ
の
異
な
っ
た
「
状
態
」
を
抽
出
す
る
。(S.

28ff.)

す
な

わ
ち
、
第
一
に
「
個�

�々

の�

諸�

人�

格�

」
と
そ
の
相
互
関
係
、
第
二
に
「
諸
人
格
を
一
つ
の
統
一
体
へ
と
結
び
つ
け
て
い
る
諸
制
度
の
有

機
体
」
つ
ま
り
国
家
（
お
よ
び
各
人
格
に
対
す
る
そ
の
関
係
）、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
正
し
く
自
覚
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
第
三
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の
状
態
。
こ
の
最
後
の
も
の
は
、
一
国
内
に
併
存
す
る
部
族
や
種
族
、
特
定
の
家
族
の
特
権
の
世
襲
的
承
認
（
世
襲
貴
族
）、
職
業

上
の
仕
事
（
カ
ー
ス
ト
制
の
よ
う
に
世
襲
制
と
結
び
つ
い
た
も
の
も
含
む
）、
所
有
（
土
地
お
よ
び
動
産
、
富
裕
層
・
中
間
階
級
・

貧
民
と
く
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
）、
一
定
居
住
地
で
の
共
同
的
生
活
（
ゲ
マ
イ
ン
デ
生
活
）、
そ
し
て
宗
教
、
と
い
う
六
つ
の
原
因
性
に

代
表
さ
れ
る
「
社
会
的
組
織
形
態gesellschaftliche

G
estaltungen

」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
労
働
と
所
有
」
と
い
う
要
因
で
み
れ

ば
、
さ
ら
に
労
働
者
、
企
業
家
、
資
本
家
、
大
地
主
、
小
作
人
、
小
自
営
業
者
な
ど
の
協
同
体
が
分
出
さ
れ
る
。(S.

35-41,
49-51.)

こ
れ
ら
の
原
因
性
に
共
通
す
る
最
も
本
質
的
な
特
徴
と
し
て
モ
ー
ル
が
注
目
し
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
「
大
き
な
共
通
の
利
害
か
ら
自

然
に
生
ま
れ
る
」
と
い
う
点
、
つ
ま
り
利
害
の
共
通
性
と
協
同
性
（
仲
間
関
係
）
で
あ
る
。(S.

45.)

そ
こ
か
ら
「
同
じ
習
慣
・
風

習
・
感
情
」(S.

36.)

、「
共
通
の
強
固
な
意
識
」
や
「
共
通
性
の
感
情
」
と
、「
仲
間
で
な
い
人
々
と
の
区
別
」(S.

42.)

が
生
じ
る
。

こ
の
第
三
の
状
態
を
右
の
第
一
の
状
態
（
個
々
の
人
格
）
と
対
比
す
れ
ば
、
元
来
「
人
は
ま
っ
た
く
孤
立
し
て
生
き
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
か
ら
他
者
と
の
関
係
を
も
つ
が
、「
諸
人
格
の
生
活
の
本
質
は
自
己
へ
の
利
己
的
な
回
帰
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
自
然

成
長
的
な
協
同
体G

enossenschaften

の
本
質
は
拡
張
と
共
同
性G

em
einschaftlichkeit

で
あ
る
。」(S.

46.)

ま
た
、
第
二
の
状

態
（
国
家
）
と
の
対
比
に
お
い
て
は
、
国
家
活
動
は
つ
ね
に
「
民
族
に
お
け
る
統
一
理
念
」
と
「
法
律
」
と
に
も
と
づ
く
の
に
対
し

て
、「
特
殊
利
害
に
由
来
す
る
協
同
体
」
は
、「
断
片
的
な
生
活
目
的
の
み
」
を
め
ざ
し
、「
国
家
と
そ
の
意
志
か
ら
は
ま
っ
た
く
独

立
し
て
、
た
だ
あ
る
特
定
の
事
実
に
対
す
る
人
々
の
自
然
的
な
諸
関
係
か
ら
の
み
」生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
モ
ー
ル
は
、「
み

ず
か
ら
組
織
化
す
る
権
利das

R
echt

zu
einer

eigenen
O

rganisation
」
は
ど
ん
な
団
体
に
も
あ
る
、
と
認
め
る
。(S.

47ff.)

こ
う
し
て
こ
の
第
三
の
状
態
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
利
害
協
同
体Interessen-G

enossenschaften

」
が
、
諸
個
人
の
人
格

状
態
と
も
国
家
の
統
一
性
と
も
異
な
る
「
固�

有�

の�

人
間
関
係
」
を
形
づ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
指
し
て
言
う
た
め
に
「
人
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は
社�

会�

G
esellschaft

と
い
う
単
語
を
選
ん
だ
。」
こ
の
呼
称
は
最
適
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、「
す
で
に
普
通
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
全
言
語
で
受
容
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
新
た
な
混
乱
を
生
み
か
ね
な
い
」、
と
い
う
の
が
モ
ー
ル
の

立
場
で
あ
っ
た
。「
し
た
が
っ
て
、
社�

会�

的�

な�

諸
生
活
圏gesellschaftliche

L
ebenskreise

は
、
あ
る
特
定
の
利
害
か
ら
生
ま
れ
る

個
々
の
自
然
的
な
協
同
体
で
あ
り
、
そ
れ
が
形
式
的
に
整
序
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
は
問
題
で
は
な
い
。
社�

会�

的�

な�

状
態
は
、
そ

の
よ
う
な
強
力
な
利
害
が
ま
ず
そ
の
参
与
者
に
、
し
か
し
つ
ぎ
に
間
接
的
に
は
そ
の
仲
間
で
は
な
い
人
々
に
も
も
た
ら
す
諸
結
果
で

あ
る
。
最
後
に
、
社�

会�

と
は
、
た
と
え
ば
国
家
や
大
陸
の
よ
う
な
あ
る
特
定
の
範
囲
内
に
実
際
に
存
在
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
社
会
的

組
織
形
態
の
総
体
で
あ
る
。」(S.

49.)

そ
し
て
、
こ
の
「
社
会
」
の
多
様
性
、「
社
会
的
な
生
活
圏
」
の
数
と
種
類
の
多
様
性
は
、

利
害
の
多
様
さ
・
強
弱
・
相
互
錯
綜
性
に
起
因
し
て
い
る
が
、
利
害
の
多
様
性
の
ゆ
え
に
一
人
の
人
間
が
多
層
的
に
同
時
に
さ
ま
ざ

ま
な
「
協
同
体
」
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
利
害
の
共
通
性
（
た
と
え
ば
「
工
場
で
働
く
人
々
」
の
共
通
の
属
性
）
は
国
境

を
越
え
る
か
ら
「
協
同
体
」
の
範
囲
は
政
治
的
制
約
を
う
け
な
い
と
い
う
点
も
、「
社
会
」
に
お
け
る
大
き
な
特
色
な
の
で
あ
る
。

(S.44.)三

こ
の
よ
う
に
個
人
お
よ
び
国
家
か
ら
区
別
さ
れ
る
「
利
害
協
同
体
」
の
総
体
と
し
て
、「
社
会
は
固
有
の
人
間
関
係
で
あ
る
」

と
認
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
社
会
」
は
、
国
家
と
区
別
さ
れ
る
も
の
と
は
い
え
、
利
害
の
共
通
性
と
協
同
性
で
結
ば
れ

た
、
多
様
に
併
存
す
る
各
種
の
中
間
諸
団
体
と
そ
れ
ら
の
全
体
を
指
し
て
お
り
、「
社
会
」
と
い
う
語
が
一
般
に
想
起
さ
せ
る
自
立

し
た
均
一
の
自
由
な
市
民
か
ら
構
成
さ
れ
る
単
一
の
市
民
社
会
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
隔
た
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
「
諸
生
活

圏
」
と
し
て
の
諸
団
体
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
社
会
の
多
層
的
併
存
状
況
の
存
在
自
体
を
十
九
世
紀
半
ば
の
近
代
化
の
さ
な

か
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ー
ル
は
、
そ
の
「
社
会
」
の
本
質
、
そ
の
成
立
と
発
展
を
制
約
す
る
諸
法
則
、
そ
の
存
在
が
そ
の
参
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与
者
と
外
部
生
活
圏
と
に
も
た
ら
す
諸
帰
結
な
ど
に
か
ん
す
る
「
独�

自�

の�

学�

問�

的�

解
釈
の
可�

能�

性�

」
を
提
起
し
て
、(S.

52)

上
述

の
よ
う
に
固
有
の
「
社
会
学
」
の
体
系
を
構
想
し
た
。「
個
人
人
格
」
学
と
も
「
国
家
」
学
と
も
異
な
る
「
社
会
」
学
の
樹
立
は
、

研
究
対
象
の
特
化
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
素
材
へ
の
専
念
、
と
り
わ
け
国
家
学
と
社
会
学
と
の
分
業
を
可
能
に
し
、「
国
家
が

行
政
官
吏
の
知
識
に
要
求
す
る
も
の
」
に
つ
い
て
も
、「
法
律
家
と
行
政
官
と
の
完
全
な
分
業
」
に
よ
っ
て
、
行
政
官
を
「
不
必
要

な
法
知
識
の
過
大
な
負
担
か
ら
解
放
す
る
」
と
い
う
「
歓
迎
す
べ
き
」
結
果
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。(S.

53ff.)

モ
ー
ル
の
「
社
会

学
」
構
想
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
・
教
育
政
策
的
な
展
望
を
も
含
ん
で
い
た
こ
と
は
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
本
稿

の
文
脈
で
格
別
の
留
意
を
求
め
ら
れ
る
の
は
、
国
家
学
者
モ
ー
ル
に
よ
る
社
会
学
の
観
点
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
個
人
」
ベ
ー
ス
の

「
国
民
経
済
学
」
に
お
け
る
本
質
的
限
界
に
対
す
る
認
識
を
基
礎
づ
け
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

新
た
に
「
社
会
学
」
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
私
法
と
公
法
に
振
り
分
け
の
で
き
な
い
境
界
領
域
に
「
社
会
法
学G

esellschafts-

R
echtsw

issenschaft

」
の
分
野
を
用
意
し
、
ま
た
、
社
会
関
係
に
お
け
る
道
徳
的
側
面
を
扱
う
「
社
会
道
徳
学G

esellschafts-

Sittenlehre

」
を
生
み
出
す
が(S.

59ff.)

、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
社
会
的
生
活
圏
」
に
よ
る
目
的
達
成
に
向
け
た
行
為
の
仕
方
、

つ
ま
り
「
賢
明
さK
lugheit

と
合
目
的
性Z

w
eckm

ässigkeit

の
観
点
」
に
か
か
わ
る
「
社
会
の
合
目
的
性
論G

esellschafts-

Z
w

eckm
ässigkeitslehre

（
社
会
的
政
治
学sociale

Politik)
」
あ
る
い
は
「
社
会
の
政
治
学Politik

der
G

esellschaft

」
も
社
会
学

の
不
可
欠
の
構
成
要
素
と
し
て
成
立
し(S.

61f.)

、
そ
れ
は
目
的
達
成
手
段
の
賢
明
な
調
達
に
か
か
わ
る
い
じ
ょ
う
、「
国�

民�

経�

済�

学�

V
olksw

irthschaftslehre

」
と
の
関
係
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
モ
ー
ル
に
し
た
が
え
ば
、「（
ド
イ
ツ
の
学
問
の
意
味
で

の
）
純
粋
国
民
経
済
学
〔
つ
ま
り
経
済
理
論
〕
は
、
固
有
の
社
会
的
な
生
活
を
想
定
し
な
け
れ
ば
、
学
問
の
体
系
の
中
で
論
理
的
に

正
当
な
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
は
っ
き
り
と
国
家
の
外
部
に
そ
の
対
象
を
と
ら
え
る
学
問
を
、
な
お

―１３８（４７）―

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
然
法
論
と
「
社
会
」
の
発
見



国
家
学
に
入
れ
よ
う
と
す
る
の
は
自
己
矛
盾
で
あ
る
か
ら
だ
。」(S.

62.)

し
た
が
っ
て
、「
国
民
経
済
学
（
狭
義
のN

ational-

O
ekonom

ie)

は
国
家
学
に
は
含
ま
れ
な
い
。」(S.

14.)

し
か
し
本
来
、
国
民
経
済
学
は
、「
労
働
と
所
有
を
核
心
と
す
る
、
最
重
要

で
ど
こ
に
で
も
存
在
し
て
い
る
社
会
的
組
織
形
態
の
一
部
分
」
を
扱
う
か
ら
、「
社
会
の
政
治
学G

esellschafts-Politik

の
中
に
位

置
を
占
め
る
。」
だ
が
、
国
民
経
済
学
に
お
け
る
「
財
の
性
質
、
そ
の
生
産
、
分
配
、
消
費
に
か
ん
す
る
論
究
の
大
半
」
は
「
個
々

の
人
格
に
か
ん
し
て
」
な
さ
れ
て
お
り
、
社
会
的
組
織
形
態
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。「
社
会
の
政
治
学
」
の
方
は
「
諸
個
人
の
共

同
的
な
経
済
関
係
を
対
象
と
す
る
。」
し
た
が
っ
て
論
理
的
に
考
え
れ
ば
、
国
民
経
済
学
は
主
体
に
よ
っ
て
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、「
人
格
学
で
は
自
然
お
よ
び
他
の
諸
人
格
に
対
す
る
個
人
の
財
関
係
に
か
ん
す
る
理
論
が
、
社
会
学
で
は
自
然
的
な
諸

協
同
体
の
経
済
的
側
面
に
か
ん
す
る
理
論
が
、
そ
れ
ぞ
れ
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」(S.

62f.)

た
し
か
に
、「
個
人
の
経
済
的
利
益
と
社
会
の
そ
れ
と
は
敵
対
関
係
に
あ
る
と
い
う
、
あ
の
大
胆
で
危
険
な
改
革
者
た
ち
の
訴
え

の
理
由
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
国
民
経
済
学
が
そ
れ
を
認
め
ず
、
阻
止
し
よ
う
と
も
し
て
い
な
い

か
ら
、
無
情
で
鈍
感
だ
と
非
難
し
て
い
る
。」
こ
う
し
た
対
立
を
「
調
停
」
し
、
誤
り
を
た
だ
す
に
は
、「
諸
個
人
の
経
済
に
関
す
る

理
論
と
社
会
の
経
済
状
態
に
か
ん
す
る
理
論
と
を
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
探
究
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。」
イ
ギ
リ
ス
人

や
フ
ラ
ン
ス
人
が
拒
否
し
て
い
る
「
わ
れ
わ
れ
の
三
分
割
」、
す
な
わ
ち
「
純
粋
経
済
学
」（
経
済
理
論
）
と
国
家
生
活
分
野
に
あ
た

る
「
国
民
経
済
育
成
」（「
経
済
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」
な
い
し
経
済
政
策
）
お
よ
び
「
国
家
経
済
学
」（
財
政
学
）
と
い
う
区
分
は
、
そ
れ

自
体
と
し
て
な
お
存
続
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
政
治
的
学
問
の
体
系
」
に
お
い
て
は
、「
人
格
学
に
属
す
る
部
分
」
と
「
社
会
の

政
治
学
に
含
ま
れ
る
部
分
」
と
が
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。(S.

64.)

こ
う
し
て
モ
ー
ル
は
、「
固
有
の
社
会
的
な
生
活
を
想
定
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
活
動
の
主
体
と
し
て
「
個
人
」
と
は
別
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に
「
自
然
的
な
諸
協
同
体
」
を
設
定
す
る
必
要
性
を
説
い
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
国
民
経
済
学
」
へ
の
限
界
認
識
は
、「
社
会
」

と
い
う
「
き
わ
め
て
重
要
な
生
活
圏
の
承
認
」
に
よ
っ
て
、「
国
家
を
ア
ト
ム
的
な
諸
個
人
の
総
和ein

A
ggregat

atom
istischer

E
inzelner

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
ど
ん
な
修
正
を
ほ
ど
こ
し
て
も
永
久
に
不
可
能
に
な
っ
た
」(S.

67.)

と
い
う
モ
ー
ル
の
判

定
、「
純
粋
経
済
学
」
の
方
法
論
的
基
礎
（
と
く
に
ラ
ウ
が
ス
ミ
ス
か
ら
抽
出
し
た
、
利
己
的
な
諸
個
人
の
関
係
を
因
果
関
係
で
擬

似
自
然
法
則
的
に
説
明
す
る
方
法
の
前
提
を
な
す
人
間
・
社
会
観
、
そ
し
て
い
っ
そ
う
典
型
的
に
は
ベ
ン
タ
ム
の
功
利
主
義
が
体
現

し
て
い
た
方
法
論
的
個
人
主
義
）
の
否�

定�

を
含
意
す
る
判
定
と
、
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
モ
ー
ル
の
「
鳥
瞰
」
に

し
た
が
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
社
会
」
の
認
定
は
こ
れ
ま
で
の
国
家
学
に
甚
大
な
「
変
化
」
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
「
一
般
国
家
論
」
に
お
い
て
は
、「
人
間
の
社
会
的
な
分
節
構
成G

liederung

の
多
様
性
と
分
岐
状
況
」
は
、「
国
家
に
お
け
る

国
民
生
活
の
一
体
性
と
い
う
特
徴
を
、
以
前
よ
り
は
る
か
に
強
く
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
に
な
る
」
し
、「
国
家
目
的
」
の
拡
大
と

「
生
活
目
的
」
の
明
瞭
化
（「
最
重
要
の
諸
利
害
に
結
び
つ
い
た
結
晶
化
」）
が
進
展
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
国
家
成
立
論
で
は
、「
自

由
な
合
意
に
よ
る
国
家
設
立
」
を
説
く
契
約
説
へ
の
経
験
主
義
的
非
難
に
対
し
て
、「
人
間
の
自
由
な
意
志
の
権
利
を
守
る
」
と
い
う

「
決
定
的
な
利
益
」
が
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
国
法
学
の
分
野
で
は
、「
教
会
に
対
す
る
国
家
の
関
係
、
団
体
法V

ereinsrecht

、

営
業
と
り
わ
け
工
場
制
度
の
組
織
」
な
ど
、
新
た
に
「
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
組
織
形
態
」
の
法
関
係
が
成
立
し
、
そ
こ
で
の
国
家
規

制
の
あ
り
方
が
論
点
と
し
て
浮
上
す
る
だ
ろ
う
。(S.

67ff.)

四

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
社
会
」
認
識
の
意
義
と
波
及
力
と
へ
の
展
望
を
た
ず
さ
え
つ
つ
、
モ
ー
ル
は
、
文
献
史
家
ら
し

く
、「
社
会
」
の
固
有
性
を
認
識
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
「
誤
り
」
を
、
著
述
家
た
ち
の
諸
文
献
の
簡
明
な
大
観
を
と

お
し
て
例
示
し
て
い
る
。
ル
ソ
ー
は
、「
社
会
」
契
約
を
論
じ
な
が
ら
、
国
家
形
成
を
「
直
接
諸
個
人
の
意
志
か
ら
」
説
明
し
た
と
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い
う
意
味
で
、「
社
会
の
思
想
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
た
」
し
、「
カ�

ン�

ト�

と
、
か
れ
の
多
数
の
、
こ
れ
ほ
ど
長
く
専

一
支
配
し
て
き
た
信
奉
者
た
ち
」
も
、
個
人
と
国
家
し
か
想
定
し
て
い
な
い
。
シ
ュ
タ
ー
ル
は
、「
国
家
の
構
成
要
素
」
と
し
て
ゲ

マ
イ
ン
デ
、
諸
身
分
、
仲
間
組
織
を
と
ら
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
国
家
に
従
属
さ
せ
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
と
は
逆
に
「
社
会
は
国

家
の
た
め
に
奉
仕
す
る
手
助
け
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
し
、「
社
会
と
い
う
大
き
な
自
立
し
た
概
念
は
ま
っ
た
く
探
求
さ
れ
て
い
な

い
」。(16f.)
そ
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ば
あ
い
に
は
、
そ
の
「〈
市
民
社
会
〉
は
現
実
の
生
活
で
は
な
い
し
、
国
家
の
外
に
あ
る
有
機
体

で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
学
派
の
哲
学
全
体
で
想
定
さ
れ
た
手
続
き
を
用
い
て
、
正
・
反
を
つ
う
じ
て
和
解
に
至
る
た
め
に
な
さ

れ
る
一
つ
の
論
理
的
手
順
の
一
部
分
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。」
そ
こ
で
の
「
社
会
」
と
は
、「
人
間
共
同
体
に
対
す
る
、
ま
だ
幾
重
に

も
野
蛮
で
実
利
本
位
に
不
正
な
諸
要
求
の
体
系
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
そ
の
浄
化
と
補
正
に
国
家
が
指
名
さ
れ
て
い
る
」。
し

た
が
っ
て
、「
た
ん
に
形
式
的
な
手
続
き
の
た
め
に
、
現
実
の
客
観
的
な
性
質
が
ま
っ
た
く
排
除
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
す
ぐ
そ
ば
に

あ
る
真
理
が
不
自
然
に
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。」(S.

18.)

こ
れ
に
対
し
て
、「
社
会
の
概
念
」の
鮮
明
化
に
貢
献
し
た
著
作
群
と
し
て
、
モ
ー
ル
は
つ
ぎ
の
二
種
類
を
挙
げ
る
。
第
一
は
、「
現

在
の
社
会
の
変
革
」
を
め
ざ
す
「
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
、
社
会
主
義
者
、
共
産
主
義
者
」
の
著
作
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
「
平
等
の

原
理
」
に
立
ち
、「
現
在
の
社
会
の
経
済
的
側
面
」
を
「
個
人
の
世
襲
財
産
と
自
由
な
売
り
込
み
競
争
の
シ
ス
テ
ム
」
と
と
ら
え
、

そ
れ
に
由
来
す
る
「
社
会
構
成
員
の
多
数
者
の
苦
悩
」
を
克
服
す
る
た
め
に
諸
改
革
を
提
案
し
て
お
り
、
学
問
的
課
題
の
解
決
の
た

め
に
も
お
お
い
に
刺
激
や
示
唆
を
与
え
て
い
る
の
だ
が
、
経
済
関
係
を
偏
重
す
る
「
ま
っ
た
く
狭
い
、
し
た
が
っ
て
誤
っ
た
観
点
」

に
よ
る
制
約
が
明
白
で
あ
る
。(S.

19f.)

第
二
は
、「
み
ず
か
ら
実
践
活
動
を
お
こ
な
う
意
図
は
も
た
ず
に
、
生
活
と
文
献
に
お
け

る
新
現
象
を
客
観
的
・
学
問
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
、
い
ま
だ
少
数
の
試
み
」
で
あ
り
、
こ
の
点
で
モ
ー
ル
が
と
く
に
留
意
し
た
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の
は
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
（
フ
ォ
ン
・
）
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ア
ー
レ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

モ
ー
ル
は
、
す
で
に
一
八
四
三
年
一
月
に
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
『
一
般
新
聞
』
上
で
「
社
会
主
義
と
共
産
主
義
」
に
つ
い
て
論
じ

て
、
こ
の
「
不
気
味
な
問
題
」
へ
の
読
者
の
注
意
を
喚
起
し
た
さ
い
、
そ
の
前
年
秋
に
出
版
さ
れ
た
シ
ュ
タ
イ
ン
の
デ
ビ
ュ
ー
作

『
こ
ん
に
ち
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
主
義
と
共
産
主
義
』
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
風
」
の
用
語
法
へ
の
拒
否
感
を
隠

さ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、「
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
重
要
な
著
作
」
と
し
て
「
推
薦
」
し
て
い
（
６５
）

た
し
、
モ
ー
ル
が
「
社
会
学
と
国
家

学
」
を
書
い
た
前
年
の
一
八
五
〇
年
に
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
右
の
著
作
の
第
三
版
に
相
当
す
る
新
著
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
運
動
史
』
が

公
刊
さ
れ
て
い
た
。
五
一
年
の
モ
ー
ル
の
評
価
に
し
た
が
え
ば
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
四
二
年
の
作
品
に
よ
っ
て
、「
社
会
運
動
の
最

も
才
気
あ
ふ
れ
た
観
察
者
に
し
て
注
釈
者
と
い
う
名
声
を
、
疑
い
も
な
く
永
久
に
獲
得
し
た
し
、
社
会
の
思
想
を
学
問
的
に
把
握
し

発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
か
れ
の
努
力
は
、
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
出
発
点
で
あ
り
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
社
会
の
中
に
、
本
質
的
に
は
、
労
働
に
向
け
ら
れ
所
有
の
体
系
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
た
関
係
だ
け
し
か
見
な
い
と
い

う
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。」
五
〇
年
の
新
著
で
は
、
か
れ
は
た
し
か
に
社
会
に
か
ん
す
る
見
方
を
「
お
お
い
に
拡
張
し
た

が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
完
全
に
自
由
な
見
地
に
は
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
。
…
…
シ
ュ
タ
イ
ン
は
わ
れ
わ
れ
に
完
全
な
真
理
を
開
示

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
か
れ
の
あ
ま
り
に
も
狭
い
社
会
の
概
念
か
ら
し
て
、
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。」(S.

21f.)

―
―
こ
う
し
て
モ
ー
ル
は
、
自
分
よ
り
十
六
歳
若
い
シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら
、
た
し
か
に
フ
ラ
ン
ス
の
「
社
会
主
義
」（
サ
ン
‐
シ

モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
、
ラ
ム
ネ
、
ル
ル
ー
、
プ
ル
ー
ド
ン
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
な
ど
）
お
よ
び
「
共
産
主
義
」（
バ
ブ
ー
フ
）
の
実
相
、

そ
し
て
「
国
家
」
と
は
区
別
さ
れ
た
「
社
会
」
と
い
う
概
念(société)
を
学
ん
だ
と
は
い
え
、「
社
会
」
を
も
っ
ぱ
ら
所
有
と
獲
得

を
め
ぐ
る
利
害
の
運
動
の
場
と
と
ら
え
た
シ
ュ
タ
イ
ン
の
経
済
一
元
論
的
視
角
と
ヘ
ー
ゲ
ル
的
思
弁
は
、
多
元
的
・
重
層
的
な
「
諸
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生
活
圏
」
に
お
け
る
生
活
目
的
・
手
段
関
係
を
展
望
し
よ
う
と
し
て
い
た
モ
ー
ル
の
実
務
的
な
発
想
と
は
容
易
に
相
容
れ
ぬ
も
の
で

あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
に
か
ん
す
る
モ
ー
ル
の
評
価
は
い
っ
そ
う
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
で
あ
り
、
し
か
も
一
歩
踏
み
込
ん
だ
批
判

は
、
多
元
的
社
会
構
成
の
と
ら
え
か
た
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
両
者
の
あ
い
だ
で
断
続
的
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
精
神
的
交
流
史

の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
「
完
全
な
広
い
社
会
の
概
念
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
お

お
い
に
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
か
れ
は
最
新
の
著
作
に
お
い
て
、
以
前
に
は
社
会
と
比
べ
て
国
家
に
は
た
ん
な
る

治
安
と
い
う
狭
く
み
す
ぼ
ら
し
い
任
務
だ
け
を
割
り
当
て
て
い
た
の
を
や
め
て
、
よ
り
正
し
く
内
容
豊
か
な
概
念
へ
移
行
し
た
と
い

う
点
で
、
大
き
く
進
歩
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
と
く
に
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
ア
ー
レ
ン
ス
の
「
最
新

の
著
作
」
と
は
、
こ
の
前
年
、
つ
ま
り
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
運
動
史
』
と
同
じ
一
八
五
〇
年
に
出
た
『
哲
学
的
・
人
類

学
的
根
拠
に
も
と
づ
く
有
機
的
国
家
論
』
を
指
し
て
い
る
。
だ
が
、
モ
ー
ル
の
評
価
は
手
加
減
は
し
な
い
。「
し
か
し
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
か
れ
の
議
論
を
も
っ
て
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
目
標
か
ら
ま
だ
遠
い
。」
か
れ
の
結
論
は
「
間
違
っ
た
も
の
、
ま
ぎ
ら

わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
人
間
の
生
活
諸
目
的
が
、
不
可
欠
の
社
会
形
成
諸
力
で
あ
る
こ
と
を
非
常
に
鋭
く

立
証
し
た
あ
と
で
、
人
間
の
共
同
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
を
列
挙
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
ま
さ
に
社
会
を
抜
か
し
て
し
ま

っ
て
お
り
、
む
し
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
分
節
組
織
の
核
心
を
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
に
と
っ
て
の
目
的
の
束
と
し
て
描
き
出
し
て
い

る
。」(S.

22.)

そ
の
『
有
機
的
国
家
論
』
を
見
る
と
、
た
し
か
に
ア
ー
レ
ン
ス
は
、「
人
間
社
会
の
有
機
体
全
体
」
を
「
主
体
・
人
格
的
な
分
節

組
織
」
と
「
対
象
・
目
的
的
な
分
節
組
織
」
と
い
う
二
種
類
の
系
列
に
区
分
し
た
う
え
で
、
両
系
列
の
単
純
な
組
み
合
わ
せ
を
図
示
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し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
体
と
し
て
は
、
人
類
連
合
、
国
際
的
連
合
、
国
民
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
、
家
族
、
個
人
、
以
上
の
六
つ
、
対
象

な
い
し
目
的
と
し
て
は
、
宗
教
、
道
徳
、
学
問
、
教
育
、
芸
術
（
美
）、
産
業
（
農
業
と
工
業
）、
法
、
以
上
の
七
つ
で
あ
り
、
六
つ

の
主
体
の
そ
れ
ぞ
れ
が
七
つ
の
目
的
対
象
を
も
つ
と
想
定
さ
れ
て
（
６６
）

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
こ
で
は
、
主
体
の
側
に
は
ゲ
マ
イ
ン

デ
以
外
に
は
中
間
団
体
は
存
在
し
な
い
た
め
、
モ
ー
ル
か
ら
す
れ
ば
、
七
つ
の
諸
目
的
を
追
求
す
る
肝
心
の
「
社
会
」
的
諸
団
体
が

見
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、「
か
れ
は
自
分
の
成
果
を
あ
げ
た
途
端
に
、
ま
さ
に
そ
れ
を
自
分
で
こ
な

ご
な
に
粉
砕
し
て
、
こ
れ
を
別
の
物
の
中
へ
投
げ
入
れ
て
か
き
乱
し
て
い
る
」(S.

22f.)

と
、
モ
ー
ル
は
ア
ー
レ
ン
ス
の
構
想
を
批

判
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ア
ー
レ
ン
ス
以
外
の
若
干
の
作
品
を
含
め
て
、「
社
会
」
に
つ
い
て
は
「
現
在
ま
で
学
問
は
そ
の

課
題
に
応
え
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が
、
モ
ー
ル
の
こ
こ
で
の
結
論
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
モ
ー
ル
自
身
は
上
述
の
よ
う
に
、

部
族
・
種
族
、
世
襲
貴
族
、
職
業
、
所
有
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
、
宗
教
、
と
い
う
六
つ
の
原
因
性
に
も
と
づ
く
「
社
会
的
組
織
形
態
」
と

い
う
概
念
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
の
特
質
を
利
害
の
共
通
性
と
協
同
性
（
仲
間
関
係
）
に
見
い
だ
し
て
、「
断
片
的
な
生
活
目
的
」
を

め
ざ
す
自
生
的
な
「
利
害
協
同
体
」
と
し
て
「
社
会
」
を
定
義
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
モ
ー
ル
の
そ
う
し
た
「
社
会
」
へ

の
関
心
は
、
以
上
の
よ
う
な
評
価
と
批
判
の
言
説
か
ら
、
と
く
に
ア
ー
レ
ン
ス
の
「
生
活
諸
目
的
」
に
も
と
づ
く
「
社
会
」
形
成
論

と
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
所
有
と
獲
得
を
め
ぐ
る
利
害
運
動
論
か
ら
の
刺
激
に
よ
っ
て
熟
成
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

（
６７
）

る
。こ

の
論
説
「
社
会
学
と
国
家
学
」
の
四
年
後
に
、
初
出
諸
論
説
を
す
べ
て
丹
念
に
改
訂
し
た
論
文
集
『
国
家
学
の
歴
史
と
文
献
』

第
一
巻
を
公
刊
し
た
際
、
モ
ー
ル
は
そ
の
第
一
論
説
に
右
の
五
一
年
論
説
を
「
国
家
学
と
社
会
学
」
と
前
後
倒
置
・
改
題
し
て
据
え
、
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つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ク
ラ
ウ
ゼ
の
哲
学
の
傑
出
し
た
弟
子
〔
ア
ー
レ
ン
ス
〕
は
、
す
で
に
以
前
の
著
作
に
お
い
て
、
自

発
的
な
諸
社
会
〔
諸
団
体
〕G

esellschaften

と
結
社
の
権
利
〔
団
体
法
〕V
ereinigungsrecht

に
、
国
家
の
中
の
ま
っ
た
く
固
有
の
、

き
わ
め
て
重
要
な
地
位
を
認
め
て
い
た
、
た
だ
し
、
も
し
か
し
た
ら
実
行
可
能
性
と
い
う
点
で
は
全
面
的
に
正
し
い
と
は
い
え
な
い

も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。
そ
の
ご
、
か
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
現
在
の
と
こ
ろ
は
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
、
新
し

い
著
作
で
は
、
さ
ら
に
大
き
く
進
歩
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
と
に
か
く
、
か
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
機
的
な
生
活
圏
の
完
全

で
自
由
な
概
念
と
、
そ
れ
ら
生
活
圏
と
国
家
と
の
本
当
の
関
係
と
を
と
ら
え
た
と
い
う
こ
と
、
こ
の
点
は
無
条
件
に
承
認
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
だ
が
不
幸
に
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
も
な
お
、
か
れ
の
議
論
を
も
っ
て
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
目
標
か
ら

ま
だ
（
６８
）

遠
い
。」
と
記
し
て
、
上
記
の
『
有
機
的
国
家
論
』
で
の
自
己
「
粉
砕
」
へ
の
批
判
を
く
り
返
し
て
い
る
。

し
か
し
、
右
に
み
え
る
「
以
前
の
著
作
」
に
お
け
る
「
自
発
的
な
諸
社
会
〔
諸
団
体
〕
と
結
社
の
権
利
〔
団
体
法
〕」
と
い
う
ア

ー
レ
ン
ス
の
着
眼
点
は
、
主
著
『
自
然
法
論
』
の
初
版
を
対
象
と
し
た
モ
ー
ル
の
書
評
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ

り
、
モ
ー
ル
は
、
こ
こ
で
言
う
「
以
前
の
著
作
」
と
は
『
自
然
法
論
』
の
第
二
版
（
パ
リ
、
一
八
四
四
年
）
お
よ
び
著
者
自
身
の
改

訂
し
た
ド
イ
ツ
語
版
（
ヴ
ィ
ー
ン
、
一
八
五
一
年
）
の
こ
と
だ
と
注
記
し
て
（
６９
）

い
る
か
ら
、
初
版
か
ら
第
二
版
ま
で
の
あ
い
だ
で
、
ア

ー
レ
ン
ス
に
お
け
る
「
生
活
圏
」
認
識
の
「
団
体
法
」
概
念
へ
の
拡
張
と
い
う
発
展
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
モ
ー

ル
の
側
で
も
、
学
問
的
地
位
を
確
立
し
た
処
女
大
作
『
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
国
法
論
』
に
つ
い
て
、
初
版
（
一
八
二
九
年
）
の
第
一

部
（
憲
法
）
と
、
第
二
版
（
一
八
四
〇
年
）
の
第
一
巻
（
憲
法
）
と
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
全
体
に
わ
た
っ
て
各
所
に
加
筆
・
拡
充

が
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、「
国
家
市
民
の
諸
権
利
」
の
章
の
「
一
般
的
な
国
家
市
民
権
〔
法
〕」
の
節
で
、
新
項
目
と
し
て
「
ア

ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
の
権
利
〔
法
〕A

ssociations-R
echt

」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
（
７０
）

点
は
、
こ
の
か
ん
の
モ
ー
ル
と
ア
ー
レ
ン
ス
の
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あ
い
だ
で
の
相
互
影
響
の
可
能
性
を
考
慮
さ
せ
る
も
の
と
し
て
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

六

カ
ン
ト
と
ク
ラ
ウ
ゼ
派

一

モ
ー
ル
が
、
純
粋
な
実
定
的
国
法
学
に
は
ま
だ
徹
し
き
ら
ず
に
、
む
し
ろ
伝
統
的
な
国
家
目
的
論
の
視
野
で
国
法
論
の
哲
学

的
基
礎
づ
け
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
諸
論
著
を
つ
ら
ぬ
く
基
本
姿
勢
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
は
、
た
と
え
ば
上
述
の
『
国

家
学
の
歴
史
と
文
献
』（
全
三
巻
、
一
八
五
五
―
五
八
年
）
―
―
文
献
渉
猟
へ
の
一
貫
し
た
、
並
々
な
ら
ぬ
モ
ー
ル
の
熱
意
の
結
晶

―
―
第
一
巻
に
収
め
ら
れ
た
一
論
説
で
、「
国
家
学
全
体
の
、
完
全
で
論
理
的
に
正
し
い
外�

形�

的�

編�

成�

」
を
構
想
し
た
際
、
公
法
学

を
国
法
学
と
国
際
法
学
と
に
二
分
し
、
さ
ら
に
国
法
学
を
「
哲
学
的
国
法
学
」
と
「
実
定
的
国
法
学
」
の
二
分
野
で
構
成
さ
せ
て
い

る
点
に
示
さ
れ
て
（
７１
）

い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
み
ず
か
ら
実
践
し
て
関
心
の
所
在
内
容
を
明
示
し
て
い
る
の
は
、
同
巻
所
収
の
「
哲
学

的
国
法
学
の
歴
史
の
基
本
（
７２
）

特
質
」
と
題
す
る
論
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
モ
ー
ル
に
よ
る
法
哲
学
史
的
展
望
で
あ
っ
て
、
全
体

は
古
典
古
代
、
中
世
、
近
世
の
三
部
編
成
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
を
な
す
近
世
で
は
、
法
と
国
家
の
概
念
を
め
ぐ
る
、
マ
イ
ナ
ー
で

も
新
し
い
諸
傾
向
を
も
視
野
に
収
め
つ
つ
、
ａ
「
人
格
的
自
由
を
基
礎
と
し
た
悟
性
的
な
国
家
観
」(S.

219.)

と
し
て
の
「
法
治
国

家
思
想
の
発
生
と
形
成
」（
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
始
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
諸
思
想
）、
こ
れ
に
対
抗
し
、
ま
た
は
こ
れ
を
補
完
し
よ
う
と
す
る
、
ｂ
「
法
治
国
家
と
の
戦
い
」（
ア
ー
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ

ー
、
シ
ュ
タ
ー
ル
ら
の
神
権
制
論
、
バ
ー
ク
と
ハ
ラ
ー
、
歴
史
法
学
派
、
有
機
体
論
）、
そ
し
て
以
上
の
諸
対
立
を
和
解
さ
せ
る
試

み
と
し
て
、
ｃ
「
包
括
的
諸
体
系
」（
ヴ
ェ
ル
カ
ー
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ら
）、
さ
ら
に
ｄ
「
社
会
学
と
哲
学
的
国
法
学
」、
の
四
分
類
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で
批
判
的
展
望
を
試
み
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
こ
で
歴
史
法
学
派
が
ｂ
に
含
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
学
派
が
法
と
国
家
を
当
該
民
族
の
歴
史
具
体
的
形
成
物

と
と
ら
え
る
発
想
を
持
ち
、「
国
家
と
そ
の
目
的
を
抽
象
的
な
諸
原
則
か
ら
導
き
出
す
こ
と
に
断
固
反
対
」(S.

258.)

す
る
立
場
だ

と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
そ
の
私
法
学
に
お
け
る
近
代
的
な
意
思
主
体
と
し
て
の
個
人
の
形
式
的
把
握
が
主
題
と
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
モ
ー
ル
は
、「
一
般
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
民
性
の
欲
求
や
表
現
は
、
あ
る
高
い
理
性
法
則
の
中
で
の
み
根
拠
を

も
つ
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
則
が
探
求
さ
れ
、
国
家
哲
学
の
頂
点
に
据
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
る
か

ら
、
こ
う
し
た
実
質
的
・
人
倫
的
な
理
性
主
義
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
歴
史
法
学
派
は
そ
の
歴
史
主
義
に
よ
っ
て
、「
国
家
と
い
う

思
想
に
内
容
を
与
え
、
諸
民
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
を
承
認
す
る
よ
う
に
促
す
」
こ
と
に
な
っ
た
点
が
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
相
対
主
義
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
「
あ
る
高
い
理
性
法
則
」
と
い
う
支
柱
を
欠
い
て
い
る
点
が
批
判
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
支
柱
の
欠
如
は
近
代
主
義
に
お
け
る
形
式
主
義
の
特
質
に
つ
う
じ
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
ａ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
で
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
カ
ン
ト
の
先
行
者
た
ち
（
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
、
ト
マ
ー

ジ
ウ
ス
、
ヴ
ォ
ル
フ
）
の
教
義
は
、「
臣
民
の
権
利
の
確
保
よ
り
も
、
充
溢
し
た
国
家
権
力
と
形
式
的
に
は
無
制
限
の
君
主
の
命
令

権
と
の
根
拠
づ
け
の
方
を
は
る
か
に
め
ざ
し
て
い
る
」(S.

240.)

と
し
て
、
簡
単
か
つ
否
定
的
に
扱
わ
れ
、
つ
ぎ
に
、
そ
う
し
た
限

界
を
超
え
て
ド
イ
ツ
の
法
治
国
家
論
に
「
本
質
的
な
進
歩
」
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
、
カ
ン
ト
が
論
じ
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
は
法
の
根
拠
を
、「
実
践
理
性
に
か
な
っ
た
も
の
、
言
い
換
え
れ
ば
、
理
性
的
な
思
考
方
法
に
し
た
が
っ
て

形
成
さ
れ
た
意
志
」
だ
け
に
求
め
、
そ
こ
か
ら
、
第
一
に
、
国
家
を
形
成
す
る
人
々
の
結
合
を
、
社
交
性
や
利
己
心
な
ど
の
個
々
の

性
向
に
よ
っ
て
で
は
な
く
「
人
間
の
理
性
的
自
然
」
そ
の
も
の
で
説
明
し
、
第
二
に
、「
理
念
か
ら
展
開
さ
れ
た
国
家
が
、
経
験
の
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中
で
存
在
す
る
す
べ
て
の
国
家
に
と
っ
て
規
範
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
哲
学
的
法
治
国
家
は
、
た
ん
に
学
問
的
諸
命
題
の
論
理
的
に

正
し
い
体
系
な
の
で
は
な
く
て
、
即
自
的
に
妥
当
す
る
永
遠
の
法
の
要
求
な
の
だ
と
、
ド
イ
ツ
で
初
め
て
表
明
し
」、
そ
し
て
第
三

に
、
強
力
な
国
家
権
力
の
基
礎
づ
け
だ
け
で
な
く
、「
国
家
の
中
の
諸
個
人
の
諸
権
利
の
探
究
と
確
認
を
も
企
図
し
た
」(S.

241.)

と
、
そ
の
革
新
性
の
意
義
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。
―
―
「
と
こ
ろ
で
カ
ン
ト
と
そ
の
学
派
は
、
国
家
を
人
間
の
主
観
的
自
由
の
上
に

築
い
て
お
り
、
こ
の
自
由
は
、
そ
の
外
的
行
為
に
お
い
て
は
、
ほ
か
の
同
等
に
自
由
な
人
々
と
の
共
存
の
不
可
欠
性
に
よ
っ
て
制
限

さ
れ
る
。
国
家
は
、
こ
の
理
性
に
か
な
っ
た
外
的
な
共
同
生
活
を
保
護
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
家
の
唯
一
の
目
的
は
、

個
人
の
た
め
の
法
的
安
定
性R

echtssicherheit

で
あ
り
、
こ
の
目
的
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
は
、
国
家
活
動
の
対
象
で
は
な
い

の
で
あ
る
。（
国
家
に
先
行
し
、
ま
た
国
家
の
目
的
の
た
め
に
同
様
に
役
立
つ
、
社
会
的
な
組
織
と
い
う
も
の
は
、
ど
こ
に
も
問
題

に
な
っ
て
い
な
い
。）
こ
の
国
家
は
、
人
々
の
自
由
の
力
で
実
現
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
黙
示
的
で
あ
れ
明
示
的
で
あ
れ
、
契
約

に
よ
る
し
か
な
い
。
し
か
し
そ
の
権
力
は
三
つ
の
部
分
に
分
裂
し
、
そ
の
う
ち
立
法
は
本
質
的
に
は
国
民
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
―
―
以
上
の
よ
う
な
教
義
は
、
た
し
か
に
師
自
身
に
よ
っ
て
詳
細
か
つ
完
全
に
は
説
明
し
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
数
多
く
の
弟
子
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
で
そ
れ
を
よ
り
完
全
な
も
の
に
し
、
加
工
し
た
。」(S.

241f.)

こ
の
よ
う
に
、
モ
ー
ル
は
カ
ン
ト
の
理
性
理
念
論
の
革
新
性
の
メ
ダ
ル
の
反
面
と
し
て
、
現
実
の
国
家
の
権
力
と
活
動
を
十
分
に

説
明
し
え
て
い
な
い
点
を
、「
社
会
的
な
組
織
」
の
無
視
と
あ
わ
せ
て
批
判
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ト
と
そ
の
影
響
力
を
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。「
カ
ン
ト
の
国
家
論
・
法
論
ほ
ど
広
く
賛
同
を
得
た
理
論
は
、
ほ
か
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
教
養
が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
、
一
世
代
以
上
の
時
代
に
わ
た
っ
て
、
無
条
件
に
支
配
的

な
教
義
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
そ
れ
以
前
の
も
の
と
は
お
お
い
に
異
な
り
、
ま
っ
た
く
普
通
に
、
教
養
あ
る
人
々
の
意
識
に
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も
な
り
、
そ
の
結
果
、
立
法
と
実
定
的
な
国
家
諸
制
度
に
巨
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
明
白
な
諸
欠
陥
を
と
も
な

い
つ
つ
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
、
明
ら
か
に
あ
ま
り
に
も
狭
い
国
家
目
的
規
定
、
国
民
の
中
の
い
っ
さ
い
の
自
然
発
生

的
な
組
織
や
、
国
家
の
一
般
的
・
人
間
的
な
不
可
欠
性
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
、
と
い
っ
た
欠
陥
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
〔
カ
ン

ト
〕
称
賛
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
た
し
か
に
ま
ず
第
一
に
は
、
教
義
自
体
の
巨
大
で
多
様
な
功
績
が
あ
っ
た
。
し
か
し
つ
ぎ

に
、
一
部
は
弟
子
た
ち
の
著
述
活
動
も
寄
与
し
た
。
け
れ
ど
も
、
と
り
わ
け
、
そ
の
教
義
が
近
代
の
消
極
的
自
由
観
と
一
致
し
て
い

た
こ
と
に
よ
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
個
人
の
利
己
的
な
個
別
化die

selbstsüchtige
V

ereinzelung
des

Individuum
s

が
完
全
に

正
当
化
さ
れ
た
。」(S.

242f.)

―
―
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
た
し
か
に
モ
ー
ル
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
私
的
自
治
の
原
理
の
確
立
者

と
し
て
の
カ
ン
ト
の
歴
史
的
位
置
を
は
っ
き
り
と
見
抜
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

し
か
し
こ
こ
ま
で
は
近
代
の
前
半
で
あ
っ
て
、
モ
ー
ル
の
学
界
展
望
眼
は
、「
次
第
に
カ
ン
ト
の
専
一
支
配
に
代
わ
っ
て
多

様
な
哲
学
体
系
が
登
場
し
た
」
こ
と
を
と
ら
え
る
。
そ
れ
ら
は
、
と
り
わ
け
「
社
会
」
の
概
念
、
あ
る
い
は
「
国
家
と
社
会
の
真
の

関
係
」
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
て
い
る
こ
と
に
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
「
ヘ
ル
バ
ル
ト
」
の
ば
あ
い
は
、
第
一
に
、
国
家
の
目

的
を
、「
人
々
が
意
志
統
一
し
て
結
合
し
う
る
い
っ
さ
い
の
（
も
ち
ろ
ん
道
徳
的
に
許
さ
れ
る
）
諸
目
的
の
支
援
」
と
と
ら
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
カ
ン
ト
の
国
家
制
度
の
消
極
的
本
質
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
」
こ
と
、
第
二
に
、「
人
間
に
内
在
し
て
い
る
実
践
的

理
念
を
遂
行
す
る
た
め
に
互
い
に
結
び
つ
く
各
種
の
自
発
的
な
仲
間
結
合G

esellungen

」
の
想
定
に
よ
っ
て
「
社
会
」
が
適
切
に

認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
「
重
要
な
新
し
い
考
え
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。(S.

243f.)

こ
の
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
、
ケ
ー

ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
カ
ン
ト
の
講
座
の
二
人
目
の
継
承
者
（
一
八
〇
九
―
三
三
年
）
と
し
て
、
ま
た
、
と
く
に
教
育
学
と
心
理
学
の
開

拓
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ル
バ
ル
ト(Johann

Friedrich
H

erbart,
1776-1841)

で
あ
る
。
か
れ
は
、
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イ
ェ
ー
ナ
で
フ
ィ
ヒ
テ
の
熱
心
な
弟
子
と
な
る
が
、
そ
の
ご
ベ
ル
ン
お
よ
び
ブ
レ
ー
メ
ン
時
代
に
ペ
ス
タ
ロ
ッ
ツ
ィ
の
教
育
学
に
目

覚
め
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
時
代
の
前
（
一
八
〇
二
―
〇
九
年
）
と
後
（
一
八
三
三
―
四
一
年
）
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
教
育
学
と

哲
学
を
講
じ
た
。
そ
の
立
場
は
、
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
ま
で
の
思
弁
的
観
念
論
に
明
白
に
敵
対
す
る
哲
学
的
実
在
論

で
あ
っ
て
、
そ
の
教
育
学
の
目
標
を
、「〈
美
学
的
〉
に
機
能
し
、〈
内
面
の
自
由
〉、〈
完
全
性
〉、〈
好
意
〉、〈
法
〔
ま
た
は
公
正
〕〉、

〈
正
当
性
〉
と
い
う
基
本
理
念
を
示
し
て
、
そ
の
実
在
の
中
心
と
し
て
神
を
要
請
す
る
、
実
質
的
な
倫
理
」
に
置
き
、
客
観
と
主
観
、

分
析
と
総
合
の
複
合
的
視
点
に
立
っ
た
か
ら
、「
同
時
代
の
中
で
は
久
し
く
精
神
的
に
孤
独
で
あ
（
７３
）

っ
た
」
点
と
あ
わ
せ
て
、
ク
ラ
ウ

ゼ
の
実
質
（
質
料
）
倫
理
的
な
立
場
と
通
底
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
フ
ィ
ヒ
テ
の
も
と
を
去
っ
て
家
庭
教
師
と
し
て

ベ
ル
ン
へ
移
動
し
た
一
七
九
七
年
に
、
今
度
は
ク
ラ
ウ
ゼ
が
フ
ィ
ヒ
テ
の
も
と
で
学
び
始
め
る
。
そ
し
て
一
八
三
一
年
に
ク
ラ
ウ
ゼ

が
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
私
講
師
の
職
を
追
わ
れ
て
二
年
後
に
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
か
ら
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
へ
戻
っ

て
き
て
、
三
七
年
の
「
七
教
授
」
事
件
に
学
部
長
と
し
て
対
処
（
７４
）

す
る
。

ヘ
ル
バ
ル
ト
は
三
二
歳
の
作
品
『
一
般
実
践
哲
学
』（
一
八
〇
八
年
）
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
社
会
」
を
、
あ
る
目
的
に
向
か
う

意
志
を
共
有
す
る
団
体
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
。「
交�

易�
V

erkehr

に
お
い
て
は
給
付L

eistungen

が
交
換
さ
れ
る
。
交
易
す
る
人
々

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
て
相
対
す
る
の
で
あ
り
、
各
自
は
、
自�

分�

の�

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
他
者
の
目
的
を
手
段
と
し

て
受
け
入
れ
る
。
互
い
に
精
神
的
な
空
虚
を
充
た
す
た
め
に
集
ま
る
に
す
ぎ
ぬ
ば
あ
い
で
も
、
そ
う
し
た
人
々
は
、
あ
る
保
存
の
対

象
を
共
同
で
追
求
す
る
や
い
な
や
、
す
で
に
交
易
を
超
え
て
い
る
。
言
葉
を
も
は
や
硬
貨
の
よ
う
に
交
換
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る

対
話
へ
の
寄
与
と
し
て
言
葉
を
注
ぎ
込
む
や
い
な
や
、
そ
う
な
の
だ
。
そ
し
て
ま
さ
に
、
も
は
や
相
互
給
付
な
ど
を
気
に
か
け
な
い

の
だ
か
ら
、
か
れ
ら
は
い
ま
、
社
会
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
／
し
た
が
っ
て
、
各
人
が
な
に
か
自�

分�

の�

も�

の�

を
自
分
の
た
め
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に
求
め
る
か
ぎ
り
、
ま
だ
仲
間
に
な
っ
て
い
な
いnicht

gesellet
sein

の
で
あ
り
、
あ
る
考
え
方
の
よ
う
に
、
何
か
を
共
有
す
る
や

い
な
や
、
仲
間
に
な
るsich

gesellen

の
で
あ
る
。
／
一
体
化
し
融
合
し
た
意
志
が
な
け
れ
ば
、
社
会
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
意
志

が
各
人
に
存
在
す
る
の
は
、
そ
れ
が
他
者
に
も
存
在
す
る
の
だ
と
か
れ
が
前
提
す
る
ば
あ
い
だ
け
で
あ（
７５
）

る
。」「
多
数
の
人
々
が
た
ん

に
一
般
的
に
社
会
を
形
成
す
る
の
で
は
な
く
、
あ�

る�

特�

定�

の�

社
会
を
形
成
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
か
れ
ら
の
一
般
意
志
は
、
あ
る

特
定
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ど
の
意
志
も
、
そ
の
対
象
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
社
会
は
、
そ
の
目
的
が
確
定
す
る
や
い
な
や
、
あ
る
特
定
の
概
念
に
よ
っ
て
あ
れ
こ
れ
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
／
ど
ん
な
目
的
な
の
か
？

い
き
い
き
と
し
た
社
会beseelte

G
esellschaft

で
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
諸
理
念
が
知
っ
て
い

る
。
実
際
、
諸
理
念
は
、
い
っ
さ
い
の
私
的
意
志
か
ら
独
立
し
て
、
そ�

の�

目
的
を
設
定
す
る
の
で
あ
り
、
一
般
意
志
の
、
し
た
が
っ

て
ま
た
そ
こ
に
包
含
さ
れ
て
い
る
か
れ
自
身
の
意
志
の
対
象
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
を
認
識
す
る
の
を
誰
も
拒
め
な
い
の
で
あ
る
。

普
通
の
社
会
で
は
、
少
な
く
と
も
あ
る
魂
の
仮
象
が
成
立
す
る
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
諸
個
人
の
選
択
意
志W

illkür

が
、
あ
た
か

も
私
的
意
志
か
ら
独
立
し
て
確
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
な�

ん�

ら�

か�

の�

目
的
を
立
て
る
か
ら
で
あ
る
。
／
ど
ん

な
目
的
に
こ
の
仮
象
が
付
与
さ
れ
る
か
は
、
社
会
の
理
論
的
概
念
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
ど
う
で
も
よ
い
。
た
だ
、
社
会
の
概
念
が

矛
盾
し
た
り
、
社
会
が
不
可
能
事
を
や
っ
て
み
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
一
度
採
用
さ
れ
た
目
的
に

従
っ
て
社
会
の
形�

態�

を
恣
意
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
全
面
的
に
断
念
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。」「
あ
り
う
る
全
体
目
的
の
数
だ

け
、
あ
り
う
る
社
会
の
数
も
あ
る
。
た
ん
に
一
般
的
に
そ
う
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
各
人
に
と
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

あ
る
人
が
た
く
さ
ん
の
諸
社
会
の
中
に
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
共
通
の
仕
事
の
た
め

に
か
れ
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
諸
給
付
を
、
か
れ
が
混
乱
す
る
こ
と
な
く
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ぎ
り
。
相
互
に
衝
突
が
起
こ
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っ
た
ば
あ
い
は
、
多
数
の
諸
結
合
に
な
ん
ら
か
の
序
列
を
設
け
る
こ
と
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
の
選
択
意
志
は
ま
っ

た
く
幾
種
類
も
の
こ
と
を
要
求
す
る
か
ら
、
実
際
に
人
は
み
な
、
た
く
さ
ん
の
諸
社
会
と
か
か
り
あ
う
の
を
常
と
す（
７６
）

る
。」

こ
の
よ
う
な
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
「
社
会
」＝

団
体
論
に
つ
い
て
、
モ
ー
ル
は
、『
国
家
学
の
歴
史
と
文
献
』
所
収
の
前
掲
論
説
「
国

家
学
と
社
会
学
」
で
も
言
及
し
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
「
完
全
に
正
し
く
、
社
会
の
本
質
を
、
あ
る
共
同
の
目
的
へ
と
向
か
う
多
数
の

人
々
の
一
致
し
た
明
確
な
意
志
に
見
い
だ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
か
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
諸
目
的
が
、
あ
る
共
通
し
た
意
志
の
対

象
と
な
り
う
る
こ
と
を
、
ま
っ
た
く
正
し
く
認
識
し
て
（
７７
）

い
る
」、
と
評
価
し
た
。
モ
ー
ル
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
実
在
論
の
立
場
か
ら

の
「
実
質
的
な
倫
理
」
の
見
地
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
目
的
論
に
も
と
づ
く
「
社
会
」
の
認
識
は
、
カ
ン
ト
や
ヘ

ー
ゲ
ル
の
観
念
論
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
た
現
実
主
義
者
モ
ー
ル
に
と
っ
て
は
、
親
近
感
を
抱
く
こ
と
の
で
き
る
対
象
だ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
右
の
よ
う
に
述
べ
た
あ
と
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
社
会
」
か
ら
国
家
へ
の
移
行
を
告
げ
る
。「
し
か

し
、
…
…
…
そ
れ
を
得
よ
う
と
努
め
る
こ
と
が
人
間
一
人
一
人
の
自
然
的
欲
求
に
根
拠
を
も
つ
よ
う
な
諸
対
象
に
よ
っ
て
一
般
意
志

が
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
―
―
つ
ま
り
、
皆
が
い
わ
ゆ
る
人
間
の
実
際
の
利
害
を
拠
り
所
と
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
社
会
の

ヴ
ェ
ー
ル
を
借
り
て
い
た
交
易
が
ま
す
ま
す
む
き
出
し
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
誰
も
自
分
が
十
分
だ
と
思
う
よ
り
以
上
に
一
般
市�

場�

の
諸
法
則
に
従
う
気
に
は
も
は
や
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
／
し
た
が
っ
て
、
も
し
社
会
が
存
続
す
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
な
ん
ら
か
の
外

的
な
き
ず
な
が
必
要
で
あ
る
。
人
は
権�

力�

を
容
認
す
る
、
あ
る
い
は
、
一
つ
の
権
力
を
設
立
す
る
。
社
会
は
国�

家�

に
変
貌
す（
７８
）

る
。」

―
―
だ
か
ら
モ
ー
ル
も
、「
こ
う
し
て
、
最
初
は
ま
っ
た
く
正
し
い
理
解
が
、
霧
に
浮
か
ぶ
影
入
道
の
よ
う
に
、
ま
た
消
え
失
せ
る

の
で
（
７９
）

あ
る
」、
と
断
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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一
方
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
ロ
テ
ク
と
ヴ
ェ
ル
ッ
カ
ー
の
『
国
家
事
典D

er
Staats-L

exikon

』
の
第
三
版
（
一
八
五
六
―
六
六
年
）

で
「
ヘ
ル
バ
ル
ト
」
の
項
目
を
執
筆
し
（
一
八
六
二
年
）、「
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
仲
間
結
合G

esellungen

」
と
、
そ
れ
ら
の
共
存

の
た
め
に
不
可
欠
の
権
力
と
し
て
の
国
家
の
成
立
と
い
う
論
点
を
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
社
会
論
に
見
い
だ
し
て
、
そ
の
実
体
的
・
経
験
論

的
見
地
を
高
く
評
価
し
た
。
ア
ー
レ
ン
ス
に
し
た
が
え
ば
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
い
う
国
家
と
は
、「
法
」、「
正
当
性
」（
報
償
と
処
罰
）、

「
好
意
」（
行
政
）、「
完
全
性
」（
教
育
と
文
化
）、「
内
面
の
自
由
」
と
い
う
、
人
間
の
意
志
の
分
類
に
も
と
づ
く
五
つ
の
「
実
践
理

念
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
共
同
的
意
志
で
結
ば
れ
た
「
い
き
い
き
と
し
た
社
会
」
を
意
味
し
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
家
族
、
コ
ル

ポ
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ン
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
な
ど
の
「
小
社
会
」
も
「
諸
国
家
」
と
み
な
さ
れ
る
。
但
し
、「
同
じ
土
地
に
多
数
の
諸
社
会
が

形
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
相
互
に
保
護
す
る
、
す
べ
て
に
共
通
の
一
権
力
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ

で
、
よ
り
包
括
的
な
国
家
が
成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
国
家
は
、
権
力
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
社
会
で
あ
り
、
国
家
の
目
的
は
、
そ

の
権
力
領
域
で
形
成
さ
れ
た
、
ま
た
は
、
な
お
形
成
さ
れ
る
諸
社
会
の
諸
目
的
全
体
の
総
和
で
あ（
８０
）

る
。」
こ
の
よ
う
に
、
ヘ
ル
バ
ル

ト
の
国
家
は
、
仲
間
結
合
と
し
て
の
諸
社
会
と
、
そ
れ
ら
全
体
を
権
力
で
保
護
す
る
大
社
会
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
担
っ
て
い
た
の

だ
と
解
釈
す
れ
ば
、
モ
ー
ル
に
よ
る
右
の
評
価
と
幻
滅
は
、
再
考
の
余
地
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
社
会
・
国
家
論
に
対
す
る
ア
ー
レ
ン
ス
の
評
価
の
根
底
に
は
、
カ
ン
ト
と
そ
の
学
派
の
形
而
上
学
的

形
式
主
義
の
も
つ
限
界
へ
の
認
識
と
、
そ
れ
を
経
験
論
的
に
克
服
し
よ
う
と
し
た
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
功
績
と
限
界
と
い
う
問
題
意
識
が

存
在
し
た
。
ア
ー
レ
ン
ス
に
し
た
が
え
ば
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
そ
の
国
家
論
で
示
唆
し
た
も
の
は
、「
旧
い
自
然
法
お
よ
び
形
式
的
な

国
法
論
の
制
約
さ
れ
た
観
点
を
超
え
た
高
次
の
方
向
性
」
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
「
国
家
は
、
正
し
く
経
験
に
即
し
て
、
そ
の

歴
史
的
な
成
立
に
向
か
っ
て
、
人
々
の
個
々
の
仲
間
結
合G

esellungen

か
ら
考
察
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
小
国
家
と
名
づ
け
ら
れ
て
お
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り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
ん
に
ち
の
国
家
は
本
来
、
家
族
、
コ
ル
ポ
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ン
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
仲
間
結
合
の

シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。」
そ
し
て
、「
実
際
に
重
大
な
こ
の
基
礎
的
見
地
は
、
す
で
に
早
期
に
ク
ラ
ウ
ゼ
に
よ
っ
て
、
た
ん
に
示
唆

さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
分
節
化
さ
れ
たgegliedert

人
間
社
会
に
か
ん
す
る
教
義
へ
と
詳
細
に
展
開
さ
れ
も
し
た
の
で
あ（
８１
）

る
。」
こ

れ
は
、
近
代
の
機
械
論
的(m

echanisch)

国
家
観
に
対
す
る
、
ク
ラ
ウ
ゼ
と
ア
ー
レ
ン
ス
の
有
機
的(organisch)

国
家
観
の
表
明

で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
支
配
的
な
方
向
性
は
、
も
ち
ろ
ん
ま
す
ま
す
、
い
っ
さ
い
の
質
的
な
も
の
を
量
的
な
も
の
へ
変
換

す
る
こ
と
に
向
か
っ
て
い
る
。
…
…
し
か
し
、
国
家
学
を
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
、
機
械
論
的
諸
原
理
か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
、
以

前
に
も
ま
し
て
必
要
で
あ（
８２
）

る
。」
こ
こ
に
は
、
す
で
に
ア
ト
ム
的
近
代
原
理
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
ア
ー
レ
ン
ス
の
ロ
マ
ン
的
反

抗
の
精
神
が
香
っ
て
い
る
。
―
―
ひ
る
が
え
っ
て
、
と
く
に
認
識
論
の
次
元
に
つ
い
て
み
れ
ば
、「
カ
ン
ト
の
体
系
で
は
、
哲
学
研

究
の
経
験
的
側
面
と
理
念
的
側
面
と
が
正
し
く
調
停
さ
れ
て
お
ら
ず
、
経
験
は
相
応
の
権
利
を
認
め
ら
れ
ず
に
、
先
験
的
な
も
の
が

優
位
に
立
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
は
る
か
な
帰
結
と
し
て
、
カ
ン
ト
が
理
論
領
域
と
実
践
領
域
で
立
証
し
た
け
れ
ど
も
有
限
な
主
観

の
レ
ベ
ル
に
固
く
と
め
て
お
こ
う
と
し
た
絶
対
的
な
も
の
が
、
ま
も
な
く
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
、
主
観
と
い
っ
さ
い
の
経
験
と
を
超

え
て
、
主
観
の
究
極
の
根
拠
、
無
限
の
絶
対
的
本
質
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
絶
対
的
な
方
向
性
全
体
に

対
し
て
、
い
ま
や
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
教
義
は
、
明
ら
か
な
対
重
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
事
物
を
経
験
に
即
し
て
考
察
す
る
こ

と
を
要
求
し
、
ま
た
、
い
っ
さ
い
の
も
の
を
飲
み
尽
く
す
一
全
体A

ll-E
ine

に
対
し
て
実
在
論
的
な
数
多
性die

realistische

V
ielheit

を
、
内
的
な
運
動
と
発
展
の
原
理
に
対
し
て
は
存
在
と
永
続
と
不
変
の
原
理
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
、

そ
れ
自
体
と
し
て
は
明
白
な
功
績
は
、
本
質
的
に
は
つ
ぎ
の
事
態
に
よ
っ
て
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
自
身
は

経
験
論
の
方
法
を
決
し
て
遵
守
せ
ず
、
近
時
の
ド
イ
ツ
哲
学
に
支
配
的
な
精
神
の
影
響
の
も
と
で
、
ち
ょ
う
ど
か
れ
が
克
服
し
よ
う
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と
し
て
戦
っ
た
哲
学
者
た
ち
が
そ
れ
を
別
の
方
向
に
向
か
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
仮
言
的hypothetisch

、
要

請
的postulierend

に
論
を
進
め
て
い
る
の
で
あ（
８３
）

る
。」

こ
う
し
て
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
「
仲
間
結
合
」
論
に
、
カ
ン
ト
の
先
験
的
理
念
論
に
対
す
る
経
験
的
歴
史
論
の
視
点

を
認
め
、
そ
れ
は
同
時
に
、
近
代
の
機
械
論
的
形
式
主
義
を
克
服
す
る
有
機
的
な
社
会
構
成
論
の
端
緒
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の

だ
が
、
方
法
論
的
に
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
実
在
論
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
な
お
意
志
論
的
主
観
主
義
（
理
念
論
）
の
系
譜
に
属
す
る

と
ア
ー
レ
ン
ス
は
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
そ
の
法
論
の
主
観
主
義
的
基
礎
づ
け
（
好
悪
の
判
断
、G

efallen
und

M
issfallen

か
ら
出
発
す
る
普
遍
的
美
学
の
立
場
）
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
と
ア
ー
レ
ン
ス
の
客
観
主
義
的
な
法
原
理
か
ら
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三

さ
て
、
再
び
モ
ー
ル
の
「
哲
学
的
国
法
学
の
歴
史
の
基
本
特
質
」
に
立
ち
帰
る
と
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
つ
ぎ
に
、
同
様
の
趣
旨

で
「
ク
ラ
ウ
ゼ
と
そ
の
学
派
の
国
家
論
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
か
れ
ら
の
国
家
論
も
「
国
家
を
合
理
主
義
的
な
国
家
観
で
と
ら

え
、
国
家
の
成
立
を
契
約
で
説
明
す
る
。
ま
た
、
権
力
の
分
立
、
究
極
の
発
展
と
し
て
は
国
民
の
支
配
権
、〔
そ
し
て
〕
ゲ
マ
イ
ン

デ
国
家
を
想
定
し
て
い
る
。」
し
か
し
、
か
れ
ら
の
議
論
に
固
有
の
見
方
は
、
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。「
第
一
は
、
新
た
な
法
の
概
念
規

定
と
根
拠
づ
け
で
あ
っ
て
、
法
は
客
観
的
に
把
握
さ
れ
て
、
理
性
的
な
生
の
た
め
に
不
可
欠
の
い
っ
さ
い
の
外
的
諸
条
件
の
有
機
的

な
全
体
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
第
二
に
、
社
会
的
な
有
機
組
織
で
あ
る
〈
よ
り
高
次
の
法
人
格
〉
が
、
国
家
の
創
設
者
た
ち

の
下
に
、
国
家
活
動
の
対
象
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
教
義
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
す
で
に
完
全
に
正
し
さ
を
理
由
づ
け

ら
れ
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
言
う
に
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
試
み
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
失
敗

も
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
思
想
は
法
治
国
家
の
教
義
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
社
会
の
承
認
は
、
こ
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の
領
域
で
は
お
お
い
に
将
来
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
生
活
と
学
問
の
大
き
な
必
要
性
に
応
え
る
か
ら
で
あ
り
、
た
と
え

初
め
は
た
し
か
に
ま
だ
錯
誤
が
混
在
し
た
り
奇
妙
な
ず
れ
を
起
こ
し
た
り
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
核
心
に
お
い
て
は
真
実
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
意
味
が
あ
て
は
ま
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
法
治
国
家
と
い
う
類
型
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も

っ
ぱ
ら
こ
の
最
後
の
も
の
だ
け
を
承
認
す
る
の
は
、
哲
学
の
諸
体
系
で
つ
ね
に
く
り
返
さ
れ
る
、
も
ち
ろ
ん
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
一
面
性
で
あ
る
。」(S.

244f.)

―
―
こ
う
し
て
モ
ー
ル
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
派
の
法
・
国
家
論
に
、「
理
性
的
な
生
」
と
い
う
目
的
の

た
め
の
「
外
的
諸
条
件
」
と
し
て
の
客
観
主
義
的
な
法
概
念
の
新
し
さ
と
、「
社
会
的
な
有
機
組
織
」
と
し
て
の
「
社
会
の
承
認
」

と
い
う
二
点
に
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
た
。

さ
ら
に
モ
ー
ル
は
、
法
治
国
家
思
想
の
ド
イ
ツ
で
の
展
開
の
最
後
に
ヘ
ー
ゲ
ル
を
吟
味
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
論
は
、「
新
し
い

国
家
概
念
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
弁
証
法
的
過
程
は
、
一
般
的
な
国
法
論
に
と
っ
て
は
、
な
ん
の
成
果
も
も
た
ら
さ
な

か
っ
た
。」
と
い
う
辛
辣
な
も
の
で
あ
っ
た
。
抽
象
的
法
―
主
観
的
道
徳
―
人
倫
と
、
家
族
―
社
会
―
国
家
と
い
う
、
正
・
反
・
合

に
あ
て
は
め
ら
れ
た
「
二
重
の
発
展
」
の
図
式
は
、「
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
反
な
る
も
の
が
ま
っ
た
く
恣
意
的
に
選
択
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
救
い
が
た
い
欠
陥
に
悩
ん
で
い
る
。」
ま
た
、「
実
質
的
な
面
で
は
、
人
倫
法
則
の
客
観
化
と
い
う
国
家
に
割
り
当
て
ら
れ

た
任
務
は
、
一
部
は
狭
す
ぎ
る
し
、
一
部
は
国
家
だ
け
に
権
限
を
付
与
さ
れ
た
外
的
手
段
だ
け
で
は
ま
っ
た
く
達
成
で
き
な
い
。」

(S.
245.)

こ
の
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
的
観
念
論
を
恣
意
的
な
図
式
主
義
と
み
な
す
モ
ー
ル
の
否
定
的
態
度
は
一
貫
し
て
い

た
。つ

ぎ
に
モ
ー
ル
が
「
包
括
的
諸
体
系
」
と
呼
ん
だ
も
の
は
、
ヴ
ェ
ル
ッ
カ
ー
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
、
ツ
ァ
ハ
リ
ー
エ
な
ど
、
い
ず
れ

も
考
察
対
象
を
法
治
国
家
に
限
定
せ
ず
に
、
国
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
経
験
的
諸
類
型
を
相
対
化
す
る
視
点
に
、
共
通
の
特
徴
が
見
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い
だ
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
ヴ
ェ
ル
ッ
カ
ー
の
功
績
と
し
て
、「
国
家
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
民
状
態
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
ま
た
、
諸
国
家
の
多
様
性
は
、
た
ん
に
そ
の
形
態
だ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
そ
の
内
奥
の
本
質
と
目
的
に
見
い
だ
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
」(S.

263.)

点
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
相
対
主
義
に
対
し
て
、
モ
ー
ル
は
、
カ
ン
ト
の

理
念
と
し
て
の
『
哲
学
的
法
治
国
家
』
論
と
は
異
な
る
実
質
的
・
経
験
主
義
的
見
地
と
し
て
共
感
を
寄
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も

た
ん
な
る
相
対
主
義
を
さ
ら
に
乗
り
越
え
る
視
野
と
し
て
、
人
文
主
義
的
（
人
倫
的
）
理
性
主
義
の
立
場
に
立
つ
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
哲
学
的
国
法
学
の
歴
史
」
展
望
の
最
後
に
、
あ
ら
た
め
て
「
社
会
学
」
と
い
う
新
し
い
学
問
領
域
の
位
置
価
値

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
た
し
か
に
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
は
こ
の
〔
哲
学
的
国
法
学
と
い
う
〕
学
問
の
取
り
扱
い

に
ま
だ
大
き
な
変
化
を
生
み
だ
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
疑
い
な
く
、
そ
の
発
展
の
新
た
な
一
章
の
始
ま
り
と
言
っ
て
よ
い
出
来

事
」、
そ
れ
が
「
社�

会�

と
い
う
概
念
の
認
定
で
あ
る
。」
こ
れ
に
よ
っ
て
、
哲
学
的
国
法
学
に
二
つ
の
変
化
が
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
第
一
に
、
国
家
の
活
動
に
と
っ
て
多
数
の
新
し
い
任
務
が
学
問
的
に
把
握
・
展
開
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
法
学
の
内
容
も
増
大

す
る
。
第
二
に
、
国
家
を
孤
立
し
た
諸
個
人
の
意
志
ま
た
は
行
為
の
産
物
と
み
な
す
よ
う
な
教
義
、
あ
る
い
は
、
一
般
に
な
ん
ら
か

の
や
り
方
で
個
人
の
生
活
領
域
か
ら
国
家
へ
と
飛
躍
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
教
義
は
、
す
べ
て
見
放
さ
れ
る
。」(S.

263.)

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
変
化
へ
の
「
刺
激
を
与
え
た
第
一
の
功
績
が
明
ら
か
に
帰
属
す
る
の
は
、
社
会
主
義
者
た
ち
、
つ
ま
り
、

国
民
経
済
の
分
野
に
お
け
る
、
あ
の
大
胆
で
、
幾
重
に
も
思
い
違
い
を
し
て
い
る
危
険
な
革
新
者
た
ち
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
は
、
個

人
的
所
有
の
方
法
と
結
果
に
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
資
本
と
貨
幣
の
支
配
力
に
、
不
平
等
の
体
系
と
貧
困
の
世
界
と
を
認

め
、
そ
れ
ゆ
え
に
財
産
諸
関
係
全
体
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
当
然
に
そ
の
他
い
っ
さ
い
の
生
活
諸
関
係
に
つ
い
て
も
変
革
を
要
求
し

た
。
か
れ
ら
は
、
た
し
か
に
社
会
の
概
念
を
ま
っ
た
く
一
面
的
に
、
つ
ま
り
、
た
ん
に
所
有
と
労
働
の
種
類
と
大
き
さ
が
生
み
だ
す
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共
同
生
活
の
諸
形
態
と
の
関
係
だ
け
で
と
ら
え
た
。
同
様
に
、
と
り
わ
け
必
要
な
国
家
の
諸
形
態
に
つ
い
て
か
れ
ら
が
折
に
ふ
れ
て

説
い
た
こ
と
は
、
完
全
に
間
違
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
共
産
主
義
の
意
味
で
民
主
主
義
を
誇
張
し
て
故
意
に
ゆ
が
め
た
り
実
現
不
可

能
な
も
の
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
サ
ン
‐
シ
モ
ン
と
と
も
に
知
識
階
級
の
恣
意
的
支
配
を
提
案
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
ど
う
に
も
仕

方
な
く
、
一
般
的
な
強
制
労
働
施
設
に
行
き
着
い
た
り
し
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
間
違
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
や
は
り
、

か
れ
ら
は
鋭
い
批
判
の
力
に
よ
っ
て
、
い
ま
ま
で
誰
も
気
に
か
け
な
か
っ
た
、
少
な
く
と
も
誰
も
そ
の
意
味
連
関
を
把
握
し
た
こ
と

の
な
か
っ
た
重
要
な
人
間
諸
関
係
の
存
在
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
し
た
。
―
―
そ
こ
で
か
れ
ら
の
あ
と
に
学
問
の
人
々
が
続
い
た
。

こ
の
人
々
は
、
一
面
で
は
、
社
会
主
義
者
た
ち
の
間
違
っ
た
考
え
方
や
推
論
に
攻
撃
を
加
え
つ
つ
、
他
面
で
は
、
か
れ
ら
に
よ
っ
て

と
ら
え
ら
れ
た
人
間
生
活
の
側
面
を
受
け
入
れ
て
、
社
会
に
か
ん
す
る
、
よ
り
正
し
い
教
義
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
試
み
て
き
た
。
こ

の
地
歩
が
完
全
に
固
め
ら
れ
、
新
し
い
思
想
が
さ
ら
に
広
く
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
文
献
の
潮
流
も
疑
い
な
く
い

っ
そ
う
豊
か
に
こ
の
方
向
に
向
か
う
だ
ろ
う
。
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、
そ
の
端
緒
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。」(S.

263f.)

こ
う
し
た
批
判
と
評
価
と
い
う
両
面
指
向
性
が
「
社
会
主
義
者
た
ち
」
に
対
す
る
、「
学
問
の
人
々
」
の
一
人
と
し
て
の
モ
ー
ル

の
基
本
的
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
は
財
産
諸
関
係
の
維
持
を
図
り
つ
つ
、「
社
会
」
の
問
題
を
認
識
し
、
た
ん
に
「
個
人
の
生
活
領
域

か
ら
国
家
へ
と
飛
躍
」
す
る
「
孤
立
し
た
諸
個
人
」
の
発
想
を
批
判
し
て
、「
社
会
」
の
学
問
と
「
社
会
」
改
革
と
を
志
向
す
る
。

モ
ー
ル
は
、
こ
の
論
説
の
最
後
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
社
会
主
義
文
献
と
し
て
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
フ
レ
ー
ベ
ル(C

arl
Ferdinand

Julius

Fröbel,
1805-1893)

の
『
社
会
的
政
治
学
の
体
系
』（
第
二
版
、
一
八
四
七
年
）
を
取
り
あ
げ
て
、「
高
い
宗
教
的
・
道
徳
的
諸
要

求
を
承
認
し
な
い
唯
物
論
的
生
活
観
」
と
し
て
批
判
す
る
一
方
、「
国
家
の
中
の
社
会
の
法
的
諸
関
係
の
た
め
に
初
め
て
基
礎
を
据

え
た
の
は
、ア
ー
レ
ン
ス
で
あ
る
。そ
れ
が
仕
上
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、こ
の
基
礎
が
ど
の
程
度
正
し
い
か
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。」
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(S.
264.)

と
述
べ
て
、
重
ね
て
ア
ー
レ
ン
ス
へ
の
高
い
評
価
と
期
待
と
を
表
明
し
て
い
る
。

四

で
は
、
な
ぜ
モ
ー
ル
が
こ
の
よ
う
に
「
社
会
の
承
認
」
の
意
義
を
強
調
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
上
述
の
よ
う
に
、「
社
会
問

題
」
に
正
し
く
対
処
し
て
「
内
乱
」
を
回
避
す
る
と
い
う
政
治
的
・
実
践
的
課
題
意
識
、
お
よ
び
「
社
会
学
」
と
い
う
新
た
な
学
問

体
系
の
形
成
と
そ
れ
に
よ
る
国
法
学
自
体
の
豊
富
化
と
い
う
学
問
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
へ
の
関
心
、
こ
の
二
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
と
に
後
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
諸
個
人
の
理
性
的
な
生
の
営
み
は
、
現
実
に
は
、
自
然
に
形
成
さ
れ
る
「
利
害
協
同

体
」
の
空
間
と
し
て
の
多
元
的
な
「
諸
生
活
圏
」
の
中
で
展
開
さ
れ
る
と
い
う
経
験
的
事
実
の
「
発
見
」
は
、
モ
ー
ル
も
自
覚
し
て

い
た
よ
う
に
、
ア
ト
ム
論
的
国
家
像
を
解
体
し
、
新
た
に
「
社
会
」
を
め
ぐ
る
法
関
係
と
行
政
活
動
を
創
造
す
る
と
い
う
意
味
で
、

重
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
理
性
的
な
生
と
い
う
「
生
活
目
的
」
概
念
は
、
そ
の
目
的
の
実
現
の
た
め
の
手
段
の
調
達
に
か
か
わ
る
合

目
的
的
な
「
社
会
の
政
治
学
」
の
形
成
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
社
会
諸
関
係
に
対
す
る
視
野
を
法
と
道
徳
の
両
面
で
醸

成
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
道
徳
と
法
を
、
人
間
「
使
命
」
の
追
求
と
い
う
「
善
」
実
現
の
た
め
の
二
つ
の

（
直
接
的
・
間
接
的
）「
条
件
」
と
し
て
哲
学
的
に
位
置
づ
け
る
が
、
モ
ー
ル
の
方
は
、
上
述
の
よ
う
に
み
ず
か
ら
の
「
国
家
学
」
の

体
系
と
パ
ラ
レ
ル
に
、「
社
会
学
」
体
系
の
中
に
「
社
会
法
学
」
と
「
社
会
道
徳
学
」
と
を
構
想
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
社
会
」
の
発
見
は
、
カ
ン
ト
の
「
哲
学
的
法
治
国
家
」
論
に
お
け
る
原
子
論
的
観
念
性
を
あ
ぶ
り
出
す
。
モ
ー
ル

に
し
た
が
え
ば
、「
ア
ー
レ
ン
ス
と
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
二
人
の
才
気
豊
か
な
著
述
家
が
、
国
家
を
人
間
社
会
全
体
の
一
部
と
と
ら

え
、
さ
ら
に
国
家
自
体
を
そ
の
有
機
体
の
中
で
把
握
し
描
き
出
す
と
い
う
課
題
を
み
ず
か
ら
に
課
し
た
。」「
社
会
に
対
す
る
国
家
の

位
置
づ
け
」
に
か
ん
す
る
議
論
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、「
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
個
人
人
格
と
社
会
と
の
諸
生
活
圏

に
対
す
る
国
家
の
関
係
を
、
鋭
く
、
明
瞭
に
、
才
気
豊
か
に
展
開
す
る
と
い
う
大
き
な
功
績
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
明
ら
か
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に
正
し
い
諸
根
拠
と
諸
構
成
の
の
ち
に
、
学
問
が
い
ず
れ
ま
た
殺
風
景
な
カ
ン
ト
の
法
治
国
家
観
へ
戻
っ
た
り
、
あ
る
い
は
諸
個
人

の
個
別
意
志
か
ら
国
家
を
根
拠
づ
け
る
と
い
う
飛
躍
へ
戻
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
な
こ
と
で
（
８４
）

あ
る
」、
と
。
同
じ

「
理
性
」
原
理
に
立
ち
な
が
ら
、
モ
ー
ル
が
カ
ン
ト
を
「
殺
風
景
なkahl

」
と
突
き
放
し
て
評
し
た
の
は
、
カ
ン
ト
の
国
家
論
が
意

志
論
的
形
式
主
義
に
立
脚
し
て
、
自
由
の
共
存
と
い
う
公
民
社
会
の
原
子
論
的
基
本
原
理
を
説
く
に
と
ど
ま
り
、
集
団
的
諸
利
害
の

錯
綜
し
た
経
験
界
（
目
的
論
の
世
界
）
へ
の
接
近
経
路
を
有
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
国
家
学
者
と
し
て
の
不
満
の
表
明
に
ほ
か
な
ら

ず
、よ
り
積
極
的
に
言
い
か
え
れ
ば
、
実
定
憲
法
・
行
政
法
に
依
拠
し
た
国
家
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
活
動
の
対
象
世
界
に
つ
い
て
は
、「
生

活
圏
」
と
い
う
「
社
会
」
の
認
識
を
欠
い
て
は
そ
の
実
相
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
モ
ー
ル
の
強
い
自
覚
を
示
唆
し
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
、
個
々
の
「
社
会
」
に
お
け
る
成
員
相
互
の
関
係
性
と
い
う
法
と
道
徳
の
新
た
な
問
題
群
が
広
が
る
だ
ろ
う
。

モ
ー
ル
は
、
そ
も
そ
も
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
初
期
立
憲
体
制
の
成
立
（
一
八
一
九
年
の
憲
法
創
設
）
と
い
う
新
次
元
の
も
と
で
学

問
的
経
歴
を
開
始
し
、
祖
国
と
諸
外
国
の
実
定
的
国
法
（
憲
法
・
行
政
法
）
論
を
み
ず
か
ら
開
拓
し
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
か
れ
に

と
っ
て
は
、
カ
ン
ト
的
理
性
法
論
は
、
長
い
自
然
法
思
想
史
の
終
極
点
と
し
て
、
す
で
に
過
去
の
事
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
九

世
紀
後
半
に
台
頭
す
る
実
定
法
至
上
主
義
と
し
て
の
法
実
証
主
義
は
、
そ
の
法
律
学
的
構
成
の
面
で
も
ま
だ
形
成
途
上
に
あ
っ
た
だ

け
で
な
く
、「
あ
る
高
い
理
性
法
則
」
や
「
高
い
宗
教
的
・
道
徳
的
諸
要
求
」
を
実
定
的
国
法
論
の
哲
学
的
基
礎
と
し
て
実
質
的
に

重
視
し
た
モ
ー
ル
に
と
っ
て
は
、
厳
密
な
法
律
実
証
主
義
は
、
生
涯
を
通
し
て
な
お
異
質
な
世
界
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
が
、
自
然

法
論
か
ら
法
実
証
主
義
へ
の
過
渡
期
の
人
と
し
て
の
初
期
立
憲
主
義
者
モ
ー
ル
の
、
実
質
的
な
理
性
主
義
の
立
場
で
あ
り
、
目
的
論

的
伝
統
に
立
つ
「
政
治
的
学
問
」
と
し
て
の
国
家
学
の
立
場
で
あ
っ
た
。
実
定
法
の
哲
学
的
基
礎
づ
け
と
し
て
の
「
法
哲
学
」
に
対

す
る
モ
ー
ル
の
親
和
性
も
、
そ
の
よ
う
な
「
法
哲
学
」
自
体
に
は
ら
ま
れ
て
い
た
、
自
然
法
と
実
定
法
と
を
架
橋
す
る
媒
介
的
性
質
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に
由
来
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
哲
学
上
の
立
場
と
い
う
点
で
は
、
い
ま
待
た
れ
る
も
の
は
、「
諸
個
人
の
個
別
意
志

か
ら
国
家
を
根
拠
づ
け
る
と
い
う
飛
躍
」
へ
の
後
戻
り
で
は
す
で
に
あ
り
え
な
い
い
じ
ょ
う
、
ア
ト
ム
論
の
形
而
上
学
的
観
念
性
を

超
え
て
「
生
活
目
的
」
の
実
質
を
語
り
う
る
客
観
主
義
の
立
場
だ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
モ
ー
ル
自
身
は
、
一
貫
し
て
人

文
主
義
的
理
性
主
義
の
見
地
を
固
持
し
た
の
だ
が
、
カ
ン
ト
の
法
形
式
論
に
対
し
て
モ
ー
ル
の
抱
い
た
距
離
感
は
、
か
れ
を
ア
ー
レ

ン
ス
の
善
実
現
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
法
実
質
論
へ
引
き
寄
せ
る
で
あ
ろ
う
。

上
述
の
よ
う
に
、
モ
ー
ル
は
、
一
八
五
一
年
の
論
説
「
社
会
学
と
国
家
学
」
に
お
い
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
が
「
人
間
の
生
活
諸
目
的

が
、
不
可
欠
の
社
会
形
成
諸
力
で
あ
る
こ
と
を
非
常
に
鋭
く
立
証
し
た
」
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
四
年
後
の
そ
の
全
面
改
訂

版
「
国
家
学
と
社
会
学
」
で
も
こ
の
表
現
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
「
生
活
目
的
」
概
念
に
も
と
づ
く
多
様
な
「
生
活
圏
」
と
し
て

の
「
社
会
」
認
識
が
、
ア
ー
レ
ン
ス
と
モ
ー
ル
に
共
通
す
る
一
つ
の
基
礎
的
な
出
発
点
を
な
す
が
、「
生
活
目
的
」
は
、
人
間
と
し

て
の
「
生
」
の
理
念
に
か
ん
す
る
な
ん
ら
か
の
実
質
内
容
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
モ
ー
ル
に
と
っ
て
は
、
近
代
的
な
「
法
治
国

家
」
に
お
け
る
「
生
活
目
的
」
と
は
、「
人
間
に
賦
与
さ
れ
た
す
べ
て
の
精
神
的
・
肉
体
的
諸
力
の
、
で
き
る
だ
け
全
面
的
な
、
理

性
に
従
っ
た
開
展

（
８５
）

A
usbildung

」
で
あ
る
と
、
当
初
か
ら
表
現
さ
れ
て
い
た
。
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
ば
あ
い
は
ど
う
か
。「
生
の

目
的
」
論
は
、
根
源
的
な
「
善
」
と
当
為
の
認
識
を
基
礎
と
し
て” Politik“

を
語
り
え
た
か
ら
、
そ
う
し
た
見
地
は
、” Politik“

と
し
て
の
政
策
論
を
実
践
哲
学
的
に
支
え
る
一
つ
の
国
家
学
的
到
達
点
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
主
観
主
義
と
法
形

式
論
、
そ
の
ご
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至
る
ま
で
の
観
念
論
を
、” Panentheism

us“

（
万
有
内
在
神
論
）
的
な
実
在
論
の
観
点
で
克
服
し
よ
う

と
し
た
の
が
ク
ラ
ウ
ゼ
で
あ
り
、
そ
の
客
観
主
義
的
な
法
理
解
の
も
と
で
社
会
改
革
志
向
の
法
哲
学
的
論
理
を
示
し
た
の
が
ア
ー
レ

ン
ス
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
よ
う
や
く
わ
れ
わ
れ
は
、
モ
ー
ル
と
と
も
に
歩
む
、
や
や
長
い
迂
回
路
を
経
て
、
あ
ら
た
め
て
ア
ー
レ
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ン
ス
の
主
著
の
扉
を
開
き
、
そ
の
生
活
目
的
論
の
国
家
学
的
射
程
を
検
分
す
べ
き
地
点
に
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。

〈
付
言
〉

テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
の
モ
ー
ル
の
遺
稿
類
の
う
ち
、
本
稿
で
言
及
し
た
ア
ー
レ
ン
ス
の
モ
ー
ル
宛
書
簡
等
の
原
資
料(M

d

613-28)

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
同
図
書
館
の
ご
配
慮
に
あ
ず
か
っ
た
。
ま
た
、
上
記
原
資
料
の
判
読
に
際
し
て
は
、
同
図
書
館
のFrau

A
.

Iguchi,
Frau

A
.-E

.
B

ruckhaus,
Frau

S.
Schöttle,

Frau
I.

B
auer-K

löden
(U

niversitätsarchiv)

の
方
々
か
ら
親
身
の
全
面
的
ご
協
力
を
賜

っ
た
。
こ
の
点
を
、
豊
か
な
良
き
想
い
出
と
と
も
に
こ
こ
に
特
記
し
て
、
深
い
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
１
）

D
.

K
lippel,

N
aturrecht

und
Politik

im
D

eutschland
des

19.
Jahrhunderts,

in:
N

aturrecht
und

Politik,
hrsg.

v.
K

.
G

.
B

alle-

strem
,

B
erlin

1993,
S.

27-48,
bes.

S.
46.

こ
れ
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
『
歴
史
概
念
事
典
』
で
長
大
な
項
目
「
自
然
法
」
を
執
筆
し

た
カ
ー
ル
‐
ハ
イ
ン
ツ
・
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
、
歴
史
法
学
派
の
成
立
で
筆
を
お
い
て
い
る
の
は
、
右
の
通
念
に
忠
実
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。V
gl.

K
.-H

.
Ilting,

A
rt.,

N
aturrecht,

in:
G

eschichtliche
G

rundbegriffe,
H

istorisches
L

exikon
zur

politisch-sozialen

Sprache
in

D
eutschland,

hrsg.
v.

O
.

B
runner,

W
.

C
onze,

R
.

K
oselleck,

B
d.

4,
Stuttgart

1978,
S.

245-313.

な
お
本
稿
で
は
、
以

下
、
引
用
文
中
の
（

）
は
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
、〈

〉
は
引
用
文
中
の
引
用
符
、〔

〕
の
部
分
は
引
用
者
の
補
筆
で
あ
り
、
引
用
文

中
の
傍
点
は
原
文
が
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
（
ま
た
は
、
ご
く
ま
れ
に
イ
タ
リ
ッ
ク
や
ゴ
チ
ッ
ク
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
邦
訳
書
が
あ

る
ば
あ
い
は
該
当
ペ
ー
ジ
数
を
漢
数
字
で
併
記
す
る
が
、
引
用
文
は
邦
訳
書
に
従
っ
て
い
な
い
ば
あ
い
が
あ
る
。

（
２
）

G
.

H
ugo,

L
ehrbuch

des
N

aturrechts,
als

einer
Philosophie

des
positiven

R
echts,

besonders
des

Privatrechts,
4.,

sehr

veränderte
A

usg.,
B

erlin
1819.
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（
３
）

D
.

K
lippel,

a.a.O
.,

S.
32,

44.

（
４
）

M
.

Stolleis,
G

eschichte
des

öffentlichen
R

echts
in

D
eutschland,

B
d.

2,
Staatsrechtslehre

und
V

erw
altungsw

issenschaft
1800-

1914,
M

ünchen
1992,

S
.

423f.
（
５
）

D
.

K
lippel,

a.a.O
.,

S.
31f.;

J.
Schröder

u.
I.

Pielem
eier,

N
aturrecht

als
L

ehrfach
an

den
deutschen

U
niversitäten

des
18.

und

19.
Jahrhunderts,

in:
N

aturrecht
–

Spätaufklärung
–

R
evolution,

hrsg.
v.

O
.

D
ann

u.
D

.
K

lippel,
H

am
burg

1995,
S.

255-269.

（
６
）
こ
の
点
を
歴
史
的
文
脈
の
中
で
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の
と
し
て
、
つ
ぎ
を
見
よ
。
石
部
雅
亮
「
啓
蒙
期
自
然
法
学
か
ら
歴
史
法
学
へ

―
―
一
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
法
学
教
育
の
改
革
と
の
関
連
に
お
い
て
―
―
」、
河
内
宏
・
他
編
『
市
民
法
学
の
歴
史
的
・
思
想
的
展
開
』、
信

山
社
、
二
〇
〇
六
年
、
所
収
。

（
７
）

I.
K

ant,
K

ritik
der

reinen
V

ernunft
(1781/1787),

A
839,

B
867.

有
福
孝
岳
訳
「
純
粋
理
性
批
判
」、『
カ
ン
ト
全
集
６
』、
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
六
―
一
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
８
）

I.
K

ant,
G

rundlegung
zur

M
etaphysik

der
Sitten

(1785),
in:

Philosophische
B

ibliothek,
B

d.
41,

hrsg.
v.

K
.

V
orländer,

3.

A
ufl.,

L
eipzig

1906,
S.

1-95,
S.

53.
野
田
又
夫
訳
「
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
」、『
世
界
の
名
著
３２
カ
ン
ト
』、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
二
年
、
二
七
四
ペ
ー
ジ
。

（
９
）
第
三
批
判
に
お
い
て
も
、
カ
ン
ト
の
保
持
し
た
見
地
は
、「
目
的
と
い
う
概
念
を
物
自
体
の
次
元
に
持
ち
込
む
こ
と
を
拒
否
し
て
現
象

界
に
関
す
る
統
制
的
原
理
に
留
め
る
と
い
う
考
え
方
」（
佐
藤
康
邦
『
カ
ン
ト
『
判
断
力
批
判
』
と
現
代
―
―
目
的
論
の
新
た
な
可
能
性

を
求
め
て
―
―
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
四
ペ
ー
ジ
。）
で
あ
っ
た
。

（
１０
）
こ
の
よ
う
な
近
代
原
理
に
お
け
る
形
式
性
の
ド
イ
ツ
的
形
成
過
程
と
そ
の
問
題
状
況
に
つ
い
て
、
木
村
周
市
朗
「
近
代
原
理
の
形
式
性

と
ド
イ
ツ
国
家
学
の
実
質
性
」、『
成
城
大
学
経
済
研
究
』、
第
一
九
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
、
所
収
、
を
参
照
の
こ
と
。

（
１１
）

A
.

V
erdross,

A
bendländische

R
echtsphilosophie,

Ihre
G

rundlagen
und

H
auptproblem

e
in

geschichtlicher
Schau,

W
ien

1958,
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bes.
S.

168-174.

（
１２
）

A
.

V
erdross,

Statisches
und

dynam
isches

N
aturrecht,

Freiburg
1971,

S.
25-34.

原
秀
男
・
栗
田
陸
雄
訳
『
自
然
法
』、
成
文
堂
、

一
九
七
四
年
、
二
三
―
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
１３
）

A
.

V
erdross,

D
ie

E
rneuerung

der
m

aterialen
R

echtsphilosophie,
in:

Z
eitschrift

für
schw

eizerisches
R

echt,
N

.
F.,

B
d.

76,

B
asel

1957,
1.

H
albband,

S.
181-213,

S.
192.

（
１４
）
石
部
雅
亮
「
現
代
法
学
の
諸
相
」、
石
部
・
笹
倉
秀
夫
『
法
の
歴
史
と
思
想
―
―
法
文
化
の
根
柢
に
あ
る
も
の
―
―
』、
放
送
大
学
教
育

振
興
会
、
一
九
九
五
年
、
所
収
、
お
よ
び
広
渡
清
吾
『
法
律
か
ら
の
自
由
と
逃
避
―
―
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
制
下
の
私
法
学
―
―
』、
日
本

評
論
社
、
一
九
八
六
年
、
を
見
よ
。

（
１５
）

H
.

A
hrens,

R
echt

und
R

echtsw
issenschaft

im
A

llgem
einen,

R
echtsphilosophische

E
inleitung,

in:
E

ncyclopädie
der

R
echts-

w
issenschaft

in
system

atischer
B

earbeitung,
hrsg.

v.
F.

von
H

oltzendorff,
L

eipzig
1870,

S.
1-60.

（
１６
）

E
.

v.
Philippovich,

D
as

E
indringen

der
sozialpolitischen

Ideen
in

die
L

iteratur,
in:

D
ie

E
ntw

icklung
der

deutschen
V

olks-

w
irtschaftslehre

im
neunzehnten

Jahrhundert,
(Festschrift

für
G

ustav
Schm

oller
zum

70.
G

eburtstag),
2.

T
eil,

L
eipzig

1908,
S.

1-51.

あ
わ
せ
て
、
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
が
ア
ー
レ
ン
ス
と
レ
ー
ダ
ー
の
基
本
思
想
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
つ
ぎ
を
見
よ
。E

.
v.

Philippovich,
D

ie
E

ntw
icklung

der
w

irtschaftspolitischen
Ideen

im
19.

Jahrhundert,
T

übingen
1910,

bes.
S.

79-85.

本
書
を
ハ

イ
エ
ク
は
、「
お
そ
ら
く
か
れ
の
最
も
み
ご
と
で
円
熟
し
た
出
版
物
」
と
評
し
て
い
る
。F.

A
.

H
ayek,

art.,
Philippovich

von
Phil-

ippsberg,
in:

E
ncyclopaedia

of
the

Social
Sciences,

ed.
by

E
.

R
.

A
.

Seligm
an,

N
ew

Y
ork,

vol.
12,

1934,
p.

116.

（
１７
）

A
.

A
m

onn,
E

ugen
von

Philippovich
(†

4.
Juni

1917),
in:

Jahrbücher
für

N
ationalökonom

ie
und

Statistik,
B

d.
109,

3.
Folge,

B
d.

54,
Jena

1917,
II,

S.
158-163,

S.
162.

ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ア
モ
ン
の
こ
の
追
悼
文
は
、
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
の
学
問
、
教
育
、
政
治

の
各
分
野
で
の
精
力
的
で
誠
実
な
活
動
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
は
「
自
由
放
任
主
義
」
と
「
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社
会
主
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義
」
と
を
と
も
に
拒
否
し
、「
こ
れ
ら
二
つ
の
、
基
本
的
に
ネ�

ガ�

テ�

ィ�

ヴ�

な�

理
念
と
勢
力
に
対
抗
し
て
、
ポ�

ジ�

テ�

ィ�

ヴ�

に�

建
設
し
改
築
す

る
包
括
的
な
社�

会�

改�

良�

と
い
う
現
実
政
治
的
な
思
想
を
代
表
し
た
。」(S.
159.)

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
の
志
向
性
に
つ
い
て
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ミ
ー
ゼ
ス
は
、
人
々
の
「
孤
立
化
」
で
は
な
く
「
結
合
」、
す
な
わ
ち
「
相
互
援
助
の
原
理
、
連
帯
性
の
原
理
」
を
重

視
し
た
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
の
見
地
に
言
及
し
つ
つ
、「
か
れ
は
社
会
改
良
の
原
理
に
科
学
的
な
根
拠
を
与
え
よ
う
と
努
力
し
た
」
と
表
現

し
て
い
る
。L

.
M

ises,
E

ugen
von

Philippovich,
in:

N
eue

Ö
sterreichische

B
iographie

1815-1918,
1.

A
bt.,

3.
B

d,
W

ien
1926,

S.

53-62,
S.

57,
60.

（
１８
）

K
.

M
ilford,

A
rt.,

Philippovich,
in:

N
eue

D
eutsche

B
iographie,

B
d.

20,
B

erlin
2001,

S.
393f.,

S.
393.

一
九
一
九
年
の
社
会
政

策
学
会
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
大
会
に
お
け
る
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
イ
ニ
ッ
シ
ュ
（
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
の
同
僚
）
に
よ
る
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
追
悼

演
説
は
、
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
点
に
ふ
れ
て
、
つ
ぎ
の
一
節
を
含
ん
で
い
る
。「
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
ィ
ク
は
、
と
り
わ
け
、
知
識
人
の
世
界

で
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
社
会
的
側
面
に
対
す
る
理
解
を
喚
起
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
大
の
貢
献
を
し
た
。」M

.
H

ainisch,
E

rinnerung
an

E
ugen

von
Philippovich,

in:
Schriften

des
V

ereins
für

Sozialpolitik,
B

d.
159,

M
ünchen

u.
L

eipzig
1920,

S.
25-29,

S.
27.

（
１９
）
木
村
周
市
朗
「
ド
イ
ツ
国
家
学
と
経
済
学
―
―
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ウ
の
〈
官
房
学
の
再
編
成
〉
を
中
心
に
―
―
」、『
成
城
大

学
経
済
研
究
』、
第
一
八
二
号
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
、
所
収
、
を
参
照
の
こ
と
。

（
２０
）

B
.

H
ildebrand,

D
ie

N
ationalökonom

ie
der

G
egenw

art
und

Z
ukunft,

1.
B

d.,
Frankfurt

a.
M

.
1848,

S.
3.

（
２１
）

V
gl.

E
.

H
erzer,

D
er

N
aturrechtsphilosoph

H
einrich

A
hrens

(1808-1874),
B

erlin
1993,

S.
11ff.;

E
.

M
.

U
reña,

K
.

C
.

F.

K
rause,

Philosoph,
Freim

aurer,
W

eltbürger,
E

ine
B

iographie,
m

it
einem

V
orw

ort
von

R
udolf

V
ierhaus,

Stuttgart
u.

B
ad

C
ann-

statt
1991,

S.
601;

E
.

R
.

H
uber,

D
eutsche

V
erfassungsgeschichte

seit
1789,

B
d.

II,
3.

w
esentlich

überarbeitete
A

uflage,

Stuttgart
et

al.
1988,

S.
88.

（
２２
）

H
.

A
hrens,

C
ours

de
droit

naturel
ou

de
philosophie

du
droit,

fait
d’après

l’état
actuel

de
cette

science
en

A
llem

agne,
Paris
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1838.

（
２３
）

H
.

A
hrens,

V
orrede

zur
vierten

A
usgabe,

in:
ders.,

D
ie

Philosophie
des

R
echts

und
des

Staates,
E

rster
T

heil:
D

ie
R

echts-

philosophie,
oder

das
N

aturrecht,
auf

philosophisch-anthropologischer
G

rundlage,
V

ierte,
von

dem
V

erfasser
selbst

besorgte

und
neu

bearbeitete
deutsche,

A
usgabe,

W
ien

1852,
S

.X
A

nm
.

（
２４
）

H
.

A
hrens,

D
as

N
aturrecht

oder
die

R
echtsphilosophie

nach
dem

gegenw
ärtigen

Z
ustande

dieser
W

issenschaft
in

D
eutschland,

N
ach

der
zw

eiten
A

usgabe
deutsch

von
A

dolph
W

irk,
B

raunschw
eig

1846.

（
２５
）
西
村
稔
『
知
の
社
会
史
―
―
近
代
ド
イ
ツ
の
法
学
と
知
識
社
会
―
―
』、
木
鐸
社
、
一
九
八
七
年
、
一
五
〇
―
一
五
一
ペ
ー
ジ
を
見
よ
。

（
２６
）

F.
B

oese,
G

eschichte
des

V
ereins

für
Sozialpolitik

1872-1932,
Im

A
uftrage

des
L

iquidationsausschusses,
B

erlin
1939,

S.
12.

（
２７
）
学
会
創
設
の
試
み
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
か
ら
の
「
講
壇
社
会
主
義
者
」
へ
の
非
難
に
対
す
る
反
論
の
場
と
し
て
構
想
さ
れ
、
当
初

は
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
主
導
で
少
数
の
同
志
的
結
合
が
め
ざ
さ
れ
て
い
た
が
、準
備
の
過
程
で
、リ
ベ
ラ
ル
派
に
も
呼
び
か
け
て
広
範
な
人
々

か
ら
な
る
「
社
会
問
題
」
討
議
・
啓
蒙
団
体
に
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
路
線
が
確
定
し
た
（V

gl.
F.

B
oese,

a.a.O
.,

S.
2-4.

田
村
信
一
『
グ
ス
タ
フ
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
研
究
』、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
三
年
、
一
八
―
二
二
ペ
ー
ジ
）。
一
八
七
三
年
十
月
十
二
・
十

三
日
に
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
で
開
催
さ
れ
た
正
式
の
学
会
設
立
大
会
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
出
席
者
は
一
〇
五
名
、
そ
の
う
ち
大
学
教
授
は
十
六
名

に
と
ど
ま
り
、
高
級
官
僚
十
数
名
、
出
版
・
編
集
者
十
二
名
、
各
地
の
商
業
会
議
所
代
表
、
農
場
主
、
労
働
組
合
代
表
、
工
場
主
、
市
長

な
ど
の
自
治
体
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
四
〜
五
名
、
そ
の
他
、
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
多
彩
な
顔
ぶ
れ
に
発
足
当
初
の
学
会
の

穏
和
な
（
微
温
的
・
和
解
的
）
な
討
議
団
体
と
し
て
の
性
格
が
表
れ
て
い
る
。V

gl.
V

erhandlungen
des

V
ereins

für
Socialpolitik

am

12.
und

13.
O

ctober
1873,

Schriften
des

V
ereins

für
Socialpolitik,

B
d.

4,
L

eipzig
1874,

S.
198-200.

（
２８
）
西
村
、
前
掲
書
、
一
五
四
―
一
五
五
、
一
六
三
ペ
ー
ジ
。
ギ
ー
ル
ケ
の
ラ
ー
バ
ン
ト
批
判(O

.
G

ierke,
L

abands
Staatsrecht

und
die

deutsche
R

echtsw
issenschaft,

in:
Jahrbuch

für
G

esetzgebung,
V

erw
altung

und
V

olksw
irthschaft

im
D

eutschen
R

eich,
7.

Jg.,
4.
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H
eft,

L
eipzig

1883,
S.

1-99.)

、
レ
ー
ニ
ン
グ
の
Ｏ
・
マ
イ
ヤ
ー
批
判(E

.
L

oening,
D

ie
konstruktive

M
ethode

auf
dem

G
ebiete

des

V
erw

altungsrechtes,
in:

a.a.O
.,

11.
Jg.,

2.
H

eft,
1887,

S.
117-145.)

が
掲
載
さ
れ
た
の
が
、
と
も
に
右
の
『
シ
ュ
モ
ラ
ー
年
報
』
で

あ
っ
た
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
。

（
２９
）
西
村
、
前
掲
書
、
一
四
九
、
一
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
３０
）

G
.

Schm
oller,

U
eber

einige
G

rundfragen
des

R
echts

und
der

V
olksw

irthschaft,
E

in
offenes

Sendschreiben
an

H
errn

Professor
D

r.
H

einrich
von

T
reitschke,

Jena
1875,

S.
54f.

こ
の
公
開
答
状
の
内
容
と
、
そ
れ
が
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
方
法
論
的
見
地
に

と
っ
て
有
し
た
意
義
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
見
よ
。
中
村
貞
二
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
研
究
』、
未
来
社
、
一
九
七
二
年
、
二
五
ペ

ー
ジ
以
下
、
同
、
増
補
版
、
一
九
九
九
年
、
四
七
ペ
ー
ジ
以
下
、
田
村
、
前
掲
書
、
第
四
章
。

（
３１
）
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
木
村
周
市
朗
『
ド
イ
ツ
福
祉
国
家
思
想
史
』、
未
来
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
九
章
を
参
照
の
こ
と
。

（
３２
）
木
村
、
前
掲
書
、
四
六
二
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。

（
３３
）

A
.

W
agner,

A
llgem

eine
oder

theoretische
V

olksw
irthschaftslehre,

M
it

B
enutzung

von
R

au’s
G

rundsätzen
der

V
olksw

irth-

schaftslehre,
(L

ehrbuch
der

politischen
O

ekonom
ie,

von
K

arl
H

einrich
R

au,
V

ollständig
neubearbeitet

von
A

.
W

agner
und

E
.

N
asse,

1.
B

d.),
L

eipzig
u.

H
eidelberg

1876,
S.

242-244.

（
３４
）

R
.

M
ohl,

[R
ezension]

C
ours

de
droit

naturel
ou

de
philosophie

du
droit,

fait
d’après

l’état
actuel

de
cette

science
en

A
llem

agne,
par

H
.

A
hrens,

Prof.
à

l’U
niversité

de
B

ruxelles,
Paris,

ch.
B

rockhaus
et

A
venarius,

1838-1839.
X

III
und

508S.,

in:
H

eidelberger
Jahrbücher

der
L

iteratur,
33.

Jg.,
4.

H
eft,

H
eidelberg

1840,
S.

481-501.

こ
の
書
評
の
参
照
ペ
ー
ジ
は
、
以
下
、

本
文
中
に
括
弧
に
入
れ
て
記
す
。

（
３５
）

H
.

A
hrens,

C
ours

de
droit

naturel
ou

de
philosophie

du
droit,

fait
d’après

l’état
actuel

de
cette

science
en

A
llem

agne,
2

e

édition
revue

et
considérablem

ent
augm

entée,
B

ruxelles
1844,

p.
I

note;
D

ers.,
D

as
N

aturrecht
oder

die
R

echtsphilosophie
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nach
dem

gegenw
ärtigen

Z
ustande

dieser
W

issenschaft
in

D
eutschland,

N
ach

der
zw

eiten
A

usgabe
deutsch

von
A

dolph
W

irk,

B
raunschw

eig
1846,

S.
IX

A
nm

.

（
３６
）
モ
ー
ル
と
ア
ー
レ
ン
ス
の
あ
い
だ
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
、
と
り
わ
け
前
者
か
ら
後
者
に
宛
て
た
も
の
の
内
容
を
知
り
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
二
〇
〇
七
年
夏
に
、
ア
ー
レ
ン
ス
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
グ
ラ
ー
ツ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
各
大
学
図
書
館
、
生
誕
地
に

近
い
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
の
図
書
館
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン
の
国
立
図
書
館
手
稿
部
に
照
会
し
た
か
ぎ
り
で
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て

も
所
蔵
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
モ
ー
ル
の
遺
稿
類
の
主
要
部
分
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
見
よ
。E

.
A

ngerm
ann,

R
obert

von
M

ohl
1799-1875,

L
eben

und
W

erk
eines

altliberalen
Staatsgelehrten,

N
euw

ied
1962,

S.
451.

（
３７
）

N
achlaß

M
ohl

in
der

H
andschriften-A

bteilung
der

U
niversitätsbibliothek

T
übingen,

M
d

613-28,
B

l.
1

[M
ohl

über
A

hrens].

テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
の
上
記
手
稿
群
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
モ
ー
ル
宛
私
信
の
一
部
に
判
読
不
能
部
分
を
含
ん
で

い
る
た
め
、
以
下
、
本
稿
で
の
そ
れ
ら
の
訳
出
は
な
お
暫
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

（
３８
）

L
ebens-E

rinnerungen
von

R
obert

von
M

ohl
1799-1875,

2
B

de.,
S

tuttgart
u.

L
eipzig

1902,
B

d.
2,

S.
365.

（
３９
）

E
benda,

S.
367.

（
４０
）

E
benda,

S.
376-378.

（
４１
）

E
benda,

S.
368.

（
４２
）

E
benda,

S.
425.

（
４３
）

E
benda,

S.
408.

（
４４
）

E
benda,

S.
373-375.

（
４５
）

N
achlaß

M
ohl,

M
d

613-28,
B

l.
2

[4.
Januar

1840].

（
４６
）

[R
.

M
ohl,]

D
ie

deutsche
U

niversitäten,
ihre

gegenw
ärtigen

M
ißstände

und
deren

H
eilung,

in:
D

eutsche
V

ierteljahrs
Schrift,
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2.
H

eft,
Stuttgart

u.
T

übingen
1839,

S.
1-37.

（
４７
）

N
achlaß

M
ohl,

M
d

613-28,
B

l.
3

[29.
M

ai
1840].

（
４８
）

[R
.

M
ohl,]

D
ie

V
ergangenheit,

G
egenw

art
und

Z
ukunft

der
politischen

O
ekonom

ie,
in:

D
eutsche

V
ierteljahrs

Schrift,
3.

H
eft,

1840,
S.

1-72.

（
４９
）

N
achlaß

M
ohl,

M
d

613-28,
B

l.
4

[15.
M

ai
1841].

（
５０
）

N
achlaß

M
ohl,

M
d

613-28,
B

l.
5

[29.
D

ezem
ber

1842].

（
５１
）

E
.

M
.

U
reña,

a.a.O
.,

S.
292;

A
.

Z
w

eig,
art.,

K
rause,

K
arl

C
hristian

Friedrich
(1781-1832),

in:
E

ncyclopedia
of

philosophy,

ed.
by

D
.

M
.

B
orchert,

T
hom

son
G

ale,
2nd

ed.,
vol.

5,
2006,

pp.
147-149.

（
５２
）

N
achlaß

M
ohl,

M
d

613-28,
B

l.
6

[8.
M

ai
1844].

（
５３
）

N
achlaß

M
ohl,

M
d

613-28,
B

l.
7

[2.
Juni

1844].

（
５４
）

N
achlaß

M
ohl,

M
d

613-28,
B

l.
8.

（
５５
）

N
achlaß

M
ohl,

M
d

613-28,
B

l.
9

[17.
Septem

ber
1844].

（
５６
）

E
.

A
ngerm

ann,
a.a.O

.,
S.

64
A

nm
.

ち
な
み
に
、
モ
ー
ル
が
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
の
職
に
あ
っ
た
の
は
、
一
八
四
八
年
八
月
九
日
か
ら

翌
年
五
月
十
日
ま
で
で
あ
る
。

（
５７
）
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
木
村
、
前
掲
書
、
三
二
六
―
三
三
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
５８
）

[R
.

M
ohl,]

U
eber

die
E

rrichtung
staatsw

issenschaftlicher
Fakultäten

auf
den

deutschen
U

niversitäten,
in:

D
eutsche

V
iertel-

jahrs
Schrift,

4.
H

eft,
1840,

S.
237-257,

hier
S.

237,
248f.

モ
ー
ル
は
そ
の
ご
、
こ
の
論
説
を
一
八
六
九
年
の
論
文
集
に
収
録
し
た

際
、
上
記
の
六
講
座
を
一
部
差
し
替
え
て
、
政
治
経
済
学
（
財
政
学
を
含
む
）、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
、
統
計
学
、
行
政
学
の
必
置
四
講
座
と
、

産
業
技
術
学
と
農
林
経
済
学
の
二
講
座
と
し
て
い
る
。R

.
v.

M
ohl,

U
eber

die
E

rrichtung
eigener

staatsw
issenschaftlicher

Fakul-
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täten,
in:

ders.,
Staatsrecht,

V
ölkerrecht

und
Politik,

M
onographieen,

B
d.

3:
Politik,

B
d.

2,
T

übingen
1869,

S.
220-241,

S.

231.

（
５９
）
国
家
学
の
修
得
を
上
級
行
政
職
の
資
格
要
件
に
す
る
こ
と
は
、
モ
ー
ル
に
と
っ
て
一
貫
し
た
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
努
力
の
一

例
と
し
て
、
つ
ぎ
を
見
よ
。[R

.
M

ohl,]
U

eber
Staatsdienstprüfungen,

in:
D

eutsche
V

ierteljahrs
Schrift,

4.
H

eft,
1841,

S.
79-103.

あ
わ
せ
て
、K

.
E

.
B

orn,
G

eschichte
der

W
irtschaftsw

issenschaften
an

der
U

niversität
T

übingen
1817-1967,

T
übingen

1967,
S.

34-38.
お
よ
び
、「
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
学
派
」
と
い
う
独
自
の
コ
ス
モ
ス
を
つ
く
り
あ
げ
た
モ
ー
ル
の
足
跡
に
つ
い
て
、
と
く
に
つ
ぎ
を

見
よ
。W

.
B

leek,
D

ie
T

übinger
Schule

der
gesam

ten
Staatsw

issenschaft,
in:

Schulen
in

der
deutschen

Politikw
issenschaft,

hrsg.
von

W
.

B
leek

u.
H

.
J.

L
ietzm

ann,
O

pladen
1999,

S.
105-129,

S.
114f.

（
６０
）

K
.

E
.

B
orn,

a.a.O
.,

S.
38,

42-46;
W

.
B

leek,
a.a.O

.,
S.

115-117.

（
６１
）
し
た
が
っ
て
こ
の
『
総
合
国
家
学
雑
誌
』
の
創
刊
号
に
は
、
つ
ぎ
の
標
記
が
見
ら
れ
る
。” In

V
ierteljahrs-H

eften
herausgegeben

von

den
Professoren

M
ohl,

K
naus,

V
olz,

Schüz,
Fallati,

und
H

offm
ann,

M
itgliedern

der
staatsw

irthschaftlichen
Facultät

in
T

übin-

gen.“

（
６２
）

R
.

M
ohl

u.a.,
V

orw
ort,

in:
Z

eitschrift
für

die
gesam

m
te

Staatsw
issenschaft,

1.
B

d.,
Jg.

1844,
T

übingen,
S.

3-6.

（
６３
）

K
.

E
.

B
orn,

a.a.O
.,

S.
49f.,

122-125.

（
６４
）

R
.

M
ohl,

G
esellschafts-W

issenschaften
und

Staats-W
issenschaften,

in:
Z

eitschrift
für

die
gesam

m
te

Staatsw
issenschaft,

7.

B
d.,

Jg.
1851,

S.
3-71.

こ
の
論
説
の
参
照
ペ
ー
ジ
は
、
以
下
、
本
文
中
に
括
弧
に
入
れ
て
記
す
。

（
６５
）

Z
it.

bei:
M

.
H

ahn,
B

ürgerlicher
O

ptim
ism

us
im

N
iedergang,

Studien
zu

L
orenz

Stein
und

H
egel,

M
ünchen

1969,
S.

170.

（
６６
）

H
.

A
hrens,

D
ie

Philosophie
des

R
echts,

2.
T

heil:
D

ie
organische

Staatslehre
auf

philosophisch-anthropologischer
G

rundlage,

1.
B

d.,
E

nthaltend:
D

ie
philosophische

G
rundlage

und
die

allgem
eine

Staatslehre,
W

ien
1850,

S.
77.
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（
６７
）

V
gl.

E
.

A
ngerm

ann,
a.a.O

.,
S.

75f.

（
６８
）

R
.

M
ohl,

D
ie

Staatsw
issenschaften

und
die

G
esellschaftsw

issenschaften,
in:

ders.,
D

ie
G

eschichte
und

L
iteratur

der
Staats-

w
issenschaften,

In
M

onographien
dargestellt,

B
d.

1,
U

nveränderter
A

bdruck
der

1855
erschienenen

A
usgabe,

G
raz

1960,
S.

67-110,
S.

86.

（
６９
）
モ
ー
ル
に
よ
る
こ
の
注
記
に
つ
い
て
は
、「
パ
リ
」
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、「
一
八
五
一
年
」
は
一
八
五
二
年
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
７０
）

R
.

M
ohl,

D
as

Staatsrecht
des

K
önigreiches

W
ürttem

berg,
1.

A
ufl.,

1.
T

heil,
D

as
V

erfassungsrecht,
T

übingen
1829

(X
V

I+

693S.);
R

.
v.

M
ohl,

D
as

Staatsrecht
des

K
önigreiches

W
ürttem

berg,
2.

A
ufl.,

1.
B

d.,
D

as
V

erfassungsrecht,
T

übingen
1840

(X
X

II+
831

S.),
S.

377-384.

（
７１
）

R
.

M
ohl,

D
ie

E
ncyklopädieen

und
System

e
der

Staatsw
issenschaften,

in:
ders.,

D
ie

G
eschichte

und
L

iteratur
der

Staats-

w
issenschaften,

B
d.

1,
a.a.O

.,
S.

111-164,
S.

126.

（
７２
）

R
.

M
ohl,

G
rundzüge

einer
G

eschichte
des

philosophischen
Staatsrechtes,

in:
ders.,

D
ie

G
eschichte

und
L

iteratur
der

Staats-

w
issenschaften,

B
d.

1,
a.a.O

.,
S.

215-264.

こ
の
論
説
の
参
照
ペ
ー
ジ
は
、
以
下
、
本
文
中
に
括
弧
に
入
れ
て
記
す
。

（
７３
）

W
.

A
sm

us,
A

rt.,
H

erbart,
Johann

Friedrich,
in:

N
eue

D
eutsche

B
iographie,

B
d.

8,
B

erlin
1969,

S.
572-575,

S.
574.

（
７４
）
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
、
学
問
に
静
穏
な
非
政
治
性
を
要
求
す
る
立
場
か
ら
、
七
教
授
に
よ
る
政
府
批
判
に
異
議
を
申
し
立
て
る
側
の
中
心
人

物
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
見
よ
。E

.
R

.
H

uber,
a.a.O

.,
B

d.
II,

S.
100.

（
７５
）

J.
F.

H
erbart,

A
llgem

eine
praktische

Philosophie
(1808),

in:
Säm

m
tliche

W
erke,

hrsg.
von

G
.

H
artenstein,

B
d.

8,
L

eipzig

1851,
S.

127f.

（
７６
）

E
benda,

S.
128f.

（
７７
）

R
.

M
ohl,

D
ie

Staatsw
issenschaften

und
die

G
esellschaftsw

issenschaften,
a.a.O

.,
S.

84f.

―１０５（８０）―

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
然
法
論
と
「
社
会
」
の
発
見



（
７８
）

J.
F.

H
erbart,

a.a.O
.,

S.
129.

（
７９
）

R
.

M
ohl,

D
ie

Staatsw
issenschaften

und
die

G
esellschaftsw

issenschaften,
a.a.O

.,
S.

85.

（
８０
）

H
.

A
hrens,

A
rt.,

H
erbart

(Johann
Friedrich),

in:
D

as
Staats-L

exikon,
E

ncyklopädie
der

säm
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